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神縄逆断層にそう小断層について

メふ
っ 刀ぇ 勇

On the Minor Faults observed along the 

Kannawa Reverse Fault 

Isamu IMANAGA 

ABSTRACT 

The Kannawa Reverse Fault separates the lower Miocene Tanzawa group 

from the lower Pliocene Ashigara formation. The writer observed a number 

of minor faults at the both sides of this fault. 

The general trend of the minor faults in the Tanzawa group coincides with 

that of the reverse fault, and their distribution is restricted to a narrow zone 

contiguous to the fault. 

These facts indicate that they have been formed by the compression owing to 

the upward movement from north to south of the Kannawa Reverse Fault. 

神縄逆断層は， 神縄南方1仰の山市場を中心に東西に延び（図1), この断層を境にし

て，下部中新統の丹沢層群と下部鮮新統の足柄層群とが接している。

筆者は神縄逆断層を横切る塩沢，河内JI［，皆瀬川，尺里の沢で小断層を観察し，また神

縄逆断層の断層谷である中津川に見られる小断層の観察も加え，神縄逆断層に沿う小断層

の成因について考察を行なった。ここにその概要を報告する。

地質

塩沢，河内川，皆瀬）I ［，尺里の沢にわけて述べる

（図2）。堀沢では，塩沢の部落から約500m西に神

縄逆断層が走り，その南側には，際岩砂岩互層があ

らわれている。北側には，青緑色の細粒～粗粒凝灰

岩があらわれている。河内）I ［では，神縄逆断層の南

側に，走向 ・傾斜 N30°～68°E,75。～85°Wを示す

磯岩・砂岩互層があらわれている。北側には，暗紫色

の火山角疎岩が分布し，さらに神縄付近から北側に

は，暗緑色の細粒～粗粒凝灰岩があらわれ N45。～

74°W, 30°～66° SWの走向・傾斜を示す。皆瀬川

では，神縄逆断層の南側に際岩と砂岩との互層があ

らわれている。互層の走向・傾斜は， N40°E, 30° 

～50°W である。北側には，石英安山岩質の細粒～
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グル小断層の集計範囲（M-1吋号は図3町
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コンターダイヤグラムを示す）

粗位凝灰岩互周と火山角1採れとが分布する。尺里の沢では，神縄逆断層の両側に隊岩 ・頁

岩が分布する。限岩は，N75°W60°Nの走向 ・傾斜を示す。北側には，石英安山岩質の細

粒～粗粒の凝灰岩互層が分布する。中津川では，流路にそって走る神細逆断層の北東側に

火山角磯岩が分布し， 南西側には，｛線岩が分布する。
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これら調査地域の細粒～粗粒凝灰岩及び火

山角陳岩は，丹沢層群の下部層に相当し，磯

岩，砂岩互層は， 足柄層鮮の上部層にあた

る。

小断層

調査ルート にそういくつかの地点で，小断

層の走向 ・傾斜を測定した（図2）。 これら

の結果を地域ごとに集計し，シュミット ・ネ

ットの下半球 をもちいてコンター ・ダイヤ

グラムを作成した〈図3）。

足柄層群中の小断層は，一般に NW-SE

(M-1, K-4), NE-SW (M 1, K-

l, K-2, K--3）方向の小断層が優勢で

ある。 このうち， NE← SW方向は，足柄層群

の一般的走向に一致している。

丹沢層群中の小断層は，神縄逆断層に接し

た地域と，脈れた地域とで著しくその走向を

異にしている（図3）。離れた地域において

は，小断層の走向は，一般に NE SW方向

(N-2, M-3, K-9, K-11; K-13, 

K-14), N-S方向（S 2, S 3 , M-5, 

M-6), NW-SE方向 CM 4, M 5, 

K-7, K 8, K 10, K 12〕が卓越し

ている。これに反して，接した地域でみられ

る断層の走向は，多くの場合，神縄逆断層の

走向とほぼ一致している。

このことは，逆断層を横切る谷や沢で観察

される。すなわち，梅沢では，神縄逆断層の

N 

s 
図4 河内川の足柄層群を切る小断層を集
計したコンターダイヤグラム（下半
球投影）。点；1～296，左上り斜線；
2～3%，縦線；3～496，右上り
斜線；4～5%

N 

s 
図5 河内川の丹沢層群を切る小断層を集
計したコンターダイヤグラム（下半
球投影〉。点；1～2%,斜線，2～

走向 ・傾斜が， N85°E, 84°Nであるのに対 3 96，縦線， 3～496 

し，逆断層に接する丹沢層群中には，NWW SEEの高角度の小断層と，NEE-SWWの

高角度の小断層とが目立つ cs-1〕。河内川では，神l細逆断層の断層面の直接の確認は
できないが，河内川の谷にそって北に深く入り込んでいる逆断層の走向は，ほほE-Wと

推定される。これに対して逆断層に接する丹沢層群中には， 東西方向の高角度の小断層が

多い（K-5,K-6）。皆瀬川では， 神縄逆断層の走向 ・傾斜が，人遠一市聞の林道で

N 65° W 38。Nである。これに対して， 逆断層に接する丹沢層群中には， E-W北傾斜の

小断層が卓越している。尺里の沢では，神縄逆断層の断層面の観察ができない。また露頭

が悪く，丹沢層群中に，少数の小断層しか観察されないが，それらの小断層には， E w 
方向のものが多L、。中津川では， ）11岸で見られる丹沢層群中に， 逆断層と並走する NW

SE方向の小断層が著しい。



神細逆断層に平行するこのような小断層は，神縄逆断層に接する狭い地域に集中し，河

内川では，神縄逆断層から約1,000m遠ざかった地点まで，皆瀬川では約250mの地点ま

で，それぞれ確認される（K-6, M-2）。頃沢では，露頭が少ないため， はっき りし

たことは言えないが，少なくとも約50mへだたった地点まで確認される（S-1）。

考察

以上述べたように，神縄逆断層の上盤を構成する丹沢層群中には，この逆断層と並走す

る多数の小断層がみとめられる。その分布は，逆断層に接する狭い地域に限られている。

なおこのような小断層は，足柄層群中にはまったくみられない。

これらの事実から，神細逆断層に平行な小断層は，丹沢層群の北下方からの突き上け‘に

よって生じたもので，この逆断層と密接な関係の下で生成されたものと考えられる。

足柄層群中の小断層は， NE SW方向及び NW-SE方向の小断層が多い。先に， 中

津川流域で，NE-SW方向の小断層を観察し，神縄逆断層に伴う NW-SE方向の張力

及びNE方向の圧力により生じたと推論した（今永1972）が，足柄層群中に発達するこれ

ら小断層の全般の成因については，さらに広い範囲での検討に待ちたい。

結
主;o.
a問

神縄逆断層に接する丹沢層群，足柄層群中には，多数の小断層がみとめられる。これら

のうち丹沢層群中の小断層は，神縄逆断層に並走する。またその分布は，神縄逆断層に接

する狭い地域に限られている。これらのことから，丹沢層群中のこの種の小断層は，神細

逆断層の生成に伴う北下方からの圧縮応力 により生じたものと考える。足柄層群中の小

断層は，神縄逆断層と多くの地点で斜交している。これについては， 今後さらに検討した

し、。

謝 辞

調査研究にあたり，終始ご指導ご助言を賜わった横浜国立大学教授見上敬三先生に深甚
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Pl. 1 

上 ：磯岩砂岩互層を横切る小断層

〈河内川山市場〉

小断層 N66°E,46。N
地 周 N40°E,V巴rtical

中： 礁岩に挟まれる砂岩にそう小断層と地層を横切る小断層（山市場〕

図中央左の砂岩層中の走向断層 ，N35。E,Vertical 

雇者岩の小断層 N42。E50°W
地層 N40°E,Vertical. 

下 ：際岩を切る小断層，見掛けのズレ10C田，（山市場〉

小断層 N65。W15。E

士山 居 N40°WS0°E

Pl. 2 

上 ：丹沢層群の細粒凝灰岩を切る小断層（河内）Ii・回ノ入〕断腸面に Epidoteveinが

入っている。N10°W,Vertical. 

中 ：丹沢層群のf.！日粒凝灰岩を切る小断層（河内！Ii・回ノ入）N35°E,82°W 

下： 丹沢層群の火山角磯岩を切る小断層 （河内｝Ii・湯本平） N-S, 70°W 



Pl. 1 
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横浜市内の沖積層の貝化石群集（予報Y

松 島 義 章

Preliminary Report on the Molluscan Assemblages 

form the Alluvial Deposits in Yokohama City 

y oshiaki MATSUSHIMA 

ABSTRACT 

Narrow embayment along the lowland of the Ooka River in the city of 

Yokohama have been restored based mainly on the distribution of the Alluvi-

al marine deposits. 

The embayment is named as Paleo・Ookabay (Fig. 4). The molluscan fossils 

were collected from the upper part of the marine deposits of the Paleo心oka

bay. 

Most of the molluscan shells are considered to be autochthonous judging from 

their mode of occurrences and species combination. They are inhabitants of 

tidal zone or sandy to muddy bottom just below the tidal zone of inner bay. 

In detail, the fauna consists of four embayment assemblages of diffrent com-

position. Their geographical distribution well accords with the distribution of 

sedimentary facies, and both distribution are, in turn, controlle.d by the form 

of the bay. 

1; Serρulorbis imbricatus, Ostrea gigas, Macoma incongrua and Mya 

αrenaria oonogai are found characteristically in sand and gravel facies 

of the baymouth area. 

2; Anadara subcrenata, Anodontia steαrnsiana, Pillucina pisidium and 

Taρes philiρρinarum are dominant in the silt or sandy mud facies of the 

baymouth area. 

3; Anadara broughtonii, Fulvia mutica, Dosinellαpenicillata, Pa1うhiaun-

dulata and Theora lata are dominant in the mud facies of the central 

part of the bay. 

4; The innermost area of the Paleo-Ooka bay are characterized by the asse-

mblages of tidal flat dominated by Anadara granosα，Ostrea gigas, 

Cyclina sinensis, Batillaria multiformis an.d Batillaria zonαlis. 

ネ本研究の費用の一部は，昭和46年度文部省科学研究費を使用した。
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1はじめに

横浜は関東ロームに被われる洪積台地と，これを解析した溺れ谷状の沖積低地とからな
かたびら

り起伏に富んだ地形をしている。市街地は横浜港に流れ込む大岡川，惟子川，滝野川，入江

川などの流域の低地に発達している。 最近この地域の都市再開発化が著し く，高層建築，

高速道路，地下鉄などの建設が急テンポに行なわれている。これらの工事の際には，この

沖積層からしばしばたくさんの貝殻が掘りだされる。

横浜旧市内の沖積層産貝化石については，中区本牧（野村 ・植田 ：1934）を最初に，京

浜急行上大岡駅西方の大岡川岸 （SuGrMURA and NARUSE : 1954), i黄浜港付近と横浜駅付

近の建設現場（松島： 1969）などからの報告がある。

これらの報告によれば，縄文海進に伴う高海水面は，現在の海水面より約5～6m高い位

置にあり，大岡川沿いに浸入した当時の内海は，現在の大岡川の河口から約lOkmも奥まっ

た地点まで達していた。 また， 現在の東京湾には生息していない Anadarα granosa,

Anomalodiscus squamosu, EufenellαρUjうaides, Cylichantys angustaなどの

種が多数すんでいたことが確認されている。

1969年からはじめられた横浜市営地下鉄工事が，犬岡川低地を北東 南西方向に縦断す

る形で行なわれ，この現場で， 大阿川沿いのかなり広い範囲にわたって貝化石を採集する

ことができた。 この資料を用いて大岡川沿いの沖積層の貝化石の内容を検討してみると，

この員化石群はその群集組成分から大きく 4つの化石群集に分けられることが明らかにな

ったのでここに予報として紹介する。また，横浜港近く，市内の中央，上大岡付近の3カ

所から採集した貝化石を用いてi4c法による絶対年代が測定された。その結果1560士90Y.
B. p吋 5110士125Y. B. P., 6370士140Y. B. P.の測定値が得られた。本稿ではとりあえ

ず測定値の報告のみ行ない，得られた年代の地質学上の意義や対比など詳細なことは，現

在さらに調査中の資料を加えて改めて別の機会に報告する予定である。

謝辞 この小論を作成にあたり，終始ご指導を賜わり，草稿を見ていただいた横浜国立

大学鹿問時夫教授，東京大学鎮西清高助教授，i4c年代測定を行なって下さ った学習院大
学木越邦彦教授に対し深甚の謝意を表する。地下鉄工事に伴う資料収集について多大のご

便宜を賜わった横浜市交通局高速鉄道建設部工事事務所長飴谷尚克氏，同前事務所係長柴

山栄氏をはじめ所員の方々，各工事区の方々には心から感謝する。

2 古大岡湾の沖積層の概観

横浜港の南西側から大岡川沿いにみられる沖積低地は，細文海進により海が奥深く浸入

した内湾であった。この湾を古大岡湾とよぶ。

古大岡湾は本牧 ・山手の台地と野毛山 ・清水ケ丘の台地とに挟まれて南西方向に延びた

長さ約lOkm，幅の狭い内湾である。湾口は横浜港付近で幅が約2.5kmあり，湾口から湾失

の時田公園付近まではほぼ同じ中高である。それよ り南は弘明寺付近から幅が狭まり，湾最

奥の笹下付近で日野川沿いの肢湾と笹下川沿いの肢湾とに2分する。

横浜付近の沖積層は桜木町層（伊田ほか ：1961）あるいは川崎層群 （高橋 ：1964）など

の名称でよばれ，東京の下町の有楽町層とよばれている地層と同時期のものと考えられる。



与七橋 弘明寺

岳彦ヨ I:,: :/ I~＝~~~~三l I 1:: .. ・:. ・> :-: I k· （：＼－~.；川
2 3 4 5 6 7 

* 9 10 

第1図 大岡川低地の沖積層の層序断面図

1：表土および埋土，2：泥炭， 3：シノレ ト， 4：泥， 5：砂， 6：礁， 7：シノレト岩（三浦層群）， 8：貝化石， 9：貝化石

採集地点， 10：縦の細線は資料を得たポーリング位置

時国公園

8 
。

吉野町 阪東橋 千秋橋 関内 県庁

5QO IOOOM 

Fig. 1 Geological cross-section along the Ooka River, Yokohama City. 

1:surface soil, 2:peat, 3:silt, 4:mud, 5:sand, 6:gravel, ?:silt stone (Miura Group) s:shell, 9:sites of 

molluscan fossils, 10: sites of bore holes. 
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第2図横浜港沿の沖積層の層序断面図
1：表土および埋立地，2：礁，3：砂，4：シノレト質砂， 5：砂質シノレト， 6：シノレ ト， 7：シノレト質泥， 8：泥，9：シ

ノレ ト岩（三浦層群〕，10：貝化石， 11：泥炭，12：貝化石採集地点， 13：縦の細線は資料を得たポーリング位置

Fig. 2 Geological cross-section along the Yokohama Port 

1:surface soil, 2:gravel, 3:sand, 4:silty sand, 5:sandy silt, 5:silt, 7:silty mud, s:mud, ,g:silt stone (Miura 

Group), 1o:shell, u:peat. 12:sites of molluscan fossils, 13:sites of bore holes. 
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古大岡湾の沖積層については上述のほか，復興局（1929）， 建設省計画局（1969）， 見上

・奥村（1972）など多くの報告がある。それらによると横浜港付近から県庁周辺で沖積層

の厚さが約50m以上に発達し，蒔田公園付近で、約30m，奥まった上大岡付近でも約lOmの

層厚を示す。

ここの沖積層は第1図によれば湾口部を除くと一般に砂機層の発達が乏しく，泥層や腐

植質シルト層あるいは泥炭層が厚く分布する。

横浜港付近から関内に至る湾口部には，最上部と最下部とに著しし、砂層ないし砂磯層

（共に厚さが約l5m） がみられる（第 2 図〉。とくに，最上部の砂T~持層は河川の運搬した砂
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第3図横浜港開港当時（1859年〉の海陸分布図（復興局 ：1929による〉

Fig. 3 Geography of Yokohama during th巴 1859year (after 

Reconstruction : 1929) 
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牒ではなく，山手 ・本牧の台地の縁から北西方向に流れる沿岸流により運ばれ堆積した砂

I野の堆積物と考えられる。横浜港開港当時 (1859）には， まだこの砂I虜の姿がみられた

〈第3図〉。

関内付近から南西のfi'/f田公園付近にかける湾央部は， 最下部に厚さ 5 ～ 3mの基底liW~な

いし砂層がみられる以外は主として20～30mの厚さのシルトないレ泥層がみられる。この

地域は湾口の砂鳴の形成により閉塞された内湾で最後 （明治8年頃）まで海が残されたと

ころである。

湾奥の弘明寺付近から上大岡，笹下にかけては，腐植物まじり砂質シルト， 泥炭層 （厚

さ約5m）からなり，とくに，上大岡付近は泥炭層の発達て検特徴つ寺けられる。弘明寺付近

の泥炭層については坂口 (1954）もふれている。

したがって，古大岡湾は全体として泥層が卓越し，湾奥では最上部に著しL、泥炭層が発

達する。 このよう な層相は池田 (1964）による鶴見川にみられる溺れ谷を埋積する地層の

特徴と共通している。砂傑層の少ない一因は，古大岡湾に流れ込む各河川｜の後背士山は低い

正陵で，際質の地層が乏しくしかも土砂の搬出量が少なかったためであろうと考えられ

る。主と して日野川や笹下川の運びだす土砂だけでは湾内を埋立てるのに十分でなく，ま

た，湾口に砂鳴が形成されて（復興局 ・1929〕その内側は泥層および泥炭層がよく発達し

たのであろう。

貝化石はシルト層ないし泥居中にかなり多く含まれ，砂1傑層ないし砂層はやや少なく，

泥炭層中にはほとんどみられない。

3 古大同湾の大型貝化石群集

すでに報告されている沖積層産の貝化石は，比較的限られた地点で採集されたものであ

ったが，今回の地下鉄建設工事は前述のように古大岡湾の中央を南西方向に縦断する形で

進められた。そのためにかなり広い範囲にわたってほぼ同じ深度から定量的に員化石を採

集することができた。

工事現場の新しく掘られた露頭にみられる貝化石をふくめて，無作為に泥塊を約5～6

4採集し，それを割って数仰程度より大型の貝をすべて集めた。小型のものについてはま

だ処理が終っていない。採集された化石のうち明らかな異地性の個体を除き，現地性と思

われるもののみを対象とし， 今まで報告された資料を含めて，この地域の員化石の内容を

検討した。化石群の種構成を産出頻度と合せて第l表に示す。

水平方向の層相の相異が貝化石Jr下集の相異となって現われているといえる 3 大型貝化石

の内容は，湾口から湾；奥に向って系統的に変化し種構成と産出頻度によって大きく 4つの

群集に分けることができる。一方，±｛［積物の粒度，腐植物の有無などで示される層相の水

平方向の変化は，この4つの群集の分布とよく一致する。すなわち，古大岡湾の湾口部，

湾央部，湾奥部では化石群集や層相がそれぞれ第4図にみられるように異っているといえ

る。しかし，湾内3カ所から採集した員化石を用いて年代測定を行なった結果と層相は必

ずしも一致しないことが明らかになった。この点について今回は簡単にふれるにと どめる。

(1） 湾口部

湾付近から関内にかける地域（Lee.2～10）をさす。層相は港に近い地点ほど1深層ない



第 1表横浜市内の沖積層産の主な大型貝化石表 Table 1 List of Molluscan Fossils found from the Alluvial deposits in Yokohama City. 

伽 .. a，陣 事. ・4臨場跡 ．． 
l 2 3 4 s 6 7 8 9 JO 11 12 13 14 IS 16 17 18 19 20 21 22 23 21 25 26 27 羽 29 30 31 32 33 34 35 36 

産 出 地 本 喧E 神新奈川庁県庁舎 共中小済企会業館 公住団海岸辺宅り 術計算浜ヒン銀タ行一 神博奈川物県館立
東亜 ピル 新常盤 4金古浜庫信本用1占

関内駅前 国倒浜市北役所際 千秋橋 武蔵橋 横浜椅 阪東僑 駿 i日］檎
菅三 野T 町目 吉阿 野丁 町目 時国公周 宮二 元丁 町目

通 町 週 』UJ
樹弘浜明国大前ぐj’

与七』蒔 与七倍
最 戸 町 』京i犬同浜ガ急ー l行下 県上大岡駅道前 セ上県ンタ大ーピ道岡ル前上大川大問岡駅西岸川方 金 港 橋 償ホ浜テ東急ル 横浜，古島屋 横郵浜便中央局 横ポ浜ミ ロー

hl'l浜ミロー
ピ Jレ ピ Jレ 二丁目 三丁目 - Jレ ボ ー ル

+2 ー7 6 -2 5 -'.l. 5 •O. J ←6 自 自 -8 12 -8. s -8. 5 -10 -9 -8 5 -7.0 7.5 6 7. 5 -3. 5 ま 土 ーl -J ・2 •4. 3 令4.8 +S. J -10 3 -6 -6 -8 -5 

採集地点の 高度（海抜m)
•l -8. 5 -J -3 -8 -1 •4. 5 -3 5 ー7 -7 

石 中目
f様まじり 傑まじり 傑まじ り 臨まじり cobble 砂聖t

砂ンル質ト
シル！？町 砂質 シノレトff 砂 f可 シル 1-'1'1 シノJ ト シルト質 傑まじり シノレ砂ト質 シノンH'i

シルト 事E 砂 相 砂 1ll 1& 租 砂 大 グコ シル ト シルト 泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥 シ，レト 中 @ 粗 砂 シJレト シル ト
極 名 抑l 砂 岩 保 百E シノレ ト 砂 シノレト 砂 泥 担 砂 w 

A叩 darasubcrenalu ( L1SCHKE) サルポク c A c R A A A c R c 且 A R A R R 

Ostrea denselamcllosa LISCllKE イタポガキ c R A R R 

Muscu/us senhousia ( B s11so•) ホ トトギス c c c R R R c R R 

Anodontia stearnsiana ( Qy AMA) イセシラガイ c A c A R R R R R R 

Fulvia lrnnger fordt ( Sow ERBY〕 チコ トリガイ c R R c c c c c A 

Alvenius ojia悶US(YOKOYAMA) ケシ トリガイ c R R R A c R A A c 
Dosmia jaρ0111ca (Reen〕 カガミガイ c A R R R 

Pil!ucina P,:sidmm ( DrnKrn) ウメノハナガイ c R R A c R A A A c A A R E、 c c 

Meretrix lusoria〔Ro＂＇＂＂〕 ハマダリ R c R c R A R R 

Venemolpa micra〔PlLSDRY) ヒメカノョアサリ R c c c R A R A A A A c 
Ta/,es /'hiliρρinarum (A. ADAMS,, RESVE) アサリ

A 八 !{ c R R c A A A c c c c R A R A A 

Mactra v刊 eriforn1isREEVE ンオフーキ c R R R c c A R R R A c R A R 

Macoma incongrna ( v MARTUNS) ヒ〆γラトリ A R A A R c A /¥ c c c c A /¥ A A A A 

Mya arcnaria oonogai (MAKIYrnA）イオノガイ c A R A c R R R R A R R 

Littorina brcvicttla ( P111c11・r1) タマキピ A c R R c R 

Umbonium moniliferum (LAMARCK）イポキサゴ
じ c R A R 

Serρulorbis 1111bricatus (Du州日〉 オオへピガイ c c A R じ

Eufcnella puρaides (A. A DAMS) サナギモツホ A c c じ じ A A A c A c 
Cy licitαn/ys angusla (Gouco) カミスジカイコガイダマン じ R A A A A A A A A c 
Hingicu/a doliaris Gouco マメヴラシマ R c R c c A R R R A A A A 入 c 
Anadara broughto”ii ( Sc1rnrnCK) アカガイ R R 民 R A A A A A c c c R R c R 

Fulvia mutica (REEvE) トリノiイ c R c R A A A A A c c c R c A c 
Doszne/la penicillata (REEVE) ウラカガ1 R c c c A A A A c A A A A A c c R A R A A A c 
Puphia t111dulata ( BoRN) イヨ’スダレ R R R じ A A A A A A A A A c R A R R c A 

Racta P1tlchcl/a (REEVE) チヨノハナ河イ c R R c c c c c A c A R 

Macoma tokyoensis MAKIYAMA コイサキ R R R R R R 民 c c R R c 
Theora /ala ( HrnoA〕 シズクjfイ A c A c A A A A A c A A R A A R 

Neverita d;dyma [ Roo1•0] ツ〆タガイ R c R A R R R R R R R c R 

Raρana thomasiana CROSS& アカニン i《 c R c R R R R R R c R 

Anadara granosa〔LINN>) ，、ィョぜイ
A R R R A c じ A c R A 

Ostrea gigasくτHUI'也ERG) マガキ /I A R A c A A A A A A A R A R 2、 R 

Cyclir.a si11e11s1s ( GMELIN) 4キシジミ R R A c c c A A A A c R R R 

.4nomalodiscus squamorns (LINN<) シオヤガイ c 
Batillaria m11/tiformis ( LISCllKE) ウミエナ

A lミ l《 R R c R R c c R c c R c R A R R 

Batillaria zonalz’S ( BRUGUIORE) イ4ウミニナ A R R c c c c c c A c c c R A c c 
D曹ntaliumoctang11/at11・ ヤカドツノガイ R c R R ． c c R c 

持 野村，値出 1934，私信による， 特持松島 1969 • 普骨持 Suo1MUR• & N ＇＂＂＂ ・1954，産出！煩度 A 句多い， c：普通. R 少い
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第4図古大岡湾と近接地の貝化石群集
i:J深まじり砂，2：泥，3：砂， 4:Seruρlorbis imbricatus-Ost向。 gigas-Macomaincon-
grua-1¥⑪G arenaria oonagai群集 5 ; Anadara subc向 nataPillucina pisidium-
Taρes Jうhiliρ•Pinarum-Anodontia stearnsiana群集， 6.A問。dara broughtonii-
Dosinella ρenicillata Fulvia mutica Paρhia undulata-Theora lata 群集， 7: 
Anadara granosa←Ostrea gigas-Cyclina sinensis-Batillaria zoualis群集

Fig. 4 Map showing the distribution of the molluscan assemblages in Paleo-Ooka Bay, 
Yokohama City. 
1: gravely sand, 2 : mud 3 : sand 4. Seruρlorbis imbricatus-Ostrea gigas Macoma 
incongrua-J'.ゐ1aarenaria oonogai, 5 : Anadara subcrenata-Pillucina pisidium『
Tapes lうhili1ゆinarum-Anodontiastearnsiana assemblages, 6 : Anadara brough-
tonii Dosinella penicillata Fulvia mutica-Paphia undulata-Theora lata assem-
blages, 7 . Anadara granosa Osti:ea gigas-Cyclina sinensis-Batillaria zonalis 
assemblag巴s.

し磁まじり粗砂層が分布し，関内付近では細砂まじり シルトないし泥層に変化する。

I飲質層仁！こ1の員化石は（Loe.2, 4～7), Serρulorbis iiribricatus, Littorina breuicula, 

Os ti ea denselamellosa, Ostrea gigas, DosiniαjαJうonica,li1acoma incongrua, 

11 



Mya arenaria oonogaiなど潮間帯付近の砂磯底ないL岩礁に生息する種，

着性種が目立つ。産出層準は桜木町層の上部砂磯層である。

一方，砂質シルト層からは（Loc.3,8～10),Anadara subcrenata, Musculus senh-

ousia, Anodontia stearnsiαna, Pillucina ρisidium, Taρes ρhiliρρinarum, 

Eufenella puρaides, Cylichantys angusta, Ringicula doliarisなどの種がみら

れる。 前者に比べこれらの種は内湾の砂泥底に生息するものである。産出層準は地質断面

からもわかるように中部泥層の上部の層準にあたる。

したがって，本地域は明らかに二つの異る層相があり，

みられる。しかもその群集の産出層準は異っている。

あるいは固

それぞれに異った内容の群集が

12 

部

関内付近から蒔田公園の南西方に至る広い地域で，湾の主要部 （Loe.11～21）を占め

る。層相は Loc.21でシルトがみられる以外は泥である。貝化石の採集深度は地表より約

lOm下， ほほ同一層準 （中部泥層の上部〉から得ている。個体数の多い種は Anadara

broughtonii, Fulvia mutica, Dosinellαρenicillata, Paρhia undulata, Raeta 

ρulchella, Macoma tokyoensz・s, Theora lataなどである。 Loe.21 （通町2丁目〉

は地形的にみると湾奥に近く，しかも地質断面図からも Loe.20と Loe.21問では基盤

が出張っており， Loe.21は湾奥側に位置している。しかしながら堆積物はシルトで貝化

石も上述の種がみられ，湾央の貝化石群集がこの付近まで分布している。

湾口部と比べ種数は少なくなるが，個体数は多く，しかも各々が大型の殻に成育してい

る。

央｝寄(2) 

上大岡駅付近の県道「横浜
一鎌倉」線における沖積層
柱状図
L. 28上大岡駅前，L.29.上
大岡センタービル前，l：表

土，2：泥炭， 3：スコリア，
4：腐櫛物まじり砂質シノレト
5粗砂（貝殻点在），6；納砂
7：砂質シルト，8；シルト岩
（三浦層群）
Columnar s巴ctionof the 
Alluvial, deposits in the 
Kamiooka area, Y okoha 
ma City 
L. 2s:Location 28, side of 
Kamiooka Station. L. 29: 
Location 29, side of Kami-
ooka C巴nterBuilding, Yo 
kohama～Kamakura Higth-
way 1: surface soil, 2: pe-
at, 3:scoria fall, 4:humic 
sandy silt, 5: coarse sand 
(in shell~ ， 6:fine sand, 7: 
sandy silt, 8: silt stone 
(Miura Group〕

第5図
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(3）湾奥部

弘明寺付近から南方上大岡に至る細長い地域〔Loc.22～30）にあたる。採集深度は地表

より約5～6m下に位置する。層相は Loe.22～24付近までは泥ないし砂質シルトである

が， Loe.25以南はシルト質砂ないし粗砂に変わる。全般に腐植物が多く混λし変化に富

んでいる。

貝化石はAnadaragranosa, Ostrea gigas, Cyclina sinensis, Taρes phili1ゆin-

arum, Macoma incongrua, Batillaria multifv門nis,Batillaria zonalisなどの

種で特徴づけられる。

Loe. 22には，湾央に多い Dosinellαρenicillataが産出するが， Cyclinasinensis, 

Batillaria multiformis, Batillaria zonalisなど湾奥の潮間帯に生息する種が目立ち

この付近から湾奥の貝化石群集に移り変わるとみることができる。

前述の地域と比べ種数，個体数とも減少するなかでOstreagigasは多く， Loc.23（弘

明寺〉付近から Loe.25 （与七橋〉付近まで厚さ約20～25cmのほぼ連続するカキ層が発達

している。

今回の調査範囲内で員殻を含む海成沖積層が最も高い水準に分布する地点は，上大岡駅

前の県道「横浜一鎌倉」線の2地点（Loe.28, 2のである。 Loe.28では海抜＋ 4.3 m, 

Loc.29では海抜＋4.8 m （第5図〉に海成層の最上部がみられる。とくに， Loe.29では

海抜＋4.5～＋ 4.8 m地点で三浦層群のシルト岩層を不整合に被う厚さ20～30cmの粗砂が

あり，Anadαragranosa, Ostrea gigas, Cyclina sinensis, Batillaria multiformis 

が散在している。その上に重なる約1.5mの腐植物まじり砂質シルト中には全く員殻はみら

れない。杉村ら（SuGI島1U

30）の海抜＋5.1 m地点てや海成沖積層を観察している O 今回の筆者の調査値はこの測定値

より約30明低L、値である。すなわち，この付近では縄文最大海進期以後今日 までの地盤の

変動を考慮、しても，この値は当時の汀線高度を示し， 高海水面は現在より約5m高位にあ

ったと推定できる。

なお，今後地下鉄工事が上大岡より南方の大岡川沿いの上流へ向って進められているの

でこの地域の海成沖積層の分布および層厚がさらに明らかになることが期待される。

以上の事実から考察すると

(a) 二三の種を除くほかはすべて内湾性指標種である。

(b) Seruρlorbis imbricatus, Ostrea gigas, Macoma incongrua，λ1ya arenaria 

oonogaiなどの種で特徴づけられる湾口部の港付近は，岩礁のみられる潮間帯上部の砂

礁底ないし砂底の海域であった。このような環境は山ノ手から桜木町にかけて形成され

た砂鳴に伴ってみられ， 湾口部の港を中心に細長い範囲に限定される。

(c) Anadara subcrenata, Anodantia stearnsiana, Pillusinaρisidium, Tαρes 

philippinarumなどの種で特徴づけられる湾口部の関内付近は，潮間帯下部の砂泥底

であった。後述の湾央部に比べ狭く限られた場所ーである。

(d) Anadαra broughtonii, Fulviαmutica, Dosinellαρenicillata, Paρhia undu-

lata, Raetaρulchella, Theora lataなど強内湾性指標種 （波部 ：1945）で特徴づけ

られる湾夫部は，内湾の比較的水深の深い－10～－20mの泥底であった。大型に成育し

た殻が多産することから食物が豊富で貝類の生息するのに好適な環境であったものと思

13 
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われる。

(e） 湾奥部は Andaragranosa, Ostrea gigas, Cyclina sinensis, Batillaria 

zonalisなどの内湾の湖間帯上部に生息する種が多し、。弘明寺付近から与七橋付近にか

けてカキ礁が分布し， この付近は最低干潮時に露出する程度の水深で、あったと思われ

る。それ以南は上大岡付近まで遠浅の干潟があり，しかも腐植物が多いことから水生植

物の繁茂する砂泥士山もあったと推測できる。さらに後背地には湿地帯が分布していたら

しし、。

4 古惟子湾の貝化石群集

古l惟子湾は横浜駅付近に湾口をもっ，古大岡湾とほぼ平行した形のl惟子川沿いに浸入し

た内湾である。

／ 

4ooom 

第6図 14C年代測定の試料採集地点

1：横浜市中区海岸通り4-23-1〔Loe.4), 2：横浜市南区吉野町3(Loc.17), 3：横浜市港南

区上大同（Loe.29) 

Fig. 6 Localities of Radiocarbon dating sample of the Alluvial deposits in Yokohama City 

1:Location 4, Kaigandori, Nairn ku, Yokohama 2:Location 17, Yoshino-cho, Minami 

ku, Yokohama 3:Location 29, Kamiooka, Koonan-ku Yokohama 



湾口部の横浜駅付近の6個所（Loe.31～36）から採集した員化石によってその古環境を

簡単に考察してみる。

採集した範囲が古大岡湾に比べ非常’に限られており，また前述のような明瞭なる群集区

分は困難である。しかじ， 各地点の採集深度が異ることと層相の相異から二つの化石群集

を確認することができる。

地表から約4～7m下の！旅まじり粗砂ないし砂質シルトから採集した貝化石は Pilluc-
ina，ρisidium1 ! Ve.nemolρα micra, Taρesρhiliρpinαrum，λ1actra veneriformis, 

Macoma incoηgruaなどの潮間帯からlOm以浅の砂泥底に生息する内湾性指標種が優勢

である。

一方，地表より 10～12~下のやや深い部分はシルトないし泥からなり， Alvenius ojia 

nus, Dosinellaρenicillata, Paphia undulata, Raeta pulchella, Theora lataな

ど内湾のやや深い泥底に生息する強内湾性指標種が目立つ。

両地点は，位置的，層イ立的に非常に接近しているのにもかかわらず，群集の内容が異っ

ていることは，環境の変化によるものと考えられる。すなわち，古市H：子湾の湾口部ははじ

め古大岡湾の湾央部とほぼ同じ似た環境の水深一10

～－20mの泥底が存在し，そこにはDosinellape-
nicillata, Paρhia undulata, Theora lata群集

の生息する海域であった。その後，環境の変化（砂

礁の堆積が進んで砂底ないし砂際底となる， 海水面

の低下など〉に対応して徐々に Taρωρhiliρpin-

arum, Mactra veneriformis, Macoma incon-

grua群集の生息する浅い砂泥ないし砂際底の海域

に移行していったと思われる。古大岡湾の湾口部と

ほぼ一致する群集になったといえる。ただ？この地

域は沿岸流の影響が少なく， 古大岡湾の湾口に砂鳴

がつくられたのに比べ， l~軽質の発達は貧弱で砂泥の

堆積であった。

+2.65m 

2 

3 

-3. 50m 

4 
m
F
E
E
Z
E
S
且・

4

・・

第 7図 海岸通り地点（Loe.4）の沖

積層柱状図
1：表土および埋土， 2：胤
3：粗砂（貝化石），4：シノレト
岩（三浦庖群〉
Columnar section of the 
Alluv瓜ldeposits in}Loca-
tion 4 
1:surface soil, 2:gravel, 3: 
coarse sand (in shell), 4: 
silt ston巴（MiuraGroup〕．

Fig. 7 
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5 試料および測定結果
試料 1 

測定番号 ：Gak-2545 

採集地点 ：横浜市中区海岸通り423 1 住宅公団

横浜海岸通り住宅地（Loe.4，第7図〉

東経139°38132ぺ北緯35°26'51ぺ地表（+2. 65m) 

より約5～5.5m下の海抜約－2.5～－3m地点
採集年月日・ 1969年4月24日

採集者 ：松島義章

測定した試:IS／・名 ： Saxidomus j;urpuratus 

( Sow ERBY), Mαcomα｛ηcongアuav. MARTENS, 

Myααrenaria oonogai MA1<1YAMA,Seru1うulo-

rbis imbricatus ( DuNKER) 
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。

測定者：学習院大学木越邦彦

測定値： 1560土90Y. B. P. (390 Y. A. D.)* 

標本の産状 ：貝化石は横浜港に面する市街地（海抜2.65m〕の地下約5～5.5mにある

三浦層群に直接重なる磯まじり粗砂層中から得られた（第7図〉。

第8図 横浜港周辺の沖積層の基底面図（復興局 ：1929，三木ほか ：1966，に加筆〉
Fig. 8 Buried landform under the Alluvial deposits around Yokohama Port (after 
Reconstruction : 1929 & Miki et. all 1966) 

下年代の算出lこは 14c半減期として5570年が用いられている。誤差はF線計算における標準偏差で
ある。



本地点は復興局によると桜木町方面から横浜港に突きだした形の－lOm以浅の波食
台上に位置し （第8図〉，湾口に砂鳴をつくった最上部砂採層が これを薄く被覆して

L唱 。基盤のシルト岩層 （三浦層群浜層〉との不整合国は凹凸をなし，その表面には

穿孔している Baraea manilensis inornαtaや，固着している Serupularbis

imbricatusがみられる。これを被う厚さ1～1.5mの砂礁層中にはOstreadensela-

mellosa, Saxidomusρurρuratus, Macoma imcongrua, Mya areηaria oono-

gaiなど二枚員が両殻合わさった状態で多くみられ，現地性自生堆積を示す。

試料 2 

試料番号 ：Gak-4203 

採集地点 ：横浜市南区吉野町3 県道「償浜鎌倉」線（Loe_17) 

東経 139°37'27ぺ 北緯35。25'57＂，地 表c+3.おm〕より約12m下の海抜一7.78～－
8m地点

採集年月日 ・1970年1月7日

採集者 ：松島義章

測定した試料名： Dosinellaρenicillata(REEVE〕

測定者 ・学習院大学木越邦彦

測定値 ：5110±125Y. B. P. (3130 Y. B. C.)* 

標本の産状 ．員化石は横浜の市街地のほぼ中心にあたり，県道「横浜一鎌倉」線の海抜

3.25mより約12m下の中部泥層の上部から得られた〈第1図〉。泥層中には前述のご

とく Anadara broughtonii, Fulvia mutica, Dosinellaρenicillata, Paρhia 

undulata, T heora la taなどの種が両殻合わさった状態で散在している。

試料 3 

測定番号 ：Gak-4202

採集地点：横浜市港南区上大岡町 県道「横浜一鎌倉」線（Loe.29) 

東経139°35'59’i北緯35。24'13＂，地表（＋ 10.lOm）より約5.5m下の海抜＋4.5～
4.8m地点

採集年月日 ・1969年12月5日

採集者：松島義章，山口佳秀

測定した試料名： Anαdaragranosa (LINNE), Cyclina sinensis ( GMELIN) 

測定者 ：学習院大学木越邦彦

測定値： 6370土140Y. B. P. (4420 Y. B. C.)* 

標本の産状 ：員化石は前述のごとく京浜急行上大岡駅より南方約300m，県道 「横浜一

鎌倉」線の海抜10.10mより約5.5m下の粗砂層中から得られた（第5図〉。粗砂層

中には両殻の合わさった Anadarαgranosa,Ostrea gigas, Cyclina sinensis, 

Batillaria multiformis が散在している。これらの員は湾奥の汀線付近に生息す

種類である。

6 測定結果の概要

年代測定の試料とした貝化石は，各地点の特徴種で，しかもそれぞれ自生堆積を示すと

思われるものを用いた。したがって，測定値は各地点における員の生息年代を示すものと

17 
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考えられ，湾口から湾奥にかけJI慣に古い年代を示していることがわかる。

(a) 湾奥 Loe.29 の試~I は前述のごとく 古大同湾の海成土佐積物の最上部から採集した

ものである。測定値の6370士140年は細文海進の最大海進期を示す年代に相当する。近按

の大船員層の湾奥から採集した員化石の 14C 年代測定値が6550±110年 （松島 ：1971 a) 

と比べ，非常に近い値を示している。これは関東地方南西部でも，とくに，三浦半島北部

における最大海進期がほ ぼ これらの測定値の示す年代であったものと判断で、きる。阪口

(1968）が関東平野のほぼ中央部，j埼玉県栗橋町における海成沖積層の上限に近い所から

14 cの年代測定値4120土100年を報告しているのに比べ若干早い時期にあたる。房総半島
南端部や大磯丘陵の沖積層の分布高度，層厚や 14C年代など考慮すると一層，関東造金地

運動が洪積世から沖積世にかけ引続き行なわれていることを示唆する。

(b) 湾央 Loe.17の測定値5110±125年は，湾奥の測定値よ りも1206年新しい年代で

ある。採集地点が最大海進期に堆積したと思われる中部泥層の上部にあたることから判断

すると，海進高頂期がやや長く続いたか，高頂期以後の海底低下が徐々に進んだかを知る

資料である。

古大船湾の場合は，湾口の海成砂隙）~から採集した員化石の 14c年代測定値5110土110
年をもって内湾がほぼ消滅し陸化している（松島 ：197lb,72）。古大岡湾も湾奥より縮小

が進められたがその速度は古大船湾に比べはなはだ遅く， 本地点はまだ内湾に位置してい

た。しかも，員化石群集の内容から判断すると湾央部でフk深もかなりあったと思える。

(c) 湾口 Loe.4の測定値1560±90年は，弥生時代後期から古墳時代前期にかける年代

である。予想以上に新しい年代が得られた。ただ，試料が数種を用いていることは，その

値について若干注意する必要がある。すなわち Saxidomusρurρuratus,Serρulorbis 

imbricatusは岩礁性あるいは固着性種であるのに対し，Macomaincongrua, Mya ar-

enaria oonogaiは砂泥質に生息する種である。このよ うなやや生活環境の異るものを混

合して得た値であるから値にはし、く ぶん幅があると予想される。

木地点は前述のごとく海抜－ 2.5～－3mの波食台上に位置し 3 砂鳴をつくっている故
上部砂傑層中にあたる。ここの群集内容は汀線付近か，あるいはそれよりあまり深くない

ところに生息することから考えると，この値は砂鳴の形成年代を示している。また， 当時

の海水面は現在とほぼ同じ位置か， ややイ郎、位置にあったとみなすことができる。 このよ

うな海面低下の現象は，富山県 （木越 ・藤井： 1965）や東海地方（井関 ・1972）などかな

り広い範囲にわたって知られている。この点については古大岡湾の消滅に関する問題とし

て今後明らかにしたい。

(d) Serρulorbis imbricatus-Ostrea gigas-1¥l[acoma incongrua-1¥l[ay arenaria 

oonogoi群集の年代を考えると，湾口部の群集は海水面の低水位期のものであるのに対し，

他の3群集は高水位期のものである。すなわち，前者は弥生時代中期～後期にかけての海

面低下に伴う古大岡湾湾口部にみられる群集であるのに対し，後者は縄文｜時代早期～j)lfjJJJ

にかけての高海水面のと きの古大岡湾内の群集であることを示している。

したがってこの化石昨集は，ti大岡湾の変遷をよ く反映していると言える。
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Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 6, Jul. 1973 

Caddisfly Fauna of the Vicinity of Yamagata 

Prefecture, with Descriptions of 

Thirteen New Species 

Mineo KOBA y ASHI 

山形県下の 毛麹目 について

わが国における毛題目の分類学的研究には， 多くの報告があるが，東北地方の毛麹目に

ついての研究は少なく，わずかに津田松苗博士 (1942）の報告があるのみである。著者は

白畑考太郎氏の好意により， 白畑氏自身が，1967年から1970年の4年間にわたって，山形

県下で採集した毛趨目の成虫標本を分類学的に研究する機会を得ることができた。その一

部の結果をまとめることができたので，日本産毛週日の分類学的研究の一環として，ここ

に報告する次第である。

研究の結果，国際命名規約にしたがって，新種として報告するものは下記の13種である。

ナガレトビケラ科 （RhyacJρhilidae）に属するもの 1〕Rhya coρhila imagamiensis, 

2〕Rhya coρhila mayaensis, 3) Rhyacoρhila tachikawana, 4) Rhyacoρhila she-

kigαwana, 5) Rhyacoρhila minoyamaensz・s,6) Rhyacoρhila azumaensisの6種，

カワトピケラ科 （Philoρotamidae） に属するもの Sortosa niita/wensis，シマトピ

ケラ科 （Hydroρsychidae）に属するもの Diρrectronatohokuensz・s，エグリトビケラ

科 （Limnoρhilidae〕に属するもの 1) Aραtania dhokaiensis, 2) Aραtania mo 

moyaensis, 3〕Aραtaniashz・rahatai,4) Nathoρsyche yamagataensis, 5) Steno-

ρhylax dentilusの5種，計13種である。 （小林峯生〉

The caddisfly of the Northeastern area of Japanies Island were successively 

by Dr. Tsuda (1942). But still now, it is only very insufficiently known. I had 

an opportunity of studying the specimens of this interesting group of insects 

which were collected by Mr. K. Shirahata in the vicinity of Yamagata Pref-

ecture from 1967 to 1970. 

Mr. Kδtaro SmRAHARA kindly presented to me all the specimens reported here, 

to whom my cordial thanks are due. 
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I. RHY ACOPHILIDAE 

1. Rhyaco1うhilakz・soensisTsuoA 

1合 （M.2561) in alcohol; Mt. Maya, Atsumi-machi, Nishitagawa-gun, Yama-

gata Pr巴fecture;May 10, 1969; K. S1-11RAHATA leg. 

2. Rhyacoρhila nakagawai KoBAYASHI 

4合（M.2515a, M. 2515b, M. 2515c. M. 2515d) and I♀ （M. 2515e) in alcohol; 

Mt. Maya, Atsumi-machi, Nishitagawa gun, Yamagata Prefecture, May 10, 1969; 

K. S1-1mAHATA legs. 

3. Rhyaco；うhilashiraishiensis KoBAYASHI 

l合（M.2484) and 1♀（M. 2487) in alcohol; Tsukiyamashizu, Ashahi-mura, 

Higashitagawa-gun, Yamagata Prefecture, September 18, 1967; K. SmRAHATA legs. 

4. Rhyaco1うhilasp. 

3早 （M.2498, M. 2499a, M. 2499b) in alcohol; Shenjogahara, Mt. Chokai 

National Park, Yamagata Prefecture; May 26, 1969; K. SrnRAHATA legs. 

5. Rhyαcoρhila sp. 

1♀ （M. 2478) in alcohol, Mashuda, Yahata-machi, Akumi-gun, Yamagata 

Prefecture; March 19, 1967; K. S1mAHATA leg. 

6. Rhyaco1うhilasp. 

2♀ （M. 2540, M. 2589) in alcohol; Mt. Maya, Atsumi machi, Nishitagawa-

gun, Yamagata Prefecture, May 10, 1969, K. SmRAHATA legs. 

7. Rhyacoρhilαulmeri NAvAs (Plate I. A. B.) 

1合 （M.2492) in aloohol: Sheba, Tachikawa-machi, Higashitagawa-gun, Ya 

magata Prefecture; May 6, K. SHIRAHATA leg. 

This specimens agrred satisfactorily with figures of Rhyaco；うhila ulmeri 

NAVAS (1907〕thatwere described by Dr. Ross in 1954. Hitherto, this species 

were only recorded from China, so that I became new localites of Japan. 

8. Rhyaco；うhilaimagamiensis sp. nov. (Plate 3. C, D, E, F) 

Head fulvous, dorsum with three pair of warts, all warts clothed with long 

golden setae, anterior warts hemicycle, median and posterior warts nearly 

egg-shaped. Anterior part of dorsum of head with one large wart that were 

clothed with golden setae. Ocelli present. 

Antenna巴 fulvous,two thriピlof the length of anterior wing; basal joint thick, 

the second joint short; remaining joints with brown pubescence and finely annu-

lated with brown. 

Maxillary palpi fulvous, with golden pubescence; five-jointed; the first two 



joints shrot and thick, the third joint longer and thinner than the other ones; the 

forth joint shoter than the third one; terminal joint as long as the forth one, 

acuted at its the apex. 

Labial palpi three-jointed, fulvous. clothed with golden pubescence; basal 

joint as long as the third one ; the second joint longer than the basal one ; the 

third joint rounded at its the apex. 

Legs fulvous, clothed with golden pubescence; spurs 3, 4, 4. Spurs fuscous, 

long, stout, inner spurs of apical tibial spurs and preapical tibial spurs shorter 

than outer spurs; tarsus of all legs with short fuscous setae. 

Anterior wing translucent, clothed with fuscous and golden pubescence, the 

former forming small irrotations. Veins thick; apical forks nos. 1, 2, 3, 4 and 

5 present. Discoidal cell open ; median and thyridial cell present. Median cell 

elongate, thyridial cell shorter than the median cell; cross-vein of thyridial 

cell vanished, leaving a white mark in that portion; the apex of Cu connected 

with A vanished. Anal cell short and with intercostal vein present. 

Posterior wing translucent, clothed with golden pubescence; apical forks nos. 

1, 2, 3, and 5 present; r absent; r-m and cross vein of thyridial cell vanished, 

leaving a white mark in that portion. 

Pronotum fulvonus, with two pair of warts, warts clothed with long fuscous 

setae; Meso-and metanotum fulvous without wart. 

Tergites fulvous, with black small irrorations. Sternites fulvous, the seventh 

sternites with a small ventral teeth. Tenth segment divide.cl in to three lobes; 

me.dian lobe elongated, about as long as clasper, gradually taper off to the 

end; apex downcurved and acuted in lateral view; from above, its apex 

sharply emarginate; the lobe of side is broaded about one half of the length 

median lobe, apical margin produced at medile portion. Clasper thick, stout, 

two-jointed; basal joint long, terminal joint on巴ぺhridof the length of basal 

joint, inner surface excavated, Peins elongate, not divided. 

Measurement: Holotype, body 8. 25mm, anterior wing 10. 75mm, posterior 

wing 9. 20mm. 

Holotype : Male (M. 2512) in alcohol ; Imagami-onshen Mogami-gun, Yama-

gata Prefecture; July 11, 1969; collected by K. SttIRAHATA・

This new species resembles very much to Rhyacophila modesta TsuoA in 

coloration, in size, but differs from it in the structure of male genitalia. 

The specific name imagamiensis came from the collected site. 

9. Rhyacoρhila mayaensis sp. nov. (Plate 4. A, B, C, D) 

Head fuscous; vertex with two pair of warts; warts nearly egg shaped, clothed 

with fuscous setae ; apical portion of vertex with one warts that is clothed 

with fuscous setae. Ocelli present. 

Antennae fulvous, slightly shorter than the length of anterior wing; the basal 
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joint thicker and longer than the other joints; the second joint much shoter; 

remining joints slightly longer than the second one. 

Maxillary palpi fulvous, five-jointed; the first two joints short and thick; 

the basal ioint with a few setae; the third joint longer than the other ones; 

the forth joint nearly wedge-shaped, sa long as the five one. 

Labial palpi fulvous, three-jointed; the basal joint shorter and thicker than 

the second ones; the second joint as long as the terminal one. 

Legs fulvous, clothed with fulvous pubescence; spurs 3, 4, 4, spurs fuscous, 

thick, inner spurs of apical tibial spurs and preapical tibial spurs longer than 

the second outer spurs; tibia and tarsus with a few setae. 

Anterior wing translucent, gray, clothed with fuscous pubescence. Veins thick, 

pale brown; R forked at its apex; apical forks nos. 1, 2, 3, 4 and 5 present. 

Discoidal cell open; thyridial cell closed, elongate; median cell open; cross-vein 

of thyridial cell vanished, leaving a white mark in that portion. Anall cell 

short and intercostal vein present. 

Posterior wing as wide as the width of anterior wing, gray, translucent, 

clothed with fuscous pubescence. Veins thick, pale brown; apical forks nos. 

1, 2, 3 and 5 present. Discoidal cell open; r・m vanishad, leaving a white mark 

in that portion. 

Promotum fuscous with two pair of warts that is clothed with long setae; 

meso-and metanotum fuscous, without wart. 

Sternites of the eight segment with a short ventral teeth. The tenth segment 

broad, two precess of apical margin teeth-shaped in dorsal view. Clasper thick, 

two jointed; basal joint about twice of the length of apical joint. Later lobes 

of the tenth segment divided in to two lobes; from side, lateral lobes bilge shaped. 

Measurement・ Holotype; body 4. 70mm, anterior wing 6. 90mm, posterior 

wing 6. lOmm. 

Holotype: Male (M. 2518) in alcohol; Mt. Maya, Atsumi-machi, Nishitagawa-

gun, Yamagata Prefecture, May 10, 1969; collected by K. SHIRAHATA・

This new species closely resembles Rhyacoρhila transquila TsuoA in size, 

venation of both wing, but differs in the structure of male genitalia. 

The specific name mayaensis came from the collected site. 

10. Rhyacρhila tachikawana sp. nov. (Plate 4. E. F. G. H) 

Head fuscous; vertex with three pair of warts, front of vertex with one 

wart; warts fuscous, clothed with fuscous setae; frontal wart large, nearly 

triangle; pre apical warts small, egg shaped; median warts round-shaped, larger 

than pre apical wart; posterior warts nearly egg-shaped, largest. Ocelli present. 

Antennae fulvous, clothed with dark brown hairs, slightly shorter than length 

of anterior wing; basal joint thick, stout, longer than other ones; the second 

joint shortest; remaining joints slightly shorter than basal joint, each joints 

with fuscous annutations. 



Maxillary palpi fulvous, five-jointed clothod with fuscous pubescence; the first 

two joints short and thick, the third joint longer than other joints; the forth 

joint as long as the fifth one; the fifth joint acuted at its apex; the second 

joint with long fuscous setae. 

Labial palpi fulvous, three-jonted, thin; basal joint as long as the third joint; 

the second joint longer than other joints. 

Legs fulvous, clothed with fuscous pudescence; spurs fuscous, 3, 4, 4. Inner 

spurs of all legs longer than outer ones; each joints of tarsus an.d tibea with 

a few setae. 

Anterior wing clothed with fuscous pubescence, translucent, fulvous, apical 

portion of Ser fuscous, forming a pterostigma. Veins thick, fusc6us; apical forks 

nos. l, 2, 3, 4 and 5 present; R1 espcially thicker than other veins. Discoidal cell 

open; thyridial and median cell present; r-m and cross-vein vanished, leaving 

a white elongate mark in that portion. anal cells short and intercostal vein 

present. 

Posterior wing clothed with fuscous pubescence, slightly slender than anterior 

wing, translucent, fuscous, apical portion of Ser fuscous, with a pterostigma; 

veins fuscous; apical forks nos. l, 2, 3 and 5 present. 

Pronotum fulvous, with two pair of warts; each warts clothed with long 

fuscous setae. Meso-and metanotum fulvous, without wart. 

Tergites fuscous, with fuscous pubescence. Sternites fulvous, apical margin of 

the seventh sternites with one ventral teeth. The tenth segment short, basal 

portion broaded in dorsal view; from lateral, the tenth segment thick, lobe-

shaped, rounded at its apex. Clasper thick, stout, two-jointed; basal joint long, 

terminal joint divided in to two lob巴s,upper lobe finger-shaped, slender and 

longer than lower lobe; apical portion of lower lobe excavated inwards in dorsal 

view, with many short setae. Peins divi.ded in to two lobes, each lobes acuted at 

its apex. 

Measurement: Holotype, body 5. 75mm, anterior wing 7. Omm, posterior wing 

6.00mm. 

Holotype: Male (M. 2491) in alcohol; Sheba, Tachikawa-machi, Higashitagawa-

gun, Yamagat Prefecture; May 10, 1969; collected by K. SmRAHATA. 

This new species resembles very much Rhyacoρhila diffidens TsuDA in the 

form of wings, and in the venation, but it can distinguished by the structure of 

male genitalia. 

The specifice name tαchi・kawanαcamefrom collected site. 

11. Rhyacoρhila shekigawana sp. nov. (plate 5. A, B, C, D) 

Head fuscous; dorsum of head with two pair of warts; front with one 

wart; warts clothed with many fuscous setae; apical wart nearly triangle; 

median and posterior warts nearly egg-shaped; posterior warts longer than 
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median ones.。cellipresnt. 
Antennae fulvous, slightly shorter than the length of posterior wing; basal joint 

thicker and longer than other joirits, with fuscous setae; remaining joints with 

fuscous pubescence and annulated with brown. 

Maxillary palpi fulvous, five-jointed, sparsely clothed with fuscous pubescence 

and setae; the first and the second joints thick, shorter than the longth of other 

ones; the third joint slen.der and longer than the length of other ones; the forth 

joint shorter than the length of the third joint; terminal joint as long as the 

forth one. 

Labial palpi fulvous, three-jointed, sparsely clothed fuscous setae and pube 

scence; basal joint shorter than the length of other ones, the first joint as long 

as terminal one; terminal joint acuted at its apex. 

Legs fulvous, clothed with fuscous pubescence; spurs 3, 4, 4, fuscous; spurs of 

anterior leg shorter than other legs. Inner spurs of each legs longer than outer 

spurs. Tarsus of posterior leg with a few setae. 

Anterior wing moderately elongate, fulvous, clothed with fuscous pubescence; 

apica1 portion of Ser fuscous, forming a pterostigma. Veins thick, fuscous; R1 

thicker than other veins; apical forks nos. 1, 2, 3, 4 and 5 present; discoidal cell 

open; thyridial cell closed; median cell op己n;r-m and cross vein of thyridial cell 

vanished, leaving a white mark in that portion; apical portion of Ci62 vanished; 

annal cells short and with intercostal vein present. 

Posterior wing slightly slender than anterior wing; fulvous, clothed with fus-

cous pubescence; apical portion of Ser fuscous, forming a pterostigma. Veins 

fuscous; discoidal cell op巴n,apical forks nos. 1, 2, 3 and 5 present. 

Pronotum fuscous, with two pair of warts; warts clothed fuscous setae. Meso-and 

metanotum fuscous, without wart. 

Tergites fuscous, sternit巴sfulvous. Sternites of the sixth and seventh s巴gment

with ventral tooth. The tenth segment lobe-shaped in lateral veiw, apical angle 

slightly produced and rounded. Clasper two-jointed, apical joint bif ided, upper lobes 

shorter than lower lobes. Inner surface of lower lobes with a many setae. Penis 

long, divided in to two lobes, each lob巴sacuted at its ap巴x.

Measuremant: Holotype, body 5. 20mm, anterior wing 6. 70mm, posterior wing 

5.2Qmm. 

Holotyp巴： Male(M. 2584a) in alcohol; Shekigawa, Atsumi mac hi, Nishitagawa 

gun, Yamagata Prefecture; June 13, 1970; collected by K. SHIRAHATA・

Paratyp巴； ThreeMal巴（M.2584b, M. 2584c, M. 2584のinalcohol: Shekigawa“ 
machi Nishitagawa gun, Yamagata Prefecture; June 13, 1970; collected by K. 

SmRAHATA. 

This new species closely resembles Rhyacophila tachi/wwana (described 

above) in appearance, but is distinguished from the latter by the siz巴 ofbody, 

and especially by the shape of clasper. 



The specific name shekigawana given to this species was taken the na凶eof 

the locality. 

12. Rhyacoρhila azumaensis sp. nov. (Plate 5. E, F, G, H) 

Head fuscous; dorsum with two pair of small warts and a large wart; each 

warts clothed with long fuscous setae; apical wart nearly triangle, much longer 

than oth巴rwarts; median and posterior warts egg-shaped. Oc巴llipresent. 

Antennae fulvous, slightly shorter than anterior wing; basal joint thick; with 

f uscous setae ; the s巴condjoint shorter than other joints; each one of remaining 

joints as long as basal joint, with fuscous annulations. 

Maxillary palpi fulvous, clothed with fuscous pabescence; the first two joints 

thick and short; the second joint with fuscous setae; the third jont longer than 

other one; terminal joint as long as the forth one, acuted at its apex. 

Labial palpi fuscous, clothed with short fuscous pub巴scence;basal joint as long 

as the length of the second and the third joints; the third joint gradually‘thining 

to apically, acuted at its apex. 

Legs fulvous, with fuscous pubescence; spurs 3, 4, 4, fuscous, thick; inner spurs 

of each legs longer than outer spurs; tibi旦 andtarsus with a few fulvous setae. 

Anterior wing clothed with fuscous pubesc巴nee, hyalin~ ; veins fulvous, thick, 

apical portion of Ser densely clothed with pubescene, forming the large pterstigma. 

Descoidal c巴11open, thyridial and median cell present; ・apical forks nos. l, 2, 3, 4 

and 5 present; r-m and cross-vein of thyridial cell vanished, leaving a white 

mark in that portion; apical portion of Cu2 vanished. 

Posterior wing clothed with fuscous pubescence, hyaline; apical portion of Ser 

densely with pub巴scence,forming the large pterostigma; apical forks nos. 1, 2, 3 

and 5 present; thyridial C巴11pres巴nt;r m cross-vein of thyridial cell venish巴d,

forming a white mark in that postion. 

Pronotum fuscous, with two pair of warts; each warts with long fuscous setae. 

Meso-and metanotum fuscous, without wart. 

Tergites fuscous, sparsely clothed with fuscous pubescence; sternit巴sfulvous, 

apical margin of the eighth sternites with ventral teeth. The tenth segement 

broader, apical margin lobe-shaped; from lateral, lobes curved downwards; lateral 

margin of the tenth segment deeply cruved forewards. Clasper two-jointed; basal 

joint thick, longer than th巴S巴condonein the lateral veiw; from above, the apiCal 

parts divided in to two lob巴s;inner lobes long巴r,sickle社1aped,its outer margen 

with a few serrations. From lateral, the s巴condjoint short, broader, rounded at 

its apex; from ventral, inner surface of the second joint excavated. 

Measurem巴nt:Holotyp巴， body6. OOmm, anterior wing 7. 50mm, posterior wing 

6. 75mm. 

Holotype: Male (M. 2557) in alcohol, Niitakayu, Mt Azuma, Yamagata 

Prefecture; August 27, 1970; collected by K. SHIRAHATA 

27 



28 

This new species easely distingi:shed by the structure of male gentitalia from 

oth巴rsp巴ciesof belong to the genus Rhyacoρhi la. 

The specifice name azumaensz・sgiven to this species was taken the name of 

the locality. 

13. Rhyacoρhila minoyamαensis sp. nov. (Plate 6. A, B, C, D) 

Head fuscous, dorsum with three pair of warts, each warts clothed with long 

setae; frontal wart large; median wart small, nearly egg-shaped; posterior wart 

elongate, nearly cocoon-shaped. Ocelli present. 

Antennae fuscous, shorter than the length of anterior wing; basal joint thick, 

with long fuscous setae; the second joint much shorter than other joints; remaining 

joints longer than basal one. 

Maxillary palpi fulvous, five joint巴d;the first two joints short and thick, the 

third joint longer and thinner than other joints; the forth joint as long as the 

fifth joint; the fifth joint with long fuscous setae. 

Labial palpi fulvous, three-jointed; the first two joint short, the third joint 

long; the thjrd joint acuted at its apex. 

Legs fulvous; spurs 3, 4, 4; all spurs fuscous, stout; inner spurs of all legs 

longer than outer spurs; tarsus of anterior and median legs with a few setae; 

.tibea and tarsus of posterior leg with s巴tae.

Anterior wing compalatively short, fulvous, clothed with fuscous pubescence; 

apical portion of Ser density with pubescence. Veins thick, fulvous; discsidal 

cell open; median and thyridial cell present; Ri thicker than other veins, forked 

at its apical portion; apical forks nos. l, 2, 3, 4 and 5 present; rm and cross-vein 

of thyr.iclial cell vanished, leaving a white mark in that portion; apical portion 

of Cu2 vanished. 

Posterior wing fulvous, translucent, clothed with fuscous pubescence; veins 

.thick, Ri fuscous, toher veins fulvous; apical forks Nos. l, 2, 3 and 5 present; r-m 

venaished, leaving a white mark in that portion. 

Pronotum fuscous, with two pair of warts; warts clothed with long fuscous seta巴

Meso-and metanotum .fuscous, without wart. 

Tergites fuscous, sternites fulvous, the tenth segment thick, long in the lateral 

veiw; from dorsal, the tenth segment nearly triangle, acuted at its apex. Clasper 

thick, two jointed; the first joint longer than the second one; the second joint 

divided in to two lobes, upper lobe short, triangled in lateral view; from above, 

upper lobe elongate, acuted at its apex; lower lobe elongate, rounded at its apex 

in lateral v.eiw; from above, lower lobe rounded at its apical portion, inner 

surface with many short setae. 

Measuremant: Holotype, body 4. 80mm, anterior wing 6. 60mm, posterior wing 

5.60mm. 

Holotype: Male (M. 2564) in alcohol; Minoyama, Hirata-mach, Akumi-gun Ya-



magata Prefecture; May 21, 1970; collected by K. SrnAHATA 

This new spcies clossely resembled Rhyacoρhila sekigawαna and Rhya-

CO）うhilatachikawanαthat were described in this papers, but is distinguished 

by the form of the scond joint of clasper. 

The specific name minoyamaensis came from the collected site. 

II. CLOSSOSOMA TIDAE 

14. Glossosoma inoρS (TSUDA) 

1合 （M.2579) in alcohol; Mihama, Chokai National Park, Yamagata Prefecture; 

August 19, 1970 ; 1合（M.2482a) and I♀ （M. 2482b) in alcohol ; Tsukiyamshizu, 

Ashahi-mura, Higashitagawa-gun, Yamagata Prefecture; September 18, 1969; K. 

SmRAHATA lags. 

III. PHILO POT AMIDAE 

15. Sortosa niitakaensis sp. nov. (Plate 6. E, F, G) 

Head fulvous, dorsum with three pair of warts and u-shaped wart; three pair 

of warts nearly egg-shaped; all warts clothed with long fuscous setae. Ocelli 

present. 

Antennae fulvous, slightly shorter than the length of anterior wing; basal joint 

stouter than other joints, with fuscous pubescence; the second joint longer than 

other ones; each one of remaining joints with fuscous rings. 

Maxillary palpi five jointed, fulvous; basal joint much short, clothed with long 

fuscous pubescence; the second joint three time of basal one, the third joint 

longer than other ones; the forth nearly as long as the second one , terminal 

joint as long as the third joint, articulated, rounded at its apex. 

Labial palpi fulvous, three-jointed, basal joint comparaivey long; the second 

nearly as terminal one; terminal joint articulated, rounded at its apex. 

Anterior wing fulvous, translucente, with an irrarate pattern of lighter mar-

kings caused by light and dark pubescence superimposed on a uniform light 

brown membrane. Vanation complete, with vein R2+3 branched beyond tipe of 

wing a distance about two thirds to length of S. Discoidal, median and thyridial 

cells closed by the vestige cross vein. 

Posterior wing fulvous, translucente, without marks; venation complete, with 

vein R2+3 branched midway between Sand tipe of wing. Discoidal and thyridial 

cells close.d by the vestige cross-vein, r-m vanished. 

Legs fulvous clothed with short fuscous pubescence; spurs 2, 4, 4; inner spurs 

of anterior leg as long as outer spurs; outer spurs of median and posterior legs 
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much shorter than the outer spurs; inner spurs of posterior leg slightly curved 

outwards at middle portion. 

Dorsum of thorax foscous, pronotum with two pair of warts; warts clothed 

with long fuscous setae; meso and metanoteum without wart. 

The ninth segment fairly elongate, the tenth segment recess巴ddorsally to 

the anterior margin of the ninth segment, the apex lightly sclerotized and 

divided into a pair of closely appressed halves. A long, sclerotzed process arise 

on each side where the base of the tenth tergite joints the ninth segment; this 

process is long, slender and pointed at the apex. The erci are three fourth as 

long as the tenth tergite and arise from the base of the tenth segment. They 

bear a scattering of setae on the apical portion, and inner margin lacerated. 

Clasper with short, irregular base; apical segment longer and shallower, with 

comb of sclerotized tooth on its mesal face. The basal segment without articu-

lation process. Aedegus tubular and simple. 

Measurement: Holotype; body 5. 05mm, anterior wing 6. Olmm, posterior wing 

5.02mm. 

Holotypc: Male CM. 2559a) in alcohol; Niitakayu Mt. Azuma, Yamagata 

Prefecture, October 24, 1970, collected by K. SHIRAHATA・

Paratype: Six Male (M. 2559b, M. 2559c, M. 2559d, M. 2559e, M. 2559f, M.’2559 

g) in alcohol; Niitakayu Mt. Azuma, Yamagat Prefecture; October 24, 1970; 

collected by K. SmRAHATA. 

This new species resembles very much to fore species belonging to of the 

genus Sortosa in coloration, in size, but differs from its in venation and 

structure of male genitalia. 

This specific name niitakaensis came from the coll巴ctedsite. 

16. Sortosa kisoensis (TsuoA) 

1合 （M.2485a) and 1♀ （M. 2485b) in alcohol; Tsukiyamashizu, Ashahi-rnura, 

Higashitgawa-gun, Yamagata Prefecture; September 18, 1967; K. SttrnAMATA 

legs. 

IV. STENOPSYCHIDAE 

17. Stenoρsyche marmorata NAVAS 

1合 （M.2500a〕andl♀ （M. 2500b) in alcohol; the Hanatate Pass, Mogarni-

rnachi, Mogami-gun, Yamagata Prefecture; September 18. 1968: 1合 （M.2490) 

in alcohol; the Hanatate Pass, Mog且mi-machi,Mogami gun, Yamagata Prefec-

tu re ; ] une 16, 1969 : 2合 （M.2528a, M. 2528b) in alcohol; Niitakayu Mt. Azuma, 

Yamagata Prefecture ; Septernder 18, 1969 : I合 CM.2556) in alcohol; Niitakayu 

Mt. Azuma, Yamagata Prefecture; August 27, 1970: 1合（M.2571) in alcohol ; 



Niitakayu Mt. Azuma, Yamgata Prefecture; October 26, 1927: K. SmRAHATA legs. 

V. HYDROPSYCHIDAE 

18. Hydroρsychodes brevilineata I w ATA 

1合 CM.2502a) and l♀ （M_ 2502b) in alcohol; Kitashennichicho, Shakata叶ii,

Yamagata Prefecture; September 29, 1968, K. SmRAHATA legs. 

19. Hydroρsyche nakaharai TsuoA 

5合（M.2555a, M. 2555b, M. 2555c, M. 2555d, M. 2555e)in alcohol; the Niitakayu 
Mt. Azuma, Yamagata Prefecture; August 27, 1970; K. SrnAHATA legs. 

20. Hydroρsyche ulmeri TsuDA 

2合 （M.2480:i, M. 2480b) in alcohol; Tsukiyamashizu, Ashai-mura, Higashi-

tagawa-gun, Yamagata Prefecture; September 18, 1967: 2♀ （M. 251la, M. 251lb) 

in alcohol; Imagami-onsen, Mogami gun, Yamagata Prefecture; July 11, 

1969: 1♀ CM. 2531) in alcohol; Tsukiyamashizu, Ashahi-mura, Higashitagawa-

gun, Yamagata Prefectecure; December 16, 1969: I♀ CM. 2586) in alcohol ; 

Atsumi machi, Nishitagawa gun, Yamagata Prefecture; June 12, 1970. 1合 CM.

2577〕and2♀ （M. 2576, M. 2581〕inalcohol; Mihama, Chokai National Park, 

Yamagata Prefecture 24, 1970: 1合（M.2572a)and 1♀ （M. 2572b) in alcohol ; 

Tsukiyamashizu, Yamagata Prectecture; October 1, 1970: K. S1mAHATA legs. 

21. Di1りrectronatohokuensis sp. nov. (Plate 7. A, B, C, D) 

Head fuscous; dorsum with two pair of warts and a apical warts; all warts 

with fuscous setae; small, oval; posterior wart fulvous, large, nearly egg-

・shaped, Ocelli absent. 

Antennae fuscous, clothed with fulvous hairs, slightly shorter thant the length 

of anterior wing; basal joint short, thick; the second joint as long as basal one. 

Maxillary palpi fulvous, five-jointed, basal joint short, the second joint three 

time of length of basal one, with a few long setae; the third joint slightly shorter 

than the second one; the forth joint nearly as long as the basal; terminal joint 

articulted, flexible, much longer than all other joints together. 

Labial palpi fulvous, three jointed; basal joint as long as the second joint, 

terminal joint two time of length of the second joint. 

Coxa fuscous; other segments of all legs fulvous, clothed with fuscous 

pubescence; spurs 2, 4, 4; all spurs ful vous, clothed with short fulvous pubescence; 

inner spurs of anterior leg as long as outer spurs, but is thicker than size of 
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outer spurs; outer spurs of median and posterior legs shorter than inner spurs; 

apical margin of tarsus with a few short setae. 

Anterior wing compalatively wider, subhyaline, fulvous, clothed with fuscous 

pubescsnce. Veins falvous; venation complecate, Sc contatced with R by one 

crosse-vein; Ser and rr with one erase-vein; apical forks nos. l, 2, 3, 4 and 5 

present. Discoidal cell closed, relatively short and narrow; median cell elongate, 

compalatively narrow; thyridial cell closed, nearly triangle; Cur with one 

crose-vein; apical portion of Cu2 vanished, leaving white marked line in that 

port10n. 

Posterior wing as width as anterior wing, subhyaline, fulvous, clothed with 

fuscous pubescence. Veins fulvous; apical forks nos. l, 2, 3, 4 and 5 present; 

apical portion of Sc deeply courved; Ser and rr with one crosse-vein. Discoidal 

cell closed, elongate; Srr with one crosse vein; median cell elongate, longer 

than discoidal cell; Cur with one crosse-vein. 

Pronotum fuscous, with a pair of warts; warts fulvous, large, elongate. Meso-

scutum fuscous, with a large fulvous warts; all warts clothed with long fuscous 

setae. 

Tergite and sternite fuscous, pleurite membranous, milkish white. Lateral 

margin of the fourth segment with long process. 

The ninth segment is enclosing by the eighth segment from lateral view, 

tergites upwards produced. The tenth segment membranous, with sparse pubes-

cence, both side with chitinous process; process long, sickle sphaped; from 

above, margin of the tenth segment deeply concave at its apical portion. 

Inferior appedage elongate, single joint; from above, apical portion distencted. 

Penis membranous, rounded at its apex. 

Measuremant: Holotype; body 5. 60mm, anterior wing 6. 60mm, posterior wing 

6.00mm. 

Holotype: Male (M. 2565) in alcohol; Minoyama, Hirata-machi, Akumi・gun,

Yamagata Prefecture; May 21, 1970: collected by K. SmRAHATA・

Para type: Two Male CM. 2493a, 2493b) in alcohol; Sheba, Tachikawa-machi; 

Akumi-gun, Yamagata Prefecture; May 6, 1969: collecated by K. SHIRAHATA・

This new species easily distinguished form other species that reported from 

Japan in genitalia structure. 

The specifice name minoyamaensis given to this species was taken from the 

name of locality. 

VI. MOLANNIDAE 

22. Malanna falcata ULMER 

1合 CM.2589) in alcohol; Shiraishishinden, Yusha-mahi, Akumi-gun, Yama-



gata -Prefecture; September 20, 1970: 1合 （M.257 4) in alcohol; Tsukiyamashizu, 

Asahi-mura, Higashitagawa-gun, Yamagata Prefecture; October 1. 1970: K. 

SttrnAHATA legs. 

VII. PHRYGANOPSYCHIDAE 

23. Phryganoρsyche latiρennis ( BANKs) 

1♀ （M. 2590) in alcohol; Mitsushe, Tsuruoka社1i,Yamagata Prefecture; 

October 8, 1970: K. SmRAHATA leg. 

24. Phryganopsyche brunnea W1Gc1Ns 

1合（M.2497) in alcohol; Senjiogahara, Chokai Natanal Park, Yamgata Prefe 

cture; May 26, 1969: K. SttIRAHATA leg. 

VIII. PHRYGANIDAE 

25. Oligotricha sρicata W1cc1Ns & KuwAYAMA 

1合（M.2474) in alcohol; Onmidaira, Mt. Iide, Yamagata Prefecture; August 

4. 1965: 3♀ CM. 2494a, M. 2494b, M. 2494c) in alcohol ; Shenjogahara, Chohai 

Natioral Park, Yamagata Prefecture; May 26, 1969: K. SmRAHATA legs. 

IX. LIMNOPHILIDAE 

26. Aραtania chokaiensis sp. nov. (Plate 7. E, F, G, H) 

Head blackish brown, borsum with two pair of warts, frontal part with a wart; 

all warts on dorsum fulvous, apical wart blackish brown; other warts elongate, 

egg-shaped. 

Antennae fuscous, nearly as long as length of anterior wings; basal joint 

thick, long, clothed with fuscous pubescence. Ocelli present 

Maxillary palpi fulvous, three-jointed, basal joint short, the second joint long, 

three time of the basal one, terminal joint longer than the second joint. 

Labial palpi fulvous, fore-jointed, the first three jomt short, terminal joint 

longest, rounded at its apex. 

Pleura fuscous; coxa fuscous, anterior femur fulvous, tibia and tarsi brownish; 

the femur of median and posterior legs are testaceous, tibia yellowish, last 

three trasal joints brownish and armed with black spine; spurs l, 2, 4; all spurs 

fulvous, inner spurs as lon as outer spurs. Clow developed. 

Pronotum blackish brown, with two pair of warts; all warts fulvous, egg-
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shaped, clothed with long fuscous setae; inner warts longer than outer warts; 

mesonotum blackish brown, mesosuctum with a pair of warts; warts small, 

egg-shaped, with a few setae; metanotum blackish brown. 

Anterior wing fulvous, clothed with golden pubescence, costal area and 

pterostigma very broad and distinct, nearly tirangular, more coarsely granulated 

and more sensely covered with hairs than the rest of the wings. Veins fulvous; 

discoidal cell closed by a crosse-vein, elongate, curved. Apical forks nos. l, 2, 

3 and 5 present. 

Posterior wing lighter than the anterior wing, translucent, clothed with golden 

pubescence. Veins thick, fulvous. Discoidal cell opened, R4 conected with Rs on 

the apical part of wing; apical forks no. 1 with long stalk; Rs conected with 

M1 by weedly a crosse vein. 

Tergite fuscous; pleurtie and sternite folvoLis. Apical margin of the ninth 

tergite produced at its center; the tenth segment with two pair of lobes; upper 

lobes separted from basal part, thinner and shorter th旦n lower lobes, clothed 

with short pubescence; lower lobes thick, nearly as long as terminal joint of 

inferior appendage, rounded at its apex; distal margin of the tenth segment 

produced at its center in a bifurcate dorsal plate. Inferior appendage two-jointed, 

dasal joint thick, long, with many long setae, terminal joint shorter and thinner 

than basal joint, without setae, rounded at its apex. 

Measurement: Holotype, body 6. 30mm, anterior wing 9. OOmm, posterior wing 

7.00mm. 

Holotype : Male CM. 2504) in alcohol ; Shenjogahara, Chokai National Park, 

Yamagata Prefecture; May 26, 1969; collected by K. SHIRAHATA・

This new species closely resembles Aραtania aberrans in size and in colour, 

but differs from that in venation of anterior wing and structure of male 

genitalia. 

The specific name chokaiensis came from the collected site. 

27. Aραtania momoyaensis sp. nov. (Plate 8. A, B, C, D) 

Head blackish drown, with two pair of warts; apical part with one wart; 

all "'arts with long blackish setae; apical wart blackish brown, nearly triangle; 

middle warts balckish brown, egg shaped; posterior warts fulvous, larger than 

middle warts, egg-shaped. Ocelli present. 

Antennae blackish brown, shorter than the length of anterior wing; basal 

joint thicker and longer than remaining joints, with long brown setae. 

Maxillary palpi fulvous, three-jointed, basal joint much shorter than other 

joints; the second joint nearly as long as terminal joint; terminal joint slightly 

shorter than the second joint, rounded at its apex. 

Labial palpi fulvous, short,fore匂jointed; basal joint shortest, the second joi;1t 

as long as the third joint; terminal joint longest, nearly acuted at its apex. 



Coxa blackish brown; anterior l巴gfulvous, femur and tibia with a few blakcish 

brown spines; the femur of middle and posterior of legs are blackish brown, 

tibiae fulvous, last three tarsal joints brownish and armed with a few black 

spines. Spurs l, 3, 4; all spLirs fulvous; apical tibial spurs longer than preapical 

tibial spurs. 

Pronotum blackish brown, with two pair of warts; warts blackish brown, 

with a few long setae; mesonotum blackish brown, with a pair of warts; warts 

blackish brown, elongate, with a few long setae. Mesコscutellumblackish brown, 
with a pair of wart, with long brown setae. Postenotum black. Metanotum 

blackish brown. 

Anterior wing fulvous, clothed with golden pubescence; costal area and ptero-

stigma very broad and distinct, nearly triangural, more coarsely granulated and 

more sensely covered with hairs than the rest of the wings. Veins thick, fulvous. 

Discoidal cell elongate, curved. Apical forks, nos. l, 2, 3 and 5 present. 

Posterior wing lighter than the anterior wing, translucent, clothed with golden 

pubescence. Veins thick, fulvous; discoidal cell opened; apical forks nos. l, 2 

and 3 present; apical fork no. 1 with long stalk; M3+4 crossed vvith Cu 1a. 

Tergite fuscous; pleutire membrane, milkish white; sternite fulvous; frontal 

margin of the seventh and the eighth tergites with a few long setae; the nenth 

segment rather narrow, cuvered by the eighth segment. Frontal margin of the 

tenth segment curved inwards; upper part produced upwards, lower part produced 

backwards. Inferior appendage long, two”jointed; basal joint thick, long; basal 

portion produced backwards, nearly triangule; terminal joint thin, shorter than 

basal joint, acuted at its apex. Penis long, divided in to two long lobes, apical 

portion of each lobes with a few long spines. 

Measurement: Holotype, body 4. 70mm, anterior wing 8. 50mm, posterior wing 

6. 70mm. 

Holotype: Male (M. 2561) in alcohol; Momoya, Chokai-mura, Yuri gun, Akita 

prefecture; October 24,1970; collected by K. SmRAHATA・ 

This new species closely resembles Aρatania kyotoensi in size and venation 

of both wings, but differs from structure of male ginitalia. 

The specific name momoensis cam from the collected site. 

28. Aρatania shiアahataisp. nov. (Plate 8. E, F, G, H) 

Head fuscous, dorsum with three pair of warts, apical wart fulvous, nearly 

triangle, with a few long setae; median warts fulvous, with a few long setae; 

posterior warts fulvous, small, elongate, egg shaped, with a few long setae. 

Ocelli present. 

Antennae fulvous, parctically as long as length of anterior wing; basal joint 

thicker and longer than each joints of remaining ones. 

Maxillary palpi fulvous, three-jointed; basal joint much shorter than other 
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joints; the second joint about two time of the basal joint; terminal joint longer 

than the second one, rounded at its apex. 

Labial palpi fulvous, fore-jointed; basal joint shorter than other joints; the 

second joint as long as the third joint; terminal joint about two time of the 

third one. 

Coxa and femur fuscous; tibia and tarsus of anterior legs fuscous; tibia with 

a few black spines; tibia and tarsus of remaining legs fulvous, with a few 

black spiues; spurs l, 2, 4; each spurs fulvous, outer apurs slightly shorter than 

inner spurs. Clow developed. 

Pronotum fuscous, with two pair of warts; outer warts fulvous, with a few 

blackish setae, egg shaped, smaller than inner warts; inner warts fulvous, egg-

shaped, with a few blackish setae. Mesoscutum fuscous, with apir of warts; 

warts fulvous, nearly egg-shaped, with a few blackish setae. Mesoscutellum 

fuscous, small, nearly triangle, with a few blackish setae. Postnotum and meta-

notum fuscous. 

Anterior wing fulvous, clothed with golden pubescence; costal area and ptero-

stigma very broad and distincte, nearly triangular, coarsely granulated and 

without pubescence. Veins thick; discoidal cell closed, elongate; C and R with 

blackish short hairs; apical forks nos. 1, 2, 3 and 5 present. 

Posterior wing fulvous, clothed with golden pubesesnce; Veins thick; discoidal 

cell opened; apical forks nos. 1, 2, 3 and 5 present; apical fork no. 1 with long 

stalk; Ma+4 crosse.d with Cua1・

Tergite fulvous; pleure whitish milk; sternite fulvous. The tenth segment 

divided in to two pair of lobes; inner lobes thumb shaped, shorter than outer 

lobes; outer lobes wide, thin, spoon-shaped; apical margin of the tenth segment 

with long two plates. Appendage paraeles loロg,two-jointed; basal joint thick, 

thumb-shaped, with a few setae; terminal joint chela-shaped, as long as basal 

joint. Penis long, apical portion nippers-shaped. 

Measurement: Holotype, body 6. 40mm, anterior wing 7. 30mm, posterior wing 

5.65mm. 

Holotype: Male (M. 2505) in alcohol; shenjogahara, Chokai Natinal Park, Yama-

gata Prefecture; May 26, 1961: collected by K. SmRAHATA・

Para type: Two male (M. 2506a, M. 2506b) in alcohol; Shenjogahora, Chokai 

National Park, Yamagata Prefecture: collected by K. SmRAHATA・

This new species closely resembles Aρatania momoyaensis which were des-

cribed about in colour, but distinguished from the latter by the size, venation 

and structure of the male genitalia. 

The specifice name shirαhatαi given to this species was taken from the name 

of collecter. 

29. Neophylax sp. 



1♀ （M. 2509) in alcohol; Niitakayu, Nt. Azuma, Yamagata Prefecture; Septe-

mber 18, 1969: K. SHRAHATA leg. 

30. Nathoρsycheραlliρes BANKS. 

1合 （M.2530a) and 4♀ （M. 2530b, M. 2530c, M. 2530d, M. 2530e) in alcohol ; 

Tsukiyamashizu, Ashahi-mura, Higashitagawa gun, Yamagata Prefecture; Decem-

ber 16, 1969 ; 1合 （M.2572a) and l♀ （M. 2572b) in alcohol; Tsukiyamashizu, 

Ashahi-mura, Higashitagawa-gun, Yamagata Prefecture; October 1, 1970: 1合（M.

2568) in alcohol; Niitakayu, Mt. Azuma, Yamagata Prefecture; Octcber 26, 1970: 

K. SmRAHATA legs. 

31. Nathoρsyche babai KOBAYASHI 

2合（M.2513a, M. 2513b) in alcohol; Ohota, Shinjo-shi, Yamagata Prefecture; 

November 18, 1969: K. SmRAHATA legs. 

32. Nathoρsyche yamagataensis sp. nov. (Plate 9. A, B, C, D) 

Head blackish brown ; dorsum with small two pair of wart; anterior warts 

fuscous, egg-shaped, with a few long setae; posterior warts fuscous, egg-shaped, 

slightly longer than anterior warts, with a few long setae. Ocelli present. 

Antennae blackish brown, serrate, stout, shorter than anterior wing; the first 

joint longer than other joints, clothed with long black setae; the second joint 

fulvous, short, clothed with short black setae. 

Maxillary palpi three jointed, stout; the first joint much short, fulvous, with 

golden hairs; the second joint fulvous, as long as the first joint of tarsus of 

anterior legs, clothed with short black hairs; terminal joint blackish brown, 

sligthly shorter than the second joint, clothed with black hairs. 

Labial palpi three-jointed, shorter than maxillary palpi; the first joint short, 

flatness, broad, fulvous; the second joint fulvous, two time of the first joint, 

flatness, broad, clothed with black short setae; the third joint blackish brown, as 

long as the second joint, clothed with blackish short setae, flatness, broad, rounded 

at its apex. 

Coxa and femur fulvous; tibia and tarsus blackish brown, with many blackish 

spines; terminal joint of tarsus in posterior leg without spines; spurs 1, 2, 2; spurs 

blackish brown, inner spurs as long as outer spurs; clow long, very developed. 

Anterior wing broad, rounded at its apical margin, brackish brown, clothed with 

long blackish pubescens. Veins thick, discoidal cell closed, elongate; apical forks 

nos. l, 2, 3 and 5 present, all apical forks without stalks; apical fork no. 5 acuted 

at its apex; thyridial cell long, trianglular; apical portion of Cu vanished, leaving 

a white mark in that portion. 

Posterior wing tranclucence, pale gray, broader than anterior wing, clothed 

short blackish pubescence. Veins fulvous, discoidal cell elongate, with short stalk; 
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apical forks nos. 1, 2, 3 and 5 present, all apical forks without stalks; apical fork 

no. 5 sharply acuted at its apex, thyridial cell absent. 

Pronotum fulvous, with a pair of warts, warts with a few black setae; meso-

scutum blackish brown, with a few long black setae; mesoscutellum fulvous, with 

a few long black setae; apical portion of metanotum blackish brown, remaining 

portion fulvous. 

Abdomen fulvous; each tergite with a few bl丘ckpubescence; the ninth stergite 

long producced backwards, rounded at its apical margin; the tenth sternite short, 

acuted at its apex. Inferior appendage one-jointed, clothed with black pubescence, 

basal portion thick, apical part narrow, excis巴dat its apical margin in the lateral 

veiw. Penis-sheath elongate, inner m呂rginserrate, acuted at its apex; apical 

margin of penis emarginated. 

Measurement: Holotype, body 11. 20mm, anterior wing 16. lOmm, posterior wing 

13. 75mm, 

Holotype: Male (M. 2570) in alcohol; Niitakayu, Mt. Azuma, Yamagata Prefec-

ture; October 26, 1970; collected by K. SHIRAHATA・

Paratype: Male (M. 2507) in alcohol; Niitakayu, Mt. Azuma, Yamagata Prefec 

tu re; September噌 18,1969; collected by K. SmRAHATA・

This new species closely resembles Nathoρsyche babai KoBAYAsm in colour and 

venation of both wings, but is distingusiched from the latter by the structures 

of male genitalia. 

The specific name yamagatensis given to this species was taken from the 

name of locality. 

33. Stenoρhylax dentilus sp. nov. (Plate 10. A, B, C, D, E, F, G, H) 

Head fuscous; dorsum with three pair of warts; apical warts fuscous, with a 

few long setae; median wart fuscous, nearly longer than apical warts, with a 

few long setae; posterior warts fuscous, elongate, egg-shaped, with a long setae; 

all setae fuscous. Ocelli large, whitish milk, basal portion black. 

Antennae fuscous, stoute, as long as the length of anterior wing, cloth~d with 

fuscous pubescence; basal joint thick, long; the second joint half of basal joint; 

the third joint as long as basal joint; other joints nearly shorter than the third 

joint. 

Maxillary palpi three jointed, fulvous, clothed with fuscous pubescence; the 

first joint one third of the second joint; the second joint shorter than the third 

joint; the third joint long, rounded at its apex. 

Labial palpi three jointed, fulvous, clothed with fuscous pubescence, narrower 

and thinner than maxillary palpi; the first joint as long as the second joint; the 

third joint thick, longer than the second joint, rounded at its apex. 

Legs fulvous; tibia and tarsus with many black spines; spurs l, 3, 4; spurs 

fuscous; apical spur as long as preapical spurs; inner spur as long as preapical 



spurs; inner spur as long as outer spurs; claw long, developed. 

Anterior wing broad, short, with many fuscous spots; pterostigma indistinct; 

veins fulvous; discoidal cell elongate; thyridial cell nearly as long as discoidal 

cell; apical forks nos. l, 2, 3 and 5 present; each forks without stalks. 

Posterior wing translucent, as wide as the width of anterior wings, shorter than 

anterior wings; veins fulvous; discoidal cell closed, broad; apical cell elongate, 

the width of the second apical cell as wide as those the five apical cell; apical 

forks nos. l, 2, 3 and 5 pr巴sent;each forks without stalks. 

Pronotum fuscous, with a pair of warts; warts fuscous, with a few long setae. 

The both side of metanotum fuscous, median part fulvous, with a pair of warts; 

warts elongate, with long fuscous setae. Postnotum of mesothorax fulvous. 

Metanotum fuscous. 

Tergite fuscous, clothed with long pubescence, frontal margin fulvous; pleurite 

fuscous; sternite fuscous, clothed with long pubescence. 

Genitalia, male: Apical margin of the eighth tergite turned dounwards; the 

turned down part if heavily fringed with black setae; supperior appendage divided 

in to two lobes, each lobes rounded at its apex, with long setae; intermediate 

appendages long, produced upwards, with many teeth shaped processes, apical 

margin especially with long teeth processes; inferior appendages short, crown-

shaped in the lateral veiw, clothed with long setae. 

Gentalia, female: The ninth tergite deeply excised at its apical margin to make 

of rather broad, nearly parallel, stout processes, acuted at its apex, finger-shaped 

from the lateral veiw; a somewhat similar pair of processes arises at the centre 

of the margin of the eighth sternite, shorter, broader at the base, and with more 

rounded apices as seen from the lateral veiw; betw巴enthe bases of these processes 

is a samll, finger-shaped lobe. 

Measurement: Holotype, body 10. OOmm, anterior wing 16. 05mm, posterior wing 

13. 65mm. 

Holotype: Male (M. 2495a) in alcohol ; Shenjogahara, Chokai National Park, 

Yamagata Prefecture; May 26, 1969; collected by K. SmRAHATA・

Paratype: Five male (M. 2495b, M. 2495c, M. 2495d, M. 2495e, M. 24950 in 

alcohol; Shenjogahara, Chokai National Park, Yamagata Prefecture; May 26, 1969; 

collected by K. SttrnAHATA・

Other specimens : 1合 （M.2470) in alcohol; Tsukiyamashizu, Ashahi-mura, 

Higashitagawa gun, Yamagata Prefecture; 1合 （M.2508) in alcohol; Niitakayu, 

Mt. Azuma, Yamagata Prefecture; September 18, 1969: 4合（M.2495g-j) and 8♀ 

(M. 2495k-r) in alcohol; Mt. Azuma, Yamagata Prefecture; May 26, 1469: K. 

SmRAHATA legs. 

This new species very much to other species of genus Stenョρhylaxin venations 

and in colour, but it can easily be distinguished by the structure of male genitalia. 

The specific name dentilus given to this species was taken from the structure 
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of the mael genitalia. 

34. NemotuUus admorsus Mc. LAcHLAN 

1♀ （M. 2469) in alcohol; lmagami-onsen Tozawa-mura, Mogami-gun, Yama-

gata Prefecture; September 6, 1968; K. SmRAHATA leg. 

35. Nemotulius brevilinea Mc. LACHLAN 

1♀ （M. 2489) in alcohol; Mt. Haguro, Ashahi-mura, Higashitagawa-gun, Yama-

gata Prefecture; August 17, 1969: K. SHIRAHATA legs. 

36. Chilostigma sp. 

1♀ （M. 2567) in alcohol; Niitakayu, Mt, Azuma, Yamagata Prefecture; October 

26, 1970: K. SHIRAHATA leg. 

37. Limnoρhilus coreptus M.c LAcHLAN 

1♀ （M. 2501) in alcohol; Kitashennichi-cho, Shakata-shi Yamagata Prefecture; 

September 29, 1968: 1合（M.2566〕inalcohol; Minoyama, Hirata-machi, Akumi 

gun, Yamagat Prefecture; October l, 1970; K. SHrnAHATA legs. 

38. Limnoρhilus fuscovittatus MATSUMURA 

1合 （M.2573a) and l♀ （M. 2573b) in alcohol; Tsukiyamashizu, Ashahi-mura, 

Higashitagawa-gun, Yamagata Prefecture; October l, 1970; K. SHIRAHATA legs. 

39. Paraρsyche maculata ULMUR 

1合 （M.2585) in alcohol; Shekigawa, Atsumi-machi, Nishitagawa-gun, Yamgata 

Prefectur巴； June13, 1970 : 1合（M.2578) in alcohol; Mihama, Chokai National 

Park, Yamgata' Prefecture; July 24, 1970: 1合（M,2558) in alcohol ; Niitakayu, 

Mt. Azuma, Yamagata Prefecture; August 27, 1970: K. SHIRAHATA legs. 

40. Aractoρsyche spinifera ULME1i 

l合 （M.2486) in alcohol; Tsukiyamashizu, Higashitagawa gun, Yamagata 

Prefecture; September 18, 1967: 1合 （M.2496) in alcohol; Shinjogahara, Chokai 

National Park, Yamagata Prefecture; May 26, 1969: 1合 （M, 2580) in alchol ; 

Mihama, Chokai National Park, Yamagata Prefecture; July 24, 1970: 1合 （M.

2554) in alcohol; Niitakayu, Mt. Azuma, Yamagata Prefecture; August 27, 1970: 

K. SHIRAHATA leg. 
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Explanation of Plates 3 

A -B . Male genitalia of Rh yacoρhila ulmeri NAVAS 

A. Dorsal view. 

B. Latela view. 

c-F. Wings and Male genitalia of Rhyacophila imagamiensis sp. nov. 
c.羽Tings.
D. -F. Male genitalia. 

D. Lateral view. 

E. Dorsal. view. 

F. Ventral view. 





Explanation of Plate 4 

A D. Wings and Mal巴 g巴nitaliaof Rhyacophila mayae問sissp. nov. 

A. Wings. 

B D.乱fa！巴genitalia.

B. Dorsal vi己w.

C. Lateral view. 

D. Ventral vi巴W.

E-H. Wings and Male genitalia of Rhyacophila tachikawαna sp. nov. 

E. Wings. 

F-H. Male genitalia. 

F. Dorsal view. 

G. Lateral view. 

H. Ventral view. 





Explanation of Plate 5 

A→ D. Wings and Male genitalia of Rhyaco；うhilashekigawana sp. nov. 

A Wings. 

B D Mal巴 genitalia.

B. Dorsal view. 

C. Lateral view. 

D. Ventral view. 

E-H. Wings and Mal巴 genitaliaof Rhhacophila azumaensis sp. nov. 

E. Wings. 

F G. Mal巴 genitalra.

F. Dorsal view. 

G. Lat巴ralview. 

H. Ventral view. 



Pl. 5 

c 
F 
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Explanation of Pia te 6 

A-D. Wing and Male genitalia of Rhyacoρhila minoyamaensis sp. nov. 

A. Wings. 

B-D. Mal巴 genitalia.

B. Dorsal view. 

C. Lataral view. 

D. Ventral view. 

E-G. Wings and Male genitalia of Sortosa niitalwensis sp. nov. 

E. Wings. 

F. Dorsal view. 

G. Lateral view. 





Explanation of Plat巴 7

A D. Wings and Male genitalia of Diρrectrona tohokuensis sp. nov. 

A. Wings. 

B D. Male genitalia. 

B. Lat巴ralvi巴w.

C. Dorsal view. 

D. Ventral view. 

E-H. Wings and Male genitalia of Aρatania chokaiensis sp. nov. 

E.羽Tings.

F-H. Male g巴nitalia.

F. Lateral view. 

G. Dorsal vi巴w.

H. Ventral view. 



Pl. 8 

E 

己
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Explanation of Plate 9 

Nothopsyche yamagataensis sp. nov. 

A. Wings. 

B-E. Mal巴 g巴nitaha

B. Lateral view. 

C. Dorsal view. 

D. Ventro caudal v1巴W



PI. 7 
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E 



Expiana tion of Plate 8 

A-D. Wings aud Mal巴 g巴nitaliaof Aρatania momoyaensis sp. nov. 

A. Wings. 

B D. Male g巴nitalia.

B. Latral view. 

C. Dorsal view. 

D. Ventro-caudal vi巴w.

E H. Wings and Male g巴nitaliaof Aρatania shirahatai sp. nov. 

E. Wings. 

F H. Male g巴nitalia.

F. Lateral view 

G. Dorsal view. 

H. V巴ntralview. 





Explanation of Plate 1 O 

Stenophylax dentilus sp. nov. 

A. Wings. 

B E. Male ganitalia. 

B. Dorsal vi巴w.

C. Latral view. 

D. V巴ntralvi巴w.

E. V巴ntrocaudal view. 

F H. Female ganitalia. 

F. Dorsal view. 

G. Lateral view. 

H. Ventral view. 



Pl. 10 
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オキナガレガニの幼生の観察及び、成体の

出現期について

ネオ 岡 健 作

On the Characters of the Larva and the Seasonal Change of 

Occurrence of the Sαrgassum Crab, Plαnes cyαηeus DANA 

Kensaku MURAOKA 

SYNOPSIS 

The Sargassum crab, Planes cyaneus DANA is usually found among the 

Sargassum weed and on the floating timbers, and is distributed from Tokyo 

Bay to Kyushu and Okinawa in Japan. 

The megalopae were obtained from Sagami Bay and have been reared in the 

aquarium until developing into the first crab-stage. They were morphologically 

studied comparing with those of the other related species. 

The young and adult crabs were collected during September, 1964 to December, 

1965 to examine the seasonal change of occurrence of the species, and occurred 

abundantly in summer, but not in winter. 

The author could find the size of ovigerous crabs which was 13 to 20既m,

approximately. 

The females seem to carry the eggs from middle of May to early in July. 

The features of megalopa are summarized in the following, and also the 

size of male and female crabs and ovigerous period are shown in Fig. 4. 

Description of Megalopa-Stage 

The carapace has no dorsal spine or protuberance, and dorsal surface is 

smooth. The posterior portion of the carapace is not marked with grooves. 

The size is approximately 3. 5-4. 5mm in length and 1. 5mm in width. 

The proximal portion of antennul is composed of three segments. The endo・ 

podite is composed of two segments. The exopodite is divided into four segments. 

Each of the second to fourth segments is furnished with numerous longer 

aesthetascs. The antenna has a single flagellum which is divided into elever. 

segments. 

The mandible has a palp, which is composed of two segments, the distal one 

of which bears 10 setae and a few plumose hairs on the lateral margin. In the 
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maxillule, the endopodite is sl巴nderand bears 1 long seta near the proximal 

portion. In the maxil1a, the endopodite bears 7 plu1'nose hairs along the lateral 

portion. 

The first maxilliped consists of a unsegmented end。podite,bearing 6 short 
setae on the distal margin, and thre巴segmentedexopodite, be呂ring3 plumose 

hairs on the distal margin of the proximal segment and 6 apical plumose hairs 

on the terminal segment. The second maxilliped is composed of two parts, the 

endopodite and exopoclite. The endopoclite bears many strong setae on the 

distal poFtion of terminal segments. The exopoclite is divided into three segme-

nts, the distal one of which is furnished with about 5 apical plumose hairs. 

The third maxilliped is well developed. Its endopodite bears numerous stout 

setae on the lateral margin. The exopodite is divided into three segments, the 

distal one of which bears about 4 plumose hairs. 

Cheliped has well→marked segment, and the palm is swollen. In the ambulatory 

legs, the second and third pairs are nearly equal in size. The last pair is reduced, 

and the dactylus is furnished with the fine setae and the tip of fingers with 

three long hairs. 

The abdomen is divided into seven distinct segments. The pleopods are furnished 

with 4-6 small hooked hairs on the endopodite, and with 26 to 38 plumose hairs 

along the lateral margin of exopodite. The uropods are furnished with 3 plumose 

hairs on the proximal segment, and 20 to 23 same ones on the distal segment. 

はじめに

イワガニ科イソガニ亜科に属するオキナガレガニPlanescyane'us D ANAは外洋性のカ

ニとして知られ，本邦では房総半島以南に生息している。東京湾や相模湾では初夏の頃3

沿岸の流木や流れ藻などからこのカニを容易に見出すことができる。

Planes属のメガロパのうち， オキナガレガニについての外部形態の報告は見あたらな

~ 'oしかし大西洋産のPlanesminutus ( L悶 NAEus）の幼生の外部形態については HYMAN

(1924), LEBOUR (1944〕等の報告がある。このうち HYMANは卵から卿化させたゾエアに

ついて，また LEBOURは卵から牌化させたソーェァ， 野外から採集してきたメガロパと，こ

れを飼育し， 変態させた第1稚蟹についてそーれぞれ報告している。

今回，浮漂物に着生していたオキナガレガニのメガロパを飼育し，第1稚蟹に変態させ

るとともに，このメガロパの外部形態について観察をおこなった。ここでは，この幼生の

外部形態を報告するとともに， 従来報告されでいる Plan付属の幼生についても比較をお

こなった。さ らにこのカニの出現時期や抱卵の時期についても， 生活史のうえから興味あ

る問題と恵われるので， 資料は十分ではないが，紹介し， 令後の参考資料とじたい。

稿を進めるに先立ち，終始ご指導を賜わった甲殻類学会長酒井恒博士に厚く謝意を表す

る。また材料を得るにあたって多大なご支援をct，、ただいた横須賀市立馬堀中学校教諭佐藤

晋氏，ならびに横浜国立大学付属真鶴実験所員鈴木陣氏に厚く御礼申し上げる。



材料及び方法

観察に用いた材料のうち，メガロパは 3 個体で，このうちの l 個体は~972年3 月初日静
岡県下田市須崎海岸の磯に漂着していた流木から，他の2個体は1972年4月2日神奈川県
逗子海岸の流れ藻から得たものを用いた。

稚蟹の観察にあたっては，メガロパから飼育し， 変態した 1個体の稚盤を主として用い，

他にメガロパの採集の際に，同じ浮潔物から得られた稚蟹と， さらに1?72年7月26日，東

京都小笠原近海で、得た，メガロパか伝変態じだ第Hft蟹も比較のために用いた。

また’このカニの出現期及び抱卵期についての調査は1964年から1965年にかけて相模湾で

月l回以よおこないJ 主に真鶴沖の流れ藻や流木等の漂流物から材料を得た。稚蟹につい

てはこの調査期間中得られなかったのでi・1972年3月下回海岸で得た材料を用いた。

1. メガロバ期及び第1稚蟹期の外部形態

メガロパ期 ：甲殻は長さ3.5～4;・5脚， ljlfil2.5～3.6mmで，その背面は隆起し， 滑らかで，

赫や毛などは認められない。後側縁にそなわる第4歩脚を収容するための溝は顕著ではな

し、（Fig.1.）。

第1触角は基部3節。内肢は2’節で，末節末端には2本の短毛が認められる。外肢は4

節で， 第 2 節から末~fl三かけては多数の感覚毛が生じている。 末節末端Iこは、さらに 1 本の
' / 

長毛と 1本の短毛どをそなえている（Fig.2.）。 / i 

第2＇触角は3節の柄部と 8節の鞭状部とに分かれている。鞭状部のうち，第5節と第7

節は他め節よりも：長く， それぞれの末端には長い剛毛をそなえているゐ末節は短かく， そ

の末端には2長毛と 1短毛とが認められる（Fig.2, B）。

Fig. 1. Megalopa of Planes cyaneus DAN九 dorsalview. ・ 

4-7 
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大顎は原節と触讃とに分かれ，原節は四角張っている。触掻は末節側縁に10数本の剛毛

と数本の羽状毛が認められる（Fig.2, C）。

第1小顎は底節， 基節に剛毛を密生する。内肢は細長く，その基部近くに 1本の長毛が

認められる（Fig.2, D）。

A,B,D,E,F,G,I 

c Ii 

Fig. 2. A ; antennul, B; antenna, C; mandible, D; maxillule, E ; maxilla, F ; first 

maxilliped, G ; second maxilliped, H; third maxilliped, I; urorod. The bar 

scales represent 1 mm. 

D 

を



第2小顎は底節，基節とも二葉に分かれ，その側縁には剛毛を密生する。内肢はI節で，

顎舟葉側の側縁に約7本の羽状毛が認められる。顎舟葉は側縁に多数の羽状毛を列生す

るくFig.2, E）。

第1顎脚は底節， 基節，内肢及び外肢とに分かれる。底節と基節には側縁に羽状剛毛を

密生する。内肢は1節で，その末端に約6本の剛毛が認められるが，そのうちの3本は他

のものよりも長い。外肢は3節認められ， 第1節末端には3本の羽状毛を，末節末端には

6本の羽状毛をそれぞれそなえている（Fig.2, F）。

第2顎脚は内外肢に分かれ，内肢は4節認められる。外肢は3節認められるが，第2節

と末節との節は顕著ではなし、。末節には5本の羽状毛が認められる（Fig.2, G）。

第3顎脚は内外肢に分かれ，内肢は5節認められる。外肢は3節で内肢よ り短かく， 第

2節ど末節とめ節は第2顎脚同様明瞭ではない（Fig.2, H）。

紺脚は左右等”じく，腕節，掌節とも滑らかである（Fig.3, C）。

歩脚は4対了てり第2，第3歩脚の長さはほぼ等しく，第4歩脚は他と比べて短かい。第

4歩脚の指節には鋸歯が認められないが，他の3対の歩脚の指節には小さな鋸歯が認めら

れる。第4歩脚指節末端には3本の感覚毛をそなえている（Fig.3, D）。

腹部は6腹節と尾節からなる。 第2腹肢から第5腹節の腹面には1対の二叉した腹肢を

そなえ，その内肢には4～6本の鈎毛を，外肢には約26～38本の羽状毛をそれぞれそなえ

ている。第6腹節は1対の尾肢をそなえ，その基節には3本の羽状毛を，末節には20～23

本の羽状毛をそれぞれそなえている（Fig.2, I）。

D 

A,B,C 

E A B 

Fig. 3. A; anterior region of carapace, dorsal view, B; same, frontal view, C; cheliped, 
D; fourth ambulatory leg. E; abdomen, dorsal view. The bar scales represent 

1 7/(///. 
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第 1 稚~期 ： 甲殻は長さ約 5仰， 1／幅約 4.7 仰で，その背面は滑らかであ る。 前側縁には

1歯認められるが，その切り込みは深く ない。鉛脚は滑らかで， 掌節は大きい。各歩脚の

前節の側縁には軟ちが'i'ii＇ ~Iご している。

オキナガレガニの出現期の季節的変化

オキナガレガニは外洋性で浮涼物に生息していることが古くから知られている。 このカ

2目



ニの出現期の季節的な変化を調査するにあたって流れ藻や浮漂物を中心に採集をおこなっ

た。

月別個体数と甲幅の関係についてはFig.4に示した。雌雄と もに多く得られた月は5月

から 8月にかけてで， 特に6月は年聞を通じて最も多かった。

甲殻の大きさについては，月別では5月から 8月にかけて雌雄とも大きな個体が多く認

められた。なお3月得られた個体は最も小さかったが，これは調査期間中得た個体ではな

く， 1972年の資料によ った。

雌雄別の大きさでは，雌雄とも最大甲111高の長さ22仰で，これより大きな個体は得られな

かった。最小甲l隔の長さは5仰の個体で，これはメガロパから飼育し， 変態した第1稚蟹

期の大きさと同じであった。しかしここでは 6.3仰以下のカニの雌雄については特に識別

することはしなかったが， 種類によ っては腹肢の形態から第1稚蟹期で，雌雄を容易に識

別することができる（村岡， 1963）。

抱卵している個体を調査するにあたって，tltilは腹部の形態から未熟個体と成熟個体との

区分が比較的容易ではあるが，ここでは外仔卵をもっ雌のうち，最小甲帽の個体を基準と

し，甲帽l3mm以上をすべて成熟個体とした。調査した成熟個体は19個体で，このうち 4個

体が抱卵していた。これらの抱卵個体はいずれも 5月下旬から 7月上旬にかけて流れ藻か

ら得た個体である。

抱卵しているカニのうち， 最も小さな個体は5月に得られた甲帽l3mm，また最も大きな

個体は6月に得られた甲111雨20mmのものであった。

むすび

太平洋に生息するオキナガレガニは以前大西洋に生息する種と同一種ですべて Planes

minutusとされていた。現在では雄の腹部や歩脚などの形態から太平洋産の種はPlanes

cyaneusとされている cCHACE, 1951）。また本邦近海に生息する種もP.cyaneusで，こ
の一種のみ見られる cSAKA!, 1965）。
Planes属の幼生の報告のうち， LEBOUR (1944）は P.minutusのメガロパの外部形態

について，大西洋から得た材料を用いて報告している。ここでは LEBOURによ って報告さ

れた P.minutusのメガロパと本種のメガロパの特徴をそれぞれ比較してみた。

甲殻の形はほぼ一致しているが， 穴きさについては P.minutusのほうがやや小形であ

る。第4歩脚指節については末端に見られる感覚毛の数は一致する。しかし尾肢の末節側

縁の羽状毛数は相違が認められる。（Table1）。これらの特徴から両種のメガロパを識別

することは可能である。この他の特徴については詳細な報告がなく，ここでは比較するこ

とができなかった。

稚蟹については CHACEの報告がある。そのなかで，オキナガレガニの最小個体は甲長5

仰と報告している。この大きさは本報告の材料と比較して第1稚蟹期の大きさに相当する。

さらに今回の調査で、相模湾から得た5～6仰の稚蟹については飼育変態した個体の犬きさ

とほぼ同様であることから，これらの稚蟹はいずれも第1稚蟹か，あるいはこれに近d、ス

テージの個体と思われる。

成蟹については， 今回の調査で初夏の頃と比べて，秋から冬にかけては捕獲数が著しく

減少している。これはこのカニが潔流物に付着する習性をもっていることから漂流物の多
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Table 1. Features of the megalopa of Pia托escyaneus and related species. 

feelers I carapace length I I 
(mm〕 proximalseg. ] t巴rminalseg. 

Planes cyaneus 3 5-4 5 3 3 20-23 

P. minutus 4.0 3 ？ 19 

少との関係も考えられる。相撲湾では， 年聞を通じて流れ藻が多量に出現する時期は2月

から 5月にかけてと 7月から 8月にかけてが多く， 9月から12月にかけては，10月を除い

てはなはだ少ないという（広崎，1963）。 またこの藻類に着生して出現するオキナガレガ

ニについては， 広崎 (1964）の調査によれば4月下旬から 6月上旬にかけての期間及び8

月に出現し，このうち5月は最も多く， 32個体を採捕している。この調査でも初夏の頃最

も多く出現し，冬季には全く出現していない。

これらのことから初夏から秋近く まではかなりの数が沿岸に生息していると思われる。

しかし冬季については，本種の習性からみて一つには流れ藻の出現量の季節的変化との関

係も見逃すことはできないが， その他にも要因があるように思われる。

抱卵期については，今回の調査で抱卵個体が得られたのは5月から 7月にかけてで，個

体数もわずか4個体のみであった。したがって抱卵期についてはさらに調査する必要があ

るが，仮に本種の抱卵期を上記の期間のみと考えると，抱卵期からメガロパの出現期まで

かなりの日数を要することになる。

また本種のメガロノ勺ま3月に得られたが，必ずしもこの頃だけがメガロパの出現期とは

思われない。本種に近いP.minutusで、は抱卵期の頃になるとこのメガロパも見られると

いう cLEBOUR, 1944）。 したがって本種においても，他の季節にメガロパが出現すること
も予想され，さらに放卵からメガロパまでの成長日数においても，かなり短期間であるこ

とが予想される。

これらのことから，本種の抱卵期およびメガロパの出現期はかなり長期間にわたって見

られることも考えられるので， 今後も十分調査したうえで検討してゆきたし、。
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内陸に迷行した海鳥 2種について

中 村 言王
＇＂－、

On Four Examples of Pterodromα hypoleucαand 

Phaethon rubicauda Strayed Inland by a Typhoon 

Kazue NAKAMURA 

The wanderings of tropical sea bin:ls, especially the gadfly petrels Pterodroma 

spp. and tropical birds Phaethon spp. to Honshu Island, are considered by no means 

rare, but they are mostly found clead or nearly exhausted inland after the 

typhoons, they are liable to be whipped off the gales of typhoons and driven 

inland. 

From. Septembe.r 16th to 19th in 1972, there was an inlan_d drift of P. hyρoleuca 

(three specimens) and Ph. rubicaudα（single specimen) at southern Kanto plain 

covering two prefectures after the typhoon no. 20 had passed. The recorj:l.s were 

discussed with the weather conditions as a cause of the straggling. 

はじめに

1972年秋季，ーシロハラミズナギドリとアカオネッタイチョウの2種4羽が，神奈川県を

中心とする内陸四ケ所に落ちた。内陸迷行の背景になったと考えられる台風との関連にお

いてこれらの海鳥記録をまとめ報告する。

記録

1. シロハラミズナギドリ Pteradroma hy1うoleuca

第1例： 1972年9月16日，横浜市港南区日野5820付近のどぶ川の滞の中に，衰弱して落

ちていた本種1)1羽が住民に拾われ， 18日横浜市野毛山動物園に届けられ保護されたが，

翌19日死亡した。

第2例：同9月18日2〕横浜市港北区師岡町700に負傷衰弱してうづくまっていた本種1

l〕 横浜市野毛山動物園堀浩氏による。

2) 5日間保護飼育をされた渋谷博子氏によると拾得された日付に一日のずれがあるかもしれないと

いうので，17日に落ちた可能性あり。
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Fig. 1 シロハラミズナギドリPterodromahyρoleuca （横浜市港北区師岡町で1972年

9月保護渋谷博子氏撮影〉

羽が住民に拾われ， 22日，同じく野毛山動物園に届けられ保護されたが，10月6日に衰弱

死した（Fig.1）。

第3例・同9月17日， 東京都町田市木曽町5839に落ちた本種3〕1羽が住民に拾われ， 18

日に多摩動物公園に届けられ保護されたが， 19日に死亡した。外傷はなかったが衰弱して

L、たの。

以上シロハラミズナギドリ 3例は，すべて衰弱していたものが保護され，後に死亡して

L、る。うち 1羽には右翼骨折があったというが，標本が残されておらず，残念ながら詳し

い調査はできない。幸い港北区の個体については記録写真が残され，本種と判定された。

2. アカオネッタイチョウ Phaethoη rubicauda 

同9月19日5〕，付近の住民が弱っていた本種1羽を拾い，江ノ島海獣動物園に届けた。

同園でしばらくの間，シラオネッタイチョウとして飼育展示されていたが，鑑定の結果，

本種の幼鳥と判定された（Fig.2）。

以上海鳥2種4羽が内陸に迷行した直前に大型台風が日本に上陸している。この台風20

号は， 9月16日18時， 和歌山県潮岬付近から紀伊半島に上陸し， 毎時55キロという早い速

度で北上し＇ 17日朝には日本海に抜け， 北海道西岸i中に去った （Fig.3〕。

記録の考察

海鳥はときどき大量死を起こしたり，海岸に打上げられ，あるいは内陸に迷行して死亡

することがある。黒団長久氏（1967)は， 1) 海流異変による食物不足（ハシボソミズナ

ギドリ： JI！口他1964；小沢1964),2) 特定の場所の季節風 （新潟県柏崎 ：千羽1965),3〕

台風（南方の海鳥とくにシロハラミズナギドリ，グンカンドリ ，ネッタイチョウ，セグロ

アジサシ）， 4) 渡りと悪気象の偶然の一致（オオミズナギドリ．黒田1966),5) とき ど

き通過する低気圧〈アカエリヒレアシシギ，オオミズナギドリなど〉などをあげて，海鳥

3) 4) Anon (1972）どうぶつと動物園1972年11月号および東京動物園協会伊藤政顕氏による。

5）本種の拾得者が不明で追跡調査ができず，発見目および正確な採集地は不明であるが， シロハラ

ミズナギドリの例から推察して，発見日は届けられた日の 1～2目前であろうか。



Fig. 2 アカオネッタイチョウPhaethonrubicauda （江ノ島付近で1972年9月保護〉

の姥死原因とした。

従来，南方海鳥の日本迷行の背景に台風の影響を考慮した記録は， Nakamura,T. (19 

54）， 黒田長久（編）(1964），風間 (1971），中村 ・林（1973）らによる報告がある。

その根拠となる一つは，迷行個体の多くが，台風上陸後，あるいは通過後に発見され，

第3図に示した通り，海鳥の発見位置と台風経路がほぼ平行していることにある。

例えば，中村司氏の報告した山梨県からのシラオネッタイチョウとシロハラミズナギド

リの例は，9月16日に発生し， 25日に知多半島に上陸し， 26日には三陸沖に抜けてカムチ

ヤツカ方面に去った台風13号（1953年〉の通過後の26日に発見されている。また黒団長久

氏のまとめでは，九州、｜に上陸し，日本海に抜け，再び東北地方に上陸した後三陸沖に去っ

た8月の台風14号（1964年〉の通過後に長野県上伊那郡でシロハラミズナギドリ 1羽が記

録され，日本上陸後は14号とほぼ同じコースをたどった9月の台風20号の通過後には東京

都杉並区からも同じくシロハラミズナギドリ 1羽が記録された。

四国 ・中園地方に上陸し，日本海の真中を通ってカムチャッカ方面に抜けた1970年8月

の台風10号の通過後には， 新潟県三島郡と燕市でシロハラミズナギドリ幼鳥各1羽が記録

され，風間氏により報告された。

台風の多くは，東経120度以東，170度以西に発生し，170度以東に発生することは非常に

まれである。台風の多くは月別にみると 7～10月にいちばん多く発生し，発生した台風の

%は大陸東縁，日本付近，日本東方洋上などを北東進する。特に9月の台風は南洋から琉

球の東方に達し，ここで北東に転向して，その大部分が日本付近を通過する。7～9月に

は，多発域は他の月にくらべて緯度にして5～10度ばかり北上し，北緯5度から30度の全

海域に広がり，日本海域に近くなる。
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Fig.3 海鳥2種の捕獲地と台風20号の経路数値は午前9時の中心気圧（mb）を示す経路図は日
本気象協会による。Thepositions of Pterodroma hyρoleuca and Phaethon rubicauda 
captured and the passage of typhoon no. 20. 



望月氏 (1969〕は， 1965年9月上旬，伊豆諸島からマリアナ諸島にかけての海鳥を調査

し，北緯23度から伊豆諸島にかけてシロハラミ ズナギドリが少なくないことを報告し， 夏

季は北上する傾向が強L、と述べているが，迷行個体の多くがこの季節に集中していること

と，あわせ考慮すれば興味深い。

おわりに

台風に巻き込まれる海鳥の種類は大体決まっている。台風によって南方海鳥が運ばれる

機構は，過去の迷行記録を集積し，各々該当する台風の性状との上で討議されねばならな

いが，前記した東京，長野，111梨，新潟などの記録はすべて台風経路の右側に現われてお

り，本報告の例め にもこれは当てはまる。

台風の渦の流れは左巻であるから，内陸に迷行する場合，一般的傾向と して台風経路の

右側，即ち東側に海鳥が落されている7）ことは注目に値する。

終りに，農林省林業試験場三島冬嗣技官にはご指導並びに種名同定のご協力を賜わり，

国立科学博物館黒沢良彦博士には， 迷蝶の迷入機構についての知識と文献に関して， 暖か

いご援助をいただいた。

横浜市野毛山動物園堀浩獣医， 東京動物園協会伊藤政顕氏，江ノ島海獣動物園小田哲之

亮獣医の方々からは，それぞれ海鳥記録について種々ご教示を得た。横浜市在住の渋谷博

子氏から貴重な記録写真をご提供いただいた。台風に関する資料は，日本気象協会のご好

意によるものである。

以上の関係各位並びに追跡調査にご協力いただいた方々に深く感謝します。

文献

風間辰夫 1971 シロハラミズナギド リ（Pterodromaleucoρtera）の渡来鳥20(89) : 204-205 

黒団長久（編〕 1964 シロハラミズナギドリの内陸迷行の二例 山階鳥研報4( 2 ) : 121-123 

黒田長久 1967 鳥類の研究生態新思潮社

望月英夫 1969 日本の｜凌海で観察できた海鳥について 鳥19(86) : 1-7 

中村一恵・林公義 1973 館山湾にコグンカンドリ 野鳥38(3 ) : 49-50 

Nakamura T. 1954 The Capture of Phaethon lePturus dorotheae and Pterodroma leucoPtera 

hyρoleuca from Yamanashi Pref巴cture山階鳥研報 5:225 226 

和達清夫（監修〕 1958 日本の気候東京堂

6〕1972年9月16日夕刻より17日早朝にかけて，近畿地方を台風20号が通過した（第3図参照）3日後，

京都市嵯峨新宮町でヒメシロハラミズナギド リP.longiγostrisと恩われる l羽が記録されてい

る（1973年 1月12日付朝日新聞による〉が，これが同じ台風の影響とするならば，この場合は経路

の左側に当る。

7）黒沢良彦氏（1966,1972）は，南方の蝶が台風に巻き込まれ，日本に運ばれる機構を詳しく討議さ

れ，必ず台風経路の東側に迷路~が落されること をすでに指摘しておられるが， 海鳥の場合を考える

上てすn首に参考となった。
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Synopsis 

In den japanischen Hochgebirgen entwickeln sich reichlich Stauden Gebusche, 

die den europaische Betulo・Adenostyletea:-Gesellschaftenentsprechen. Di巴se

subalpinen Stauden Gebi.ische sie.deln im Japan vornehmlich auf unstabilen 

H註ngen,wie Lawinenbahnen, an Bachrandern, auf Schuttkegeln usw.. Diese 

Gesellschaften wachsen meistens oberhalb der subalpinen Stufe, znm Tei! grenzen 

Sie an Lawinenzi.igen tief in die subalpinen Nadelholzwalder herunt巴r,zum Tei! 

steigen sie in Runsen in die alpine Stufe (Pinusρumila“Stufe〕hochhinauf. 

Sie kommen im Zentral Japan sehr haufig vor. Anderseits treten sie im schnee-

reichen Nord-Japan zugi.insten m邑chtiger Sasa kurilensis-Gesel!schaften und 

scharfer Lawinen Wirkungen zuri.ick. 

Die hauptsachlichen Strauch-Arten der japanischen Stauden Gebi.ische sind 

Betula ermanii und Alnus maximowiczii. Auch Sorbus matsumurae, Salix 

reinii, A!nus matsumurae un泣Weigelamiddendorffiana spielen stellenweise 

eine grofJe Rolle. Schnee Druck und Lawinen Einfliisse !assen die Stamme dieser 

Str邑ucherstark verkri.immen （“Krummholz”）. Der Unterwuchs dieser Gebi.ische 

en th邑Itmehrere Stauden Arten, die den subalpinen Stauclen-Gebi.ische uncl die 

Stauclen-Fluren zu einer eigene Klasse Betulo・Ranuucnleteavereinigt. 

Die japanischen Betulo-Ranunculet巴aund die enropaischen Betulo・Adenost

yletea sind physiognomisch und floristisch sehr註hnlich.・ Daher Konnen: ・ wir 

cliese Klassen zu ein巴rneue Klassen Grupp巴Betulo・Alneamit folgenden Kenn-

・Taxa zusammenstellen: 

Betulo・Alueanov. 

Kenn-Taxa: Alnus Sekt. Alηobetula, Aconitum Sekt. Umbrosa, Geranium 

Sekt. Sylvatz・ca Subsekt. Eusylvatica, Cortusa matthioli s. 1.，‘Athyrium 

alρestre, Stre1うtopusαmρlexifolius s. 1., Veratrum album s. 1., Phleum alpin 

um, Glyceria lithuanica, Brachythecium reflexum, Rumex arifolius (cum R. 

montanus). 

Das Areal dieser Klass巴ngruppereichen von dem nり Asien,i.iber Europa 

(Dinariclen, Karpaten, A!pen, Pyren邑enuncl Skandinavien) moglicherweise・ bis 

nach N Amerika. 

Die japanischen Stauclen-Gebi.ischgesellschaften Konnen zu de111 folgenden 

System geordnet werden : 

Betulo圃Ranunculetea 0HBA 1967 

Kenn Taxa ・ Conioselinum filicinum, Trautvetteria jaρonica, Tilingia 

ho loρztala, Glyceria alnasteretum, Lastrea querρaertensis, Li!ium medeolo-
ides, Rumex montanus, Thσlictrum aquilegifolium, Calamagrostis sachalin-

ensis, Peucedanum multzvzttatum, Pedzcularis chamissonis v. ja1うonica,

Hiercium jaρonicum, Poa hakusanensis u. a .. 

Areal: Ki.isten-Gebiet des Ochtskischen Meeres und des Japanisches Meeres. 



Streptopo・Alnetaliamaximowiczii ordo nov. 

Subalpine Stauden-Gebiische. 

Kenn Taxa: Stre1うtopusamρ！exi/Jlius, var.ραρ』：tzatus. Prunus niρρonica, 
Tripsta!eia bracteata, Acer ukrundense, Vaccinium ovali/Jlium, Oρlopanax 

jαρanicus, Care.τha!wnensis, Tiarella jJoiyρhylla, Paγis verticil!ata, Sorbus 

sambucifulia, Ribes ja1うonicum,Lonicera chamissoi, Soγbus matsumurana, 

EuJnymus tricarpus, Ru!;us vernus, Paris jαρonica, Polystichum micro-

chlamys. 

Areal: gl巴ichder Klasse. 

SmUacino yesoensis・Betulionermanii all. nov. 

Kenn-Texa ・ Smilacina yesoensis, ACJnitum gigas var. hondoensis, 

Athyrium melanoleρis (D. u. Klassen Kennart), Carex sachalinensis 

var. fulva (D), Coeloρleurum multisectum (D). 

Areal. Honshu. 

Sorbo matsumurae-Betuletu.m ermanii-Ass.-Gruppe nov. 

Kenn Taxa‘. Sorbus matsumzげ ana(D), Lonicera tschonoskii, 

Veratrum album var. oxyseραlum (D). 

Areal: Zentral Japan. 

Calamagrosti-Betuletum ermanii (YAMAZAKI et U EMA Tsu 1964) 

AsANo, SuMATA et FuJIAWRA 1972 em. (Tab. 3). 

Kenn-Taxon ・ Cirsium senjoense (D). 

Ar℃al. Akaishi-Gebirge und Yatsugatake Massiv. 

Betuletum ermanii Suz.-ToK., OKAMOTO et HoNDA 1964 

(Tab. 1 u. 2). 

Kenn-Taxa目 Rubus vernus, Polystichum mic1 ochlamys, 

Veratrum stamineum (D.), Paris jaJうonica.

Areal : Kiso-Gebirge, I-Iida Gebirge, Hakusan, Ontake. 

Polystichum microchlan:Zys-RuL-us vernus-Gesellschaft. 

Areal: Mittel hohe in Japanisches Me巴rSeite. 

Ci.rsium ganjuense Alnus maximowizii-Ass. nov (Tab. 5). 

Kenn-Taxon: Cirsium ganjuense. 

Areal・ Iwate-san und wahrscheinlich in Hayachine-san. 

Cirsium ugoense-Alnus maximowiczii.-Ass. nov. (Tab. 4). 

K巴1111-Taxon.Ciアsiumugoens:>. 

Areal : Chokai-san. 

Viola verecunda var. fibrillosa-Almts maximowiczii-Gesellschaft 

Trenn Taxon: Viola verecunda var. fibri!losa. 

Areal: Um J11olinioρsis jaρonica-Anmoor in Chokai-san. 

Smilaclna hondoensis-Alnus matsumurae-Ass. nov. (Tab. 10). 

Kenn-u. Trenn-Taxa: Smi!acina hond?ensis, Alnus mα；＇sumurae und 

Arisaema robustum. 
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Cinna latifolia-Cercidiphyllurn rnagnificum-Ass. nov. (Tab. 9〕．

Kenn-Taxa: Cinna latifolia, Cercidiphyllum magnifi・cum,Sambucus 

sieboldianus v. miquelii (D〕， Rodogersiaρadoρhyllα（D).

Areal: An Bach-Auen in subalpinen Nadelholzwaldern im Akaishi-

und Hida Gebirge. 

A thyrio brevifrons-Weigelion middendorffiianae nov. Kenn-u. Trenn 

Taxa: Weigela middend'Jrffiana, Aconitum gigas, Athyn・umbrevifrons 

(D), Cacalia auriculata var. kamtschaticα（D). 

Areal: Hokkaido und moglicherweise in Sachalin und auf den Kurilen. 

Aconitum gigas-Weigela middendorffiana-Ass. nov.〔Tab.6). 

Kenn-u. Trenn Taxa: Aconitum gigas, Geranium eriostemon (D), 

Viola alliariaefolia, Cirsium grayanum. 

Areal: Hidaka Gebirge, Daisetsu-Massiv und Yubari-Massiv. 

Angelica anomala var. kawakamii-Betula ermanii-Ass. nov. 

(Tab. 7). 

Kenn Taxa: Angelica anomala var. kawakamii. 

Areal: Rishiri-Insel. 

Angelica ursinα－Betula ermanii-Gesellscbaft (Tab. 8). 

Trenn-Taxon: Angelica ursina, Cortusa matthioli var. yesoensis, 

Sorbus sambucifolia var.ρseudogracilis. 

Areal: Rebun-Insel. 

lま じ め

日本の亜高山帯に多いダケカンパ， ミヤマハンノキ，ウラジロナナカマドなどから成る

低木群落は，かなり多様な群落組成を持っている。そのうち大部分を占める広葉草本を多

くともなう低木群落は，広葉草原（高茎草原〉と共通性が多く，共通の上級単位の下に綜

合し得る。これについては既に日本植物学会大会 （1965年〉においてその概略を述べ，

1967年にも記した（原色現代科学事典 3）。また奥只見と乗鞍岳の調査報告をまとめるに

あたっても広葉草木低木群落についての知見を記した。しかし具体的な組成表などは未発

表のままになっていたので，今回，諸家の報告を参照し自家の資料と綜合して，日本全般

の総括を試みた。なお未調査，調査不十分の地域もあるが，これらは今後更に資料を集積

し本報の補完をはかりたい。

著者は1970年より二年間 R.Ti.ixen 教授の下に在 り， t~下落分類の基礎理念について同

教授よ り懇切な指導を賜り，また文献と実地の双方からヨーロツパの植生とその群落分類

の実際を知ることができ，広域的な比較による群落分類に得る所が多かった。ここに R.

Tiix巴n教授のいつも変らぬ暖かいご指導に対して心からなる感謝の意を申しのべたい。

また野外調査にあたっては多数の方々のご援助をいただいた。故村瀬信義，小粥康治，

宮地俊作，佐藤文信，高橋秀男，菅原久夫の諸氏には特に厚く謝意を表したい。
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地図1.調査対象地域 1＝札文島．

2＝利尻島，3＝大雪山群， 4＝夕張岳，

5＝日高山系， 6＝岩手山， 7＝早池峯

山， 8＝鳥海山， 9＝飯盛山群，10＝中

ノ岳，11＝平襟山電 12＝苗場山，13=

飛騨山系， 14＝乗鞍岳，15＝御岳，

16＝白山，17＝木曽山系， 18＝八ヶ岳

山群，19＝赤石山系， 20＝富士山
Karte 1. Die Lage der unterges 

uchte Berge und Gebirge. l=Reb-

un-Insel, 2=Rishiri-Insel, 3=Daise-

tsu-Massiv, 4= Yubari Kette, 5=Hi 

daka Gebirge, 6=Iwate san, 7=H  

ayachine-san, S=Chokai san, 9=Ii-

de-Massiv, lO=Nakano-dake, 11 = 

Tairapyo yama, 12=Naeba-san, 13= 

Hida-Gebirge, 14=Norikura-dake，＇~ 

15=0ntake, 16=Hakusan 17=Kiso-

Gebirge, 18= Yatsugatake Massiv, 

19=Akaishi-Gebirge, 20=Fuji-san. 
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I. 亜高山広葉草本一低木群落の概観

i!Ii高山帯あるいは亜寒帯の針葉樹林帯lこは種々 の要因にもとづく広！＋＇.； 枯Iの併落が介在し

ている。その成因は一時ではないが，大きく 考えるなら地形的なものと，山火，台風写lこよ

る突発的な針葉樹林の破壊作用に分けられる。地形的要因としては，河辺，河床など洪水

II寺に破壊力の加わる立地が先ずあげられる。ここには河畔林としてヤナギ類の群：柊が成立

し， その種類組成は下方のプナ併綱域と共通性が高く ，流水にそ ってブナlt下綱が針東樹林

部＇Iこ上昇してきているものと考えることができる。もう一つの重要な地形的要因は雪崩の

破壊力の及ぶ急斜面，沢ぞしりあるいは上部に雪崩を起しやすい斜面を持つ所などである。

雪崩が経端に強ければ森林および低木群落は成立できないが，比較的軽い表層雪崩の多く

起きる所では直幹で間幹のもろい針葉樹は耐えられず，ダケカンパ等幹が下向伏臥して雪・

圧に耐え，しかも幹にとう性のある広葉樹に置き換っている。次に急斜面で表層の砂燥が

頗繁に崩落し，あるいは上方斜面から落下してくるような所でも針荒樹林は退行する。無

論このような斜面では雪崩の影響も重複してあらわれる。これらの針葉樹林の成立を阻害

し，広葉樹群落を形成せしめるような要因は3 たとえ一定の大きさの力であっても針葉樹

林の勢力の弱まる森林限界付近では強く発現し，結果としてしばしば針葉樹林とハイマツ

群落の聞にダケカンパ常と呼ばれるようなゾーンを作り出す。しかしこの“ダケカンパ帯”

は移行帯周辺において地形的要因と結びついて出現するもので，ゆるやかな斜面や，尾根

上では亜高山針葉樹林はハイマツ群落と直接している。したがってシラビソ帯，ブナ帯と

いった気候的な植生帯と“ダケカンパ帯”は同一視することはできなし、。この事情は照葉

樹林帯と夏緑広葉樹林帯との移行帯に現われるモミ，ツガ等の多いいわゆるモ ミ帯と似て

し、る。山火， 伐採，風倒などによる針葉樹林の破壊後，二次材、が落葉広葉樹で形成される

ことが世界各地で知られているが，日本の亜高山帯’ではシラピソ， オオシラピソあるいは

トドマツ等の針葉樹がただちに回復してきて，サクセッシ ョンの途中相にダケカンパ等の

広葉樹林が介在することは稀で、ある。しかし針葉樹回復林の中にはダケカンノミ，ナナカマ

ド， ミネザクラ，ネコシデ，オガラパナなどが混入するのは広く認められ， 結果として亜

高山針葉樹林の大半の林分にはこれら広葉樹が混入している。これら広葉樹は樹幹が風に

強く ，しばしば一斉風倒木地帯にダケカンバ等の高木が点々と残っていることがある。

新鮮な火山の火山砕屑物上や溶岩上にはしばしばハイマツの占めるべき環境がミヤマハ

ンノ キ， ミネヤナギ等の広葉低木の群落によ って置きかえられている所がある。また日本

海沿岸の多雪山地では，本来の亜高山帯に針葉樹林が欠け， 潜ってミヤマナラを始めミネ

カエデ，ウスユキハナヒリノキ，ベニサラサドウダン，オオノ4ツツジなど各種の広葉低木

群訴が発達している。

このように血高山帯に見出さ れるJよ民樹群干潟：はかなり多岐であり ， 相観的iこ Jiij ~と見な

される所でもその種類組成は変化が多い。 ーと屈に俊占する樹種を度外視して，全構成極を

比較すると ， 広東草木＊ あるいは広.，.~草原の開館を多 く 持つものと，蘇苔地衣が多く 針粂

むこれまで店］~草木あるいは高芸i，＇＜：原 と呼ばれた Lのの中には， 高さ 50cm内外のいわばl+ 1茎のLのが
合まれており， ！：li高111帝の草原は大部分汐高茎の名iこが［i、しないものが多い。プナ11手綱l或のオオイ
タドリ，オニシモツケ，シシウド，アマニ。ウ，ハンゴンソワ等のir：下落こそ高茎草原のぞlにふさわし
い。従って亜高山サのミヤマキンポウゲ，シナノキンパイなどの1下原を広葉草原と呼ぶことにした



樹林と共通性の高いものに二分される。

金｜柴樹林と共通種の多い広史低木l作落は，当然コケモモートウヒ1：料開に含めるべきもので

木稿の対象と しない。外見上一様なダケカンパあるし、は ミヤマハンノキの目下落でも，わず

かな地II~の ： 11 1 1引によ って，1 1，状の乾煉しやすい所では府苔，士山衣とコケモモートウヒ併綱の

桓頒が生じ，l"i状の多i!u！.なmて、は広柴草木が密生するのが観察される。それは日本のみで
はなく著者はノルウェーのul地で広大な B巴tulaverruco却の林の中で林床植生の広葉
草木型と蘇苔型が地形に応じてリズミカノレに変化するのをしばしば観察した。また針葉樹

林の樹植が全く分布しないアイスランドでやはり Betulaの林にこの両型が出現するのを

見ている。

広東草木をともなう亜高山帯の広良樹1洋研は，亜高山部：の上限附近において最もよく発

達し，沢ぞいにハイマツ群落城に上列する。また雪崩斜面や沢ぞいに亜高山千背中 F部にも

下降し，フナ市から沢ぞいに上fl＇・してくるヤナギ類の河川、｜’林に接する。木稿ではヤナギ類

の河畔高木林を除き，亜高山帯の広葉低木形落のうち広葉草木をともなう群落について取

り扱う 。

II. 群集と群落

1作落分類の基本的単位がJr下集であることは，異論のみられぬ所であるが， H下集をどう定

義するか，という点になると諸説が多く， 実際に記載された群集が，かなりまちまちな内

容を持っているのも事実である。著者は先に学研 ：原色現代科学大事典一植物 で日本の

高山と亜高山の植物群落を総括した際には，群集をかなり大き く扱った。 しかしその後，

高山の荒原植生などを取りまとめた際には，地域性を重視して，同質の群落でも地域的な

差がフロラ組成に反映している場合には，やや小さな，地域群集を多く認める立場に立っ

た。一般に抽出された群落単位には，小さな環境の差による種類組成の変化と，地域的な

フロラの差にもとづく地理的な変異とが共存して現われてくるのが普通である。これを大

きな群集として一括すると群集内の区分に亜群集，変群集だけでは足りず，亜変1H集など

の中間単位を持出さぬと収まりがつかぬことがしばしば経験される。そこで，やや広い地

域に，ほぼ同質の環境に共通の種類組成を持つ群集が分布し，それらの内に地理的な差が種

類組成の差と して反映している場合』一般的には地域的な小ざな群集をいくつかみとめ，

それらを上群集 （Ass.-Gruppe）として総指するのが最も妥当であると考えるに至った。

ヨーロツ パでも私の接した限りの植物社会学者の多くは同様な見解を持っている。チュ ク

セン教授もその点全く同意見で，共同でまとめた日本の海岸植生の諸群落でもそのように

処理した（Vegetatio26 1/3）。またその場合標徴種を持たず地域識別種のみを持つ群集

がしばしば生まれることになる。この点群集は必らず標徴種を持たねばならぬとする定義

は改めねばならない。しかしこれは種の組みあわせだけで，ほとんど無限に近い群集を手

，＇日lのように生みだす最近の東 ドイツの一部の研究者の立場とは異なることを断っておきた

L、。

群落名の採用の基準となる命名規約は，まだ，この試案があるだけであるが，ここでは

種分類学の規約を準用して，①有効に発表された最も早い名を用いる，①発表された印刷

物は，広く配布され，合法的に入手できるものであること，を基とし，有効な発表とは，学

名をともなった組成表または種類組成が明示され，学名による群落名が付されていること

67 
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としておきたし、。従って和名だけの表，学会での講演，とう写版の印刷物などは原則とし

て先取権を主張できないものと考える。なおこれについては近い将来に国内だけでも申し

合せを行ない無用な群落名の混乱を避けるようにしたいものである。

A. ウラジ口ナナカマドーダケカンパ上群集 （表1.2. 3〕

Sorbo matsumuranae-Betuletum ermanii Ass.-Gruppe nov. 

Syn. Aluo・Betuletumermanii (Ohba 1965) Ohba 1968 p. p. 

本州中部山地の広葉革本一低木群落は，立地の多様さ，フロラの豊富さから，日本では

もっとも変化に豊み，しかも広い面積を占めて生じている。このうち亜高山帯上部から高

山帯下部にわたって最も広く分布しているミヤマハン ノキ，ダケカンパ，ウラジロ ナナカ

マドを主と した群落は，オオヒョウタンボクを持つことで東北地方山地のミヤマハンノキ

あるL、はダケカンパ群落と異なり更に，ウラ ジロナナカマド，パイケイソウを識別種に，

一個の群落単位にまとめられる。

群落の内容はかなり多様で， 雪崩斜面や雪崩の集中する谷ぞいや風の強いハイマツ帯の

沢状部などに生ずるものは，群落の高さが， 2～3mにとどまり， ミヤマハン ノキ，ウラ

ジロナナカマド，ミネヤナギなどが主体となり， 革本層がやや単純化する。一方崖錐上や

地図2. ダケカンパ群集
Karte 2. Betuletum ermanii 
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地図 3. タカネノガリヤスダケカンパ群集
Karte 3. Calamagrosti-Betuletum 

ermanii 



Subass. v. Acer ukrundense 

8 9 10 11 12 lJ Iら 15 16 17 18 19 20 21 
K247 H36 K316 Hll S225 053 T7 5230 H66 036 032 K56 K58 HlO 
2500 2らOD2300 2ら502350 2ら552200 2ら002色。02185 2070 2330 2200 2295 
NNE NNE N ENE ESE NNW NE E N N NW - - E 

25 32 1,0 35 20 35 20 50 30 35 JO - - 35 
50 100 250 400 100 ら0 2ら 100 120 150 ら0 ら0 150 200 
I 1.B ら 3 5 2 2・5 ら 2 5 2 25  J 9 
. . . . 60 . . Bo 65 ・ ー ー ら0
. 60 60 70 20 70 Bo 1,0 70 30 90 70 ら0 75 
80 1,0 1,0 70 80 60 らo 60 JO 80 70 70 60 50 
10 15 27 15 22 2J 2ら 25 2弓 28 29 らl 26 21 

Typi sche Subass. 

l 2 3 ι5  6 7 
5227 5125 T6 s121, H68 s22B K203 

2350 2380 2350 2380 2710 2380 2ら80
E - NNE ENE  ENE  

38 - 30 5 JO 10 20 
18 - 50 ら0 100 2ら ら0
0・7 2 2 o.B z.5 i.8 2・5
・ ・・・ ・ ．
8080  .6o70 60 

100 30 30 35 85 20 80 
11 11 llo 15 16 16 2ラ

Schi cht 

Betuletum er百anii

Nr. d. Aufn. 
Feld. Nr. 
Meereshohe(m) 

Exposi t且on
Ne>gung(v）内
GroBe d. Probeflache(m") 

Hohe d Vegetation(m) 
Deckung d. Baumsch>cht(%) 

ー－ St> auchschicht(%) 
- Krautschicht(%) 

Arten;ιahl ・ 

Tab. 1. 

ら.5 J.ら 3・3

2 .2 1.2 . 3・3

1
 

・
・
・
＋・

2
 
A

3

 

．．． 
ら

3

3

2

2

 

・
・・・

＋

3

2

2

 

3

2

 

．
．．．

．
 

2

1

 

3
 ．．
．
．
 

3
 

9

－
n
6
 

・
・
・

＋

2

2

 2
 

－

－－

＋
 

2
 
2

2

 

．．．

．
 

＋

1
 

3

2

 

－－－

－
－
 

3

1
 

5

2

 

．．．． 
5

1

 

う

2

・
・
・

＋

ら

1
九

九

－
－
－
・
2

守

』

匂

’

u

・
2
 
－
 

5

2

 

う

1

1
 

＋
 

I
 

R
J
 
5
 1
 

・
・
・

＋

l
 

n
u
c
d
V
A
C
M
K怜

E
 
E
 
E
 

pu

－
 

s

－
 

2
 
E
 

d

－
 
－e
 

E
a
 

zr 
t
u
 

r

－m
 

－
u
 

E
8
 

2
t
 

e

－a
 

r

－m
 

T
】】

S
－－
u
 

u

－b
 
－r
 

－－
o
 

E
S
 

E
 
E
 

K

－
 

3
 ．
 

1
 

2

2

 

・
・
・
＋

1

1

 2
 

－
－－

＋
 

＋
 

2
3
2
2
 

．．．

．
 

1

3
2

2

 

2

2

1
 

・
・
＋
－

l

2

1

 

2
2
2
2
 

，
 

．．
 
1
2
A’
1
 

2
 

＋
－
－
 

1
 

1

2

 

・
・・

＋

1
＋
 

－
A
2
l
 

－－－

－
 

l

A
1

1

 

2

2

 
．
．．

．
 

＋

1
 

3

2

 
．．．． 

1

1

 

1 2 1 2 + l .2 l 2 1.2 1.1 

55 1.2 ＋・2 • l 2 

・・・・ + 2 + 
. . . • 1.2 . 

K
K
K
K
 

Lonicera tschonosk z孟
D Veratrum album ssp.。xysepalum
Trennarten d. Ass., 
V Polystichum microchlamys 
V Rubus vernus 
V Paris japonica 
Kl Veratrum stamine•~ 

Trennarten d. Subass ・ 
0 Vaccinium oval>fohum 

Car"x foliosi ssi •a • 
t 、..

0 Ace云 ukrundense

Dryopteris austriaca 
Kenn-u. Trennarten d. Veroandes 

D Athyrium melanolepis 
Smdacrna yosoenS>s 
Coelopleurum multisectum 

Kennarten d. Ordnuna 
Streptopus amplexifolius v. papillatus K 

Oplopanax japonicus K 
Tnpetal e五abracteosa S 
Tiarella polyphylla K 
Carex hakonenS> s K 
Prunus ni pponica K 
R> bes japon且cum S 

Sorbus sambuc> foh a S 

Kennarten d Klasse 
Glyceria alnasteretum 

Trautve tte• ia japonica 
Diphylleia grayi 

Coniosehnu" h l>crnum 
Rumex montanus 
Pcucedanum mul b n ttatum 
Boyk>m a lycoctonょfol>a
Athyrium alpes<re 
Ldium medeoloides 
Glaucidium palmatum 
Thalictrum aquilegifolium 
Ly ch孟n>Sgracエlh.ma
Cirsium babanum v. otayae 
Asblbe thunbergu v. formosa 

Gentiana makinoi 
Calamagrostis longiseta 
Tilingia holopetala 

Galiw" kamtschaticum v. acuhfo l且um

Platanthera takedae 
Luzula rostrata 

主込丘主己
Helon且opsisonentalis 
Alnus maximo.<iczii 

2

2

2

2

2

 

．
．
．

．
．．
 

1

2

＋

1
2
 

3

九

・

ムキム守

・

・

3

ら

3

2

 

＋
・
・
・

＋

＋

内
J
臼

可
l

－

ら

2
2
2
1

2

ら

1

2
1
2

1

3

3

3

 

－
E

・
＋
・
・・

・・

2

3

ら

2

2

 
．．．．．

．．
．
．
 

2

＋
 

2

2
1

3

 

－
＋＋

・

1

2

1

3

 

I

3

1

1

 

．．

．．

．． 

1

2

1

1

 

1

3

2

1

 

．．．．．．．．． 

1
3

3

1

 

2

3

2

ら

－
－
－
－
－
－

－－

－
 

1

1

1

ら

2

2

3

 

－
－
－
－
－
－

－－

－
 

1

1

3

 

2

2

1
3
 

－－

－
E

・
・・・

1

2

1
2
 

1.2 J・3

＋ 

＋ 

1.2 

2.2 
． 
． 

＋ 

S
K
B
S
K
S
B
S
K
 

Kl Lastrea q u e rpae • tensi s 
0 Euonymustricarpus 
Bctulo. erman11 

J.2 

1.2 

I 2 I.I 2.J J.2 2.J + 
J.2 1.2 l 2 . 1.2 2.2 2.2 

・ ． ． ．．．

＋ 

+.2 

+ 1.2 

＋＋  
+.2 J.2 

． 
. 1.2 

・・

＋
・
・
・
・

－
 qJ

 

－
＋
・

・

1
 

2

3

2

 ．．．

．
 

1

1

＋
 

1-2 . 1・3
. J.2 • 

+ .2 

． 
J.2 

ら

2．．． 
ι
1
 

2
2
 

・
・
＋

1
＋
 

2
 ．．

．
 

2
 
2

2

 
．．
 

1

1

 

つ－
＋
・
1
 

2
 
E

・・

1
 

2
 ・
・
＋

l
 

J.I 

+ 2 

.2 + .2 J・J + 
• . 2.2 

・． ．．
• . +.2 

. . l 2 

. 1-2 . + + .2 .ー ＋2 
J.2 2.3 J.2 2 J 2.2 2.2 + J.2 . 
+ + + 1.2 2.2 I.I . 

E ・ ＋ 1.2 + + + . . 
・ー ー ．．． ＋ ．．・.+ .. 2 • + • 
ー ー. 1.2 • . . • . 
. 1 2 . . . 

－ ． ．．． ＋＋ ． 
1.2φ ．． 
ー ・ 1.2 +.2 • 
－ ．．．． ．． ． 
・ ＋.2 . . . • . 

. . +.2 . • • • 
・ ー ． ＋ ． ． ． ． 
・ ＋ ．．．
• . . . J.2 . • • • 
・ ・ ＋.2 • . • 

・ ．．．＋．
・・・・・・ ＋.2

.2 1.2 1.2 
• 1.2 • 

＋ ． ． 

． “ ・
・ ． ．

. . 

・ ． ．

・． ．
・．．

2

2

2

2

2

2

 

・
・
・
・

・
・
－E
E

－
－
－－

－
－
－

1

1
2

1

2
＋
 

2

2

 
．．

．
．
．
．
．
．
．

．
．．．． 

1

＋
 

2

2

 

・・

・

・
・
・
・
・
E

・
・・・

・
・

・

1

＋
 

2

2

2

2

2

 

・・

・
＋
・・

・
・
・
・

・
・
E

・
E

・

＋

2

1

φ

l

 

2
2
2
 

・
E

・・・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
・

1
2
＋
 

3

2

2

 

・

＋－

－
－
－
－

－－

－－－

－
－
－
・・・

1

＋

1
 

9

－
 
－
－
－

－
－
－
－

－
－
－
－
－－－

－
－

－
 

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
 
K 

s 
K 

K 

K 

K 

K 

K 

K 

K 

K 

K 

K 

s 
K 

p。lygo"""'weynch>i K 
Acer tschonoski> S 
Streptopus streptopo>des v. Japomcus K 
V>ola brenshpulata K 

Angel且capubescens v. matsumurae K 
Peo acarpa carnosa v. cncaeo>des K 
Sasa kunlens>s K 
Menz>es>a pen tandra K 
Coptis tnf。hata K 

Oxah s acetosella K 
Cim>c>foga simplex K 
Moose 

Brachythec且umreflexum 
Mn＞凶mpunctat山 v.elatum 
Polytr孟chumform。sum
I s。pteng>w閣 spec.
AuBerdem Je ernmal rn Aufn. Nr・7 Fihpendula kamtschat>ca ＋・2,Rhodobryum roseum ＋・2,Plag>othec>um spec. ＋・2;rn 8-Drepanocladus uncrnatus +, Pleurozrn-
pus ruthemca ＋・2守主n10 Rubus pedatus ＋・2,L>copodium selago v. appressum +, Scapama spec. ＋・2, Calliergonella schreberi +, Hypnum phcaturum ＋、 D>cranum
spec・＋・2;>n lJ. Senecrn cannab>f。hus+, in 1ら Sal且玄 re五nu2.J, rn 16 Carex blephancarpa ＋・J; rn 18 Arisaema mkoense +; rn 19 L>gulana dentata +, 
Carex dohchostachya v・glabernma1.2, M> tell a pauc且flora＋・2,Listera cordata +, Rhybdiadelphus squarrosus +, Hylocomrnm umbratum +, rn 20 Polygonum 
cuspidatum l 2, Cacaha adenostylo>des J.2, Pogonatum alpinum ＋・2;rn 21・Shorhasoldanello>des l J, Rubus pseudo-Japmucus +.2. 

Fundorte (Hida Gebirge) Karamatsu-dake (1, 6, 12, 15), Sh>rouma-o>ke (2，ら），Tateyama (3, 14), Mo,,nsawa-dake (5), Chogatake (7, 8), Hannoki-dake (J6), 
Nakadake im Hotaka-Massiv (10), Eboshi dake (ll, 21), Dainichi-d出 e (lJ, 17, 18), Mitsumatarenge (16), Ni,hi-Ho凶 <a-d出 e (19, 20). 

2

2

2

2

3

2

1

1

2

 

・
・・・

・・

・
・
・
・
・

・
・・・

・
・
E

・
E

・－

＋
・
・・

－

＋
2

1

2

1

1

1

1

 

2

2

2

2

 

＋

・
・
・
・

・
・・

・
＋
・
＋
・
・
・・・

＋
・
・
・

・
・

＋

＋

＋

＋

 

、Jq
J

ヲ

曽

内

4

9

M

内

4

9

－

－

＋
・
・

・・

＋
＋
＋

・

・

＋＋

2

2

＋＋

＋

l

l

 

2

2

2

 

・
・
・

＋
・

＋
・
＋
－
－
－

－

－

－

－＋

・

＋

2

2

 

2

2

2

2

3

 

・
・
・
・
＋

－－－

－－－

a

，

．
．
．

．
．
．
 

1
2

1

＋

2
 

3

3

2

2

2

 

－－

－
－－

－－

－－

－
－
－
－
－
－
＋
・

・
・
・
・
・
・
・
・

＋

1

＋

l

＋
 

2

2

2

2

 

・
・
・・

・
・
・・・

＋
・・
E

E

－
－
－
－
－

＋
0

・

－

＋

1

2

 

2

2

2

3

2

 

・
・
・
・
・

・
・
・
E

＋
－
－
－
－
－
－

－
－－

－－

－
－
－
－

＋
2

＋

l

＋
 

門

6

ndu

ワ
】

qι

・

・
＋
＋－

－
－
－
－
－
－

－
E

E

－
－－－

－
－－

－

2

＋

1

1
 

2

2

3

2

3

3

1

2

2

 

・
・・・

・・

・

・

・

・

・

・

・

・

＋
－－

Aマ
＋

2
1

2

1

1

1

1

A

2

2

 

・
・

・・

・
・
・
・
・
・

・
・・・
E

・
E

・－

－

ら

2

1

弘

2

2

2

＋
・
・

・
・
・

・

・

＋

・
・
・
・
・
・
・

ら

1

＋

＋

3

2

2

2

 

－－

－
－
－－

－
－
－－－

－
－

－

－

－
－
－
－
－
－
－
 

3

＋

＋

＋

 

2

2

2
 

・・

・・・
E

E

－－－

－
－

－

－

－－

－－

－

－

1

1

＋
 

令＋ .2 

l J + .2 

+ 2 + .2 l・3

＋ 

J + 2-3 . 
5・5 ， 仏 4 . 

＋・3 ・・ ＋2 
・＋.2 J.2 . 
. . . 1.2 . 
. +.2 
. 2.2 φ.2 2 J 

. 2.J • 令 ．．
・ ・・ ＋ ．
．．＋  
－ ・・ ー
・ー．
－ － ・．．

・ ・・ ・＋.2 
・ － ーー
．・ ・・ ・
・ ・ 2-J . ー
・・ーー．
・ ー・・．
・ ．． ． ．
・－ － －－
・ ー・・．

1-2 +.2 
• + 2 
• + 2 
• + 2 

＋・3

J.2 

．． 
+-2 . 

． ＋・3．． 
－ ・
・ ．

ー ・． 
+.2 

． ． 
・ ．
・ －
－ ・

Streptopus streptopo>des 
Sohdag。nrgaurea v. g> gan tea 
Maianthemum dilatatum 
Ga l主umkamtschaticum 
San fraga fusca v k>kub叫u
Calamagrosti s langsdorffii 
Tnlhum smallu 
Trientahs europaeus 

Trλ11且umtschonoskn 
Rubus >l<enoensis 
Ab>es mariesd 



69 
Tab. 2・Betulctumermanu (Kis。－Gebnge)

I • SubaSS • v. Betula ennann 
a • Var. v. Calarnagrostls longiseta 
b • Var. v. Euonymus tncnrpus 

2 • Typ>Sche Subass. 2 

6 7 8 9 10 11 12 
Kiら6KiJ7 KiJ6 Kill Ki9 Ki!O KiB 
27日02650 2650 2580 2580 2580 2600 
S ESE ESE SSE NE NE ESE 

18 15 15 18 20 lB 15 

弘0 100 - 28 40 100 50 

2.5 J 2.5 2.5 2.5 J J 

75 75 70 Go 85 75 70 
70 60 80 85 70 Go 70 
17 Iら lJ 16 14 lJ 21 

b 

3ι 5 
Ki6 Ki5 Ki4 

26oo 2450 231与O

ESE SE SE 

10 JO 20 

6ら 6色 24
t会 6 5 
50 60 40 

JO 25 25 

75 85 90 

il..ー斗Lー」2

a 
l 2 

Ki9J Ki91 
2510 2650 
SW E 

JO 32 
100 らO

5 ら
50 ι0 

J 5 
90 85 

22. 21 
Sclncht 

Nr. ct. Aufn.' 
Fclu.-N,・. 

Meereshohe (m) 

Exposition 

Ne>gung（。）何
GroBe d. Probefliiche(m") 

”ohe d. Vegetat.on(m)' 
Deckung d. Baumschicht（割）：
ー ψStrauchsch>cht（再）：
- - Krautsch.cht（同）
Artenzahl・

’U官
・
・
＋＋

止－
 
2

2

 

・・・＋

1

2

 

句

J
Z・・

・
＋

2

1

 

2
 ・・

＋＋

ー2
 ．
．．

．
 

1
 

2
 ．
．．． 

qι 2

2

2

 

．
．
．
．
 

1
＋

1
 

2.2 2.2 2.2 

+.2 +.2 +.2 

・・ ＋

＋＋＋  

1.2 1.2 

・ ．

・ ＋

s
s
k
k
 

E
 
E

1

 

2

i

 

2
a
k
 

工
n
s

E
a
o
 

こ
r
n

－－u
o
 

s

－m
h

 

2
u
C
 

E
S
S
 

－t
t
 

ニ
a

d

一m
a

－
r
 

E
s
e
 

e『

u
c

t
b

I
 

工
r
n

a

－0
0

 

2
S

L

 

n

－
 

z
 

un

－
 
D Veratrum album ssp oxysepalum 

Trennarten d. Ass ．ー
0 Polystichum microchlamys 

Kl Veratrnηs tamineum 

Trennarten d. Subass. 

Betula ermanii 

+.2 

+.2 

3

2

2

ι

 

・・

・
・・

＋
＋・＋

・
＋

3

1

＋

4
 

3

2

2

 

＋

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
 

’uτ

＋

l
 

守
J

’性

・
・
・
・

＋＋・

・
＋
・・

q
J

q
J
 

2

2

2
 

・
＋
－

－
－
－
－

A
T
1

1
 

2

2

2

 

・＋・＋

・
＋
・

＋

1

1
 

つ－

9】
内

道

内

己

・
＋・

・＋＋

＋

1

1

1
 

2.2 

J J '• J 
＋ 

+ .2 

+ 1.2 

2-2 + 
+ +.2 
+.2 

+ .2 
＋＋  

J.I金 ι．ι
+ + .2 
+.2 + 
+ .2φ  

+ .2 ；ト.2
＋令

+.2 1 2 

0 Prunus ni pponi ca 

0 Vaccinium ovalifolium 

Kl Lastrea querpaertensis 

Kl Ped>cular孟syezoe畑S>S
Kl Tilingia holopetala 

Calamagrnshs hakonenS>s 
Kl Gentiana makinoi 

Trennarten d. Var. 

Kl Ca!aoagrostis longiseta K 
Kl Hyperic酬 kamtschahcum(cumv. sennnense) K 
KL 1roll孟us ri e~errn直us v. japom cus K 

Shortia soldnnelloides v. alpina K 

Kl Artem>S>a srnanenS>s K 

Kl Geranium yes。ensev. nipponicum K 

Carex blephancarpa K 

Trennarten ct. Var. 
0 Euonymus tricarpus 

Kl Li lium medenloides 

Maunthemum dilatatum 

0 Acer ukrundense 

B
S
S
k
k
k
k
k
k
 

s

k
k
s
k
k
k
 

0 Paris verticillat山百

Phegopter孟spolypodrn>des 

Trennarten d. Subass.' 

Alnus maximowiczii 

0 Carex hako明ens1s

Kl Rumex montanus 

SaX>fraga fusca v. k>kubuki 

Kennarten d. Ver>andes 

Smilac孟nayesoens1s 

Athynum melanolepis 
Careロksachalrnensis v. fulva 
Coelopleurum multisectum 

Kennarten d. Ordnunoo 

Streptopus amplexifolius v・papillatus
Tripetale.a bracteosa 

Kennarten d. Klasse 

Trautvetteria japonica 

Glycena alnasteretum 

Peucedanum mu! h n t ta tum 
Conioselinum filicinum 

Thahctrum aquileg>fohum 

Saussurea nikoensis v. rnvolucrata 

Aconi tum hakusanense 

Diphylle且a gray孟

Pedicularis chamissonis v. Japomca 

H1eracium J•P。nicum
Milium effusum 

Poa hakusanensis 

互旦と己主L
Sol五dagonroaur•a v・gigantea
Streptopus streptopoides v. japonicus 

Tnllium smalln 

Helomopsis onentahs 
Calamagrostis langsdorffii 

Viola b> Hora 

Gal i山nkamtschaticum 
Moose u. Flechten・
Kl Brachythecium reflexum 

Dicranum majus 

Pog。natumalpinum 
AuBerdem je ein酬 lin A"fn• Nr. l Abics veitchii +, Anemone narcissiflora +.2, Polygonum bistnrta +.2; in 20 Potentilla 
matsumurae ＋・2,in ら Hypnumspec. +; rn 5 Sorbus cnmmixta 1.1, Rhododendron brachycarpum +, Polygonum cuspidatum +, 

Aneoone debil且s+, Tnentalis europaea +.J, Abies manes>i +, Pog。natum J•Ponic回目＋・2, Calli ergonella schreberi ＋・2,

Cladonia spec. +; in 9・Pogonatumspec. +, Pohha spec.+; rn IJ. Scapania spec. +; rn 12. Thalictrum filamentosum +.2. 

F凶 d。rte: Kisokoma-gatake 印 刷 so-Gebirge （ト12).

1,.1, J J ら．ι3・J J.ら 4，ι ．
+.2 + +.2 +.2 +.2 +.2 +.2 

1.2 • +.2 + .・ ＋

1.0 +.2 • +.2 .・ 2.3

・ 3・J 2.3 • 1.2 2.2 1.2 
+.2 ' • J.J 2.3 2.2 2.2 

• • 1 -2 • l • J 1.2 • 
＋＋ ． ＋＋ ． ＋ 

2

3

2

 

・
・
・
・
・
・
・

＋
・
＋
・
・
・
・
・

1

2

1

 

n’U
令
、J

＋

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
 

1

1

 

q
G
q
J
 

．．．

．．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

1
2
 
つ－＋
・・

＋・

・
・
・
・
・
・

＋

2
 

2
3
 
・
・
＋
・
・
・
・
・
・
・
・
・

1
3
 

2

3

 

．．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

1
2
 

2

3

 

・
・
＋
・
・
・
・
・
・

・
．． 

1

3

 

+.2 • + 2.2 J.2 • +.2 
・・・ ＋ 1.2 1.2 +.2 
． ＋ ．．． ＋＋  

+ .2 l 2 1.2 • • • • 
・・・＋.2 1.2 • • 
・・・・・・ ＋.2
+ • • • • • +.2 

+.2 

+ 1-2 +.2 

+ 1.2 + 

1.2 l・J 1.2 
＋ ．．  

＋ 

＋ 

＋ 

令.2

1.2 

2.2 1.2 + 

＋・2 + +.2 
＋＋＋  

• +.2 • 
1.2 +.2 • 
・．．

・ ＋ ．

+.2 

1.2 + 

• 2 J 
． ＋ 

． ＋ 

・＋

．．  
＋．  

．＋  

+.2 

－． 
・ ÷・3

1.2 

＋ 

＋ 

＋ 

＋・2

＋ 

令

2

2

2

 

．
．
．
．
．
．
 

1

＋

＋
 

つ】
R

M

ゐ

ヲ

吋

．
・・

＋
・・

＋
ム
マ

1

＋ 

－ 

． ． 
． ． 
． ． 
1.2 

q
M
va
r仇
村

A

k
k
k
k
 

k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
 
k
x
k
k
k
k
k
 

K

S
K
 

+.2 +.2 + 1.2 

• • +.2 • 
＋ ． ． ． 

+.2 +.2 ＋ 

+.2 

+.2 + ． 
+ .2 • 
+.2 • 



70 

急斜面に生ずるものは夕、ケカンパが主体で，高さ 4～5m以上lこ述し，林床は明るく， 草

本の極；IJ~ ， 量ともに豊富である。

ウラジロ ナゾカマドータウカンハJ二1作集は，赤石山系， 八ヶ岳を「｜一l心とする表日本気候

ドのものと，飛騨111系を中心とする裏日本型のものに二分される。

1. ダケカンパ群集 （表l,2) 

B丑tuletum ermanii Suz. Tok., Okamoto et Honda 1964 (Tab. 1. 2) 

Syn. Betu.'a ermanii-Gesel!schaft Maeda 1958〔Tab.jap.). 

べニハナイ チゴ3 カラクサイノデ，コパ イケイソウ，キヌガサソウなど本州中部の裏日

本多雪山地に特有な種併で、特徴つ＇＇ifられる本群集は，飛騨山系，各［1岳，乗鞍岳，白山およ

び木曽山系から知られている。日光山地，妙高山jfpなどにも分布するものと考えられる。

鈴木時夫他（1964）のダケカンハ群集は，コケモモートウヒ群綱の一群集として記載され

たが，その表の内容からして，広葉草木 低木群落の範鴫に入ることは明らかである。標

徴種等の指定には無理が多いが，内容規定を新たにして，ダケカンパ群集の名を活かすこ

とにしたい。ダケカンバ群集は，日本の広葉草木低木俳誌のうち最も特徴的な種煩に富ん

でいる。ベニバナイチゴ，キヌガサソウなどがその最たるもので， 赤石山系と八ヶ岳が日

本の亜高山針葉樹林の中心地域であるとすれば3 ダケカンパ群集の分布域は，日本の亜高

山広葉草木 低木Ji下落の中心であるともいえる。二個の亜群集に分けられる。

a. 典型亜群集

多湿，r1主陰斜面では， 強し、雪崩作用が重なるためダケカンパは衰退し， ミヤマハンノキ，

ウラジロ ナナカマドが主体の丈の低い群結が形成される。これが典型亜群集である。

典型亜II下集は， 多く山の北東斜面に位置 し ， 沢 ぞいにハイマツ ir-1~ 1制改にまで登る 。 何れ

の立地も遅くまで残雪が残り，生活期間を通じて多湿に傾き， 11:':1状部あるいは北東斜面に

位置するため日射量が少なく，多湿傾向を加速している。ミヤマハンノキ，ウラジロナナ

カマドはダケカンパに較べて密なクローネを作り， 葉の透光性もuu1、ので，林床は暗く，
草木植物の種類は少なく平均13種程度でミドリユキザサ，オオパタケシマラン，カラクサ

イノデなど被陰地を好む革本が優占することが多L、。特に雪崩の世円、所，あるいは雪田周

辺で特に遅くまで残雪のある所では，ミヤマハンノキ，ウラジロナナカマドが消失し，草

木とべニハナイ チコーによ って高さ SOcm程の群落に退行していることがしばしば観察され

る。この場合ベニバナイチゴ群落単独で存在することは少なく ，ウラジロ ナナカマド，

ヤマハンノ キ群落の周縁に生ずるのが普通である。

b. ダケ力 ンハ亜群集

典型亜fi-'f集の立地より も，雪崩の破壊力の弱い，融雪の早い所には構成種数が多く， 群

／；元高3～5m，時にlOmlこ達するダケカンパの多い植分がある。林床は安定し，オ クノカ

ンスゲあるいはシラ ネワラ ビが目立って多い。またクロウスゴ，グロツリパナが高い常在

度で生ずる。群落上層は，最もよく発達した植分ではダケカンパが占め，低木層にウラジ

ロナナカマド，ミヤマハンノ キ時にオガラパナが優占する。雪崩，崩落等の外圧が強く働

く立地ではダケカンハは消失し，ウラ ジロナナカマドと ミヤマハン ノキが主体の丈の低い
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群落に転化している。森林限界付近の北東斜面がダケカンバ亜群集の主な生育地で，特に

雪崩の集中する沢ぞいに多く，雪崩道にあたる広葉草原の周縁部に生じている。また針葉

樹林帯の沢にそって下降することもある。尾根の東北側の雪庇の形成される部位に生ずる

ことも多し、。ダケカンパ群集の分布域のうち最も南に位置する木曽駒ヶ岳では，鮮集の地

域，識別種がかなり少なくなり，乾燥しやすい崩落性のカール壁に広葉草本の豊かに生ず

る植分があり，赤石山系のダケカンパ林と近似した相観を与えている。この広葉草原の種

類が入り こんだ明るいダケカンパ林を， ダケカンパ亜群集のシナノキンパイ変群集とす

る。木曽駒ヶ岳東面のいくつかのカール地形には斜面の向きによってダケカンバ群集の亜

型亜群集，ダケカンパ亜群集の典型変群集，ダケカンパ亜群集のシナノキンパイ変群集が

見事に配分されているのを見ることができる。

木曽術l岳ーにもダケカンパ群集の産することは矢頭，南）ii(1971）の報告によって知られ

るが， 前田 (1958）の御岳におけるダケカンパ群落は，林床にチシマザサを多 く持ち， ダ

ケカンパ群集のうちでは少し様相を異にしたものである。またダケカンパ群集の地域識別

種を表中に見出すことができないが，前回の表は全出現種数から見て省略が加わっている

ものと考えられるから，矢頭，南川の報告を勘案して，これを仮にダケカンバ群集に収容

するこ とにしてお く。しかしチシマザサを多く持つ点は特別であるから仮にダケカンパ亜

群集のチシマザサ変群集として取り扱うこととしたし、。

2. タカネノガリヤスダケカンパ群集（表3)

Calamagrosti-Betuletum ermanii (Yamazaki et Uematsu 1963) 

Asano, Suma ta et Fujiwara 1972 (Tab. 3) 

Syn. B吋ulaermanii-Calamagrostis sachalinensis ass. 

Yamazaki et Uematsu 1963 

Alnetum rnaximowiczii Asano, Sumata et Fujiwara 1972 

赤石山系の亜高山帯には極めて広範にダケカンバ林が分布し，特徴的な景観を与えてい

る。その基本的な組成は飛騨山系と同一であるが，浅野他（1972〕が指摘するように，ベニ

バナイチゴ，カラクサイノデ，キヌガサソウなどを欠く点が異っている。しかしそれに対

する赤石山系は地域的な種類に乏しく，わずかに広葉草原から入っているヤハズヒゴタイ ，

タカネグンナイフウロ，センジョウアザミ等によって識別されるにすぎない。またこれら

の種類も群落全般に生ずるものではなく，特定の亜群集に限られている。このような，あ

る群落の中心となる地域では特徴となる種類が多く，その周辺ではそれが欠落するのみで

対応する種類がないといった局面は，かならずしも少なくなし、。例えば亜高山針葉樹林の

赤石八ヶ岳地域と東北地方山地との対比などにおいても現れている。この群落分類上の取

り扱いは，おのおのの場合により一様には取り扱えないが，広葉草本 低木群落において

は，浅野他（1972）のタカネノガヤスーダケカンパ群集の名を活かして地域群集として認

め，飛騨山系等のダケカンバ群集と共にウラジロナナカマドーダケカンパ上群集に綜合す
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ることにする。しかしタカネノガリヤスが広葉革本 低木群落の林床に多く生ずるのは赤

石山系に限ったことではなく，東北地方の岩手山などでも見らるる所で，要するに乾燥し

やすい風の透入する広葉低木群落の特徴と考えた方が良L、。赤石山系では雪の少ない気候

的な特質と，広葉低木群落がやや上昇して，丁度氷蝕カール壁など急斜面に多いことなど

が複合してタカネノガリヤスの量が多くなっているものであろう。

タカネノガリヤスダケカンパ群集は相観的にも種組成上からも明瞭に識別される次のニ

亜群集に区分できる。

a. オオパショリマ亜群集

赤石山系にもっとも広く分布するダケカンパ林で，林床に広葉革本が種類，量ともに著

しく 多く ，広葉草原中にダケカンパが生じていると表現した方が当っている場合も少なく

ない。仙丈岳馬の背付近，北岳草すべり，熊の平から北荒川岳にかけて，三伏峠付近， 荒

) I ［小屋周辺，百間洞，アザミ畑など何れも この型のダケカンパ林が良く発達している。そ

の生育地は，かなり広範で，森林限界付近の急斜商に，いわゆるダケカンバ帯を形成するこ

とが多いが，風の吹き通る地形では緩斜面にも生ずる。群落高は3～7mで4m前後の場

合が最も多い。上層を成すダケカンパは直径2QC却を越す大型の個体が疎に生ずるのが一般

で，その下に高さ 1～2mのまばらな低木層が形成される。低木層を形成するのは， ミネ

ザクラ，クロツリパナ，ウラジロナナカマドなどである。革本層は，崖錐上や急斜面の岩

礁の多い所では， ミヤマホツツジ，クロウスゴが目立つ。土壌発達の良い所ではミヤマシ

シウド，オオパショリマ，タカネノガリヤスが多い。地表lQcm程度には，キバナノ コマノ

ツメ，キイトスゲ等により草木第二層が形成され，北岳や聖岳ではここにサンリンソウが

生ずるのが著しい。八ヶ岳にも近似の植分があり，この亜群集に相当するものもあるが，

ただセンジョウアザミがヤツガタケアザミに置き換っている。

b. ミヤマハンノキ亜群集

赤石山系の北半部には飛騨山系のダケカンバ群集の典型亜群集に近似した相観および組

成を持った植分がある。生育地は谷ぞいあるいは北向き斜面などで湿った環境に多く，ハ

イマツ群落中の沢ぞいにも上昇している。赤石山系ではダケカンパ群集と異なり，群：搭の

上層にかなり多くのダケカンパを持っている。しかし一般に優勢なのはミヤマハンノキお

よびウラジロナナカマドである。赤石山系では比較的少ないモミジカラマツがこのミヤマ

ハンノキ亜群集の湿った林床にはかなり多く生ずるのは興味深い。ミヤマハンノキ亜群集

は赤石山系の北部ほど発達がよく， 1111丈岳，北岳付近には多く見られるが荒川岳以南では

少ない。また八ヶ岳にも同質の群落が観察された。浅野他（1972）は，このミヤマハン ノ

キ亜群集を独立の群集としたが，本州、｜中部山地全般を比較検討すれば，特有の種群に欠け

る本群落の独立性は低く， 亜群集としての取り扱いが妥当と考える。

B. カラクサイノデーベニバナイチゴ群落

Polystichum microchlamys-Rubus vernus-Gesellschaft 

日本海側の多雪山地では，多量の積雪のため高山，亜高山性の植生がプナ林域の上部に

出現する。これらの群落は，規模の小さな山ていは極めて小面積に断片的に生じ，種類組成

が不完全のものが少なくない。その一例として越後三山の中ノ岳における亜高山性低木群



落を挙げておきたい。（宮脇他， 1968: Tab. 13-b）上越国境から会津にかけての山地には

純然たる広葉草本一低木群落は， 雪崩にみがかれた急峻な地形と，旺盛なチシマザザ群落

に圧迫されて極めて少なく， ミヤマハンノキやウラジロナナカマドなども稀である。ここ

では低木群落はウラジロナナカマドのほかウラジロヨウラクなどチシマザサ群落中に介在

するものが主で，広葉草木をともなうものとしては，ヤハズハンノキ群落がやや広く見出

されるに過ぎない。このヤハズノ、ンノキ群落に接してベニパナイチゴを主とする群落が見

出される。その立地は沢の雪国の周辺で，かなり遅くまで残雪のある急斜面で，群落はヤ

ハズハンノ キと雪国の中間に狭く帯状にひろがっている。このような群落の状態はダケカ

ンパ群集の典型亜群集に極めてよく似ており，その断片的な群落と考えられるが，ウラ ジ

ロナナカマド， オオヒョウタンポクなど重要な種類を欠くので，仮にカラクサイノデーベ

ニバナイチゴ群落として区分しておく 。このような断片的な群落は更に谷川岳周辺などに

も広く分布しでいるが，何れも群落のひろがりは狭く断片的または遺存的な状態である。

赤石山系のタカネノガリ ヤスーダケカンパ群集の領域にも，強L、雪崩をうける斜面に低木

を全く失った植分があり，ここではベニバナイチゴが分布しないのでミドリユキザサ等草

本のみの群落になっている。

c. ウゴアザミーミヤマハンノキ群集 （表4)

Cirsium ugoense-Alnus maxim,owiczii-Ass. nov. (Tab. 4) 

鳥海山の中腹以上に広く分布するミヤマハンノキ低木群落のうち，広葉草本型の林床を

持つものには，ウゴアザミがかなり高い頻度で出現し，ウゴアザミーミヤマハンノキ群集と

してまとめるのが妥当と考えられる。群集の生育地は西面の新鮮な火砕物上に多く，北面

ではチシマザサ群落の発達が著しく，それにおされて比較的少ない。最もよく発達するの

は千蛇谷の火口壁下の崖錐斜面で，更に河原宿周辺の河床周辺にも多い。群集はミヤマハ

ンノキが優占するのが一般であるが，時にはミネヤナギがそれに置き替り，沢に面した急

斜面ではミヤマハンノキ， ミネヤナギともに欠落し，ベニバナイチゴと広葉草木のみにな

る。全般にイワノガリヤスが多く生ずるのは，立地の多湿さを示している。群：地は比較的

構成種数に乏しく， 平均16種程度である。
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Aullerdem je eirunal in Aufn. Nr. 1・Sasakurilensis 1.2; in 2: Luzula oligantha +; in ιSorbus commixta ＋・2;
斗n5: Sangu1sorba alb1flora +; in  6: Carex Jacens +, Cacalia adenostyloides +; in  7 Vacc1mum s1kokianum +; 
in 8: Tilingia ajanensis ＋・2,Carex doeni tzii + 2; in 9: Anaphali s margari tacea +; in 10: Heloni opsi s 

oriental is 1.2. 

1.2 

Fundorte ・ Chokai-san （ト11).
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地図 4.ウゴアザミ ミヤマハンノキ群集
Karte 4 Cirsium ugoense・Alnus

maximowiczii-Ass. 

3えf
地図 5. ガンジュアザミーミヤマハンノキ群

集
Karte 5. Cirsium ganjuense-Alnus 

maximowiczii-Ass. 

D. ガンジュアザミーミヤマハンノキ群集（表5)

Cirsiurn ganjuense-Alnus rnaximowiczii-Ass. nov. (Tab. 5) 

岩手山のカルデラ壁上部，および東南面の新期噴出物上には， ミヤマハンノキを主とし

てミネヤナギ，ウコンウツギがら成る低木群落が生じている。これは鳥海山のウゴアザミ

ーミヤマハンノキ群集とは，かなり組成を異にし，北海道に多いウコンウツギを有するこ

と，ガンジュアザミ ， ミヤマカラマツ， ミヤマスミレ，ヤマブキショウマなど，革本にも

差があり 3 ガンジュアザ ミー ミヤマハンノキ群集としてまとめられる。

拍手山のカルデラ壁では，北i!Wiiiに多く，高さ 3～6rn程度の風街型の群ugを成し，上
J¥!iのうっぺい度は高く ，モミジカラマツ，ミヤマシシウド， ミドリユキザサなどの広葉草

木が多く ，またオガラノ〈ナを多く混ずる。これをモミジカラマツ亜群集とする。モミジカ

ラマツ亜群集は，オオ シラピソ林中の凹地に下降して生ずることもあり，その場合は上層

に高さlOrnlこ達するダケカンパの層を持っている。モミジカラマツ亜群集では広葉草本が
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Subass. v. Acer ukrundense 
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H出 ed・ Vegetation(m): 
Deckung d・Strauchschicht(%):
ー－ Krautschicht(%): 
Artenzahl・ d

Trennarten d. Ass.: 
Thalictrum f且lamentosum

Cirsi山nganJuense 
Weigela middendorffiana 

76 

2.3 K
K
S
K
K
 

q
J
 －
＋
・・

＋

市
B
4

9
u
 ．．．．． 

＋
 

ヲ叫

ラ回

・＋

・・・

2

＋
 

・
・
・
・
i
T

。日＋・占・申
－

T目
a

ゆ・

2
 ・＋
・・＋

つ
れ｝

守
J

q
ゐ
・・

＋

q
d
I
 

2.2 1-1 
＋．  

．＋  

＋＋  

令

J

2

・
＋
・
・

3

1

 

’uτ ・
・
＋
・

内

J

1・2 • 
+.2 + 

• 1.2 
＋ ． 

． ＋ 

3.3 3・3 
+.2 + 
． ＋ 

品．ι ．

・－
・－

r.2 2.J 1.2 2.3 i.2 2・2 1.2 
+ + l・2 2.3 l・2 1-2 • 
• • • • r.2 r.2 • 
＋＋＋ ． ＋ ． ＋ 
． ＋ ＋ ＋ ． ＋．  
• • • 2・3 ＋・2 J・3 ＋・2
+ + +.2 +. • • • 
・・・ ＋＋＋＋

＋＋

・
＋
・

＋ 

＋ 

＋ 

・・・

＋・

＋
－－

＋＋

・・

＋
・
・
・・・

・・

＋

・ ＋.2 + + + +.2 
1-2 +.2 +・2 +.2 +.2 +.2 
+ +.2 • • • • 
1.2 ・＋ +.3 + • 
1-2 + 1.2 + • 1.2 
+.2 • +.2 • + + 
・ ＋.2 • • • • 
・．・．．．
・・・ ・・．
・ ＋.2 +.2 • • • 
・・． ． ．．
・・・．．．
・．．．．．
・．．．．．
・・・．．．
・・・・・．

内

白

百

ワ

M

－
＋＋

・・
J
守

司

ム

噌

目必

． 
+.2 

+.2 

+.2 2.2 1.2 

・ ＋.2 + 
+.2 r.2 1.2 

・・ ＋.2
・． ．
・．．
r.2 +.2 • 
－ ＋ ． 
. . ＇ト
・．．
+.2 • • 
＋ ．．  
．． ＋ 
．． ＋ 
－．．  
．．．  

z,.ι z,.も ι．ι 1・2 戸・2 2・2 2・2
3・3 3・3 2・2 2.2 2.2 1-2 ＇・・ら
+.2 2.2 • 1.2 ＋・2 1-2 
+ + • • + • + .2 
・ ＋ ＋ ＋ ＋ イト ＋ 
+ + +.2 + + .2 ＋・2 + 
• 1-2 + .2 + .2 . + 
・ ＋.2 + ＋・2 ＋・2 +.2 +.2 
．・ ＋.2 +.2 1-2 +.2 1-2 
・ ＋＋＋ ．．＋
・ ＋ ・ ＋ +.2 +.2 • 
• • • • • • r.2 
．．． ．＋ ．．  
・・ ＋ . + • 1.2 
・・・・ ＋ r.1 3.3 
• • • • + I .I I.I 
• • • • 1-2 ・ ＋
． ＋ ． ．．． ． 
・・・・・. +.2 
．．・ ＋ ・＋.2 • 

1-2 品．ι も．も 5・ラ 5.5 
• 1.2 • + I.2 
+.2 1-2 +.2 • I.2 
2.2 2.3 1.2 2.2 2.2 

• • + + 1.2 

・・・・ ＋.2
・ ＋.2 + • I.2 
・・・・ ＋.2
+.2 • • • • 
．． ＋ ． ＋ 
．．．． ＋ 
．．．．．  
・・・＋．
－．・．．
・．．．．
・・・・．
－．．．．  
．．． ＋ ． 
．・・ ＋.2 • 
．．．．．  

Cacalia hastata v. orientalis 
Trennarten d. Subass •: 
KI Calamagrostis sachalinensis 
Spiraea betulifolia 
Kl Peucedan山mmulti vi ttatum 
Salix rernii 
Trennarten d •. Subass •: 
Kl Trautvetteria japonica 
O Acer ukrundense 

〆

Aruncus d101cus v. kamtschaticum 
Streptopus streptopoides 
Carex dolichostachya v＇・glaberrima
O Polyshchum microchlamys 
Kl Lastrea querpaertensis 
Kennarten d. Verbandes: 
Smilacina yesoensis 
Rubus vernus 
Kennarten d. Ordnuno: 
Streptopus amplexifolius v. papillatus K 
Oplopanax japonicus ・K 

Prunus nエpponエca S 
Tiarella polyphylla K 
Carex hakonensis K 
Kennarten d. Klasse: 
Tilingia holopetala 、
Glyceria alnasteret山η
Veratrum longebracteatum 
Athyrium melanolepis 
Diphyllern grayi 
νera trum stamineum 
G!aucidi山npalmatum 
Sceptri di um multi fi dum 
Gali um ka otschati c山nv. acuti foli um 
Conioselinum filicinum 
Carex sachaline畑sisv. fulva 
Hypericum kamtschatェcum
Pedicularis chamissonis v. japonica 
Luzula lostrata 
Saussurea brachycephala 
Platanthera takedae 

互盟詮己主L
Alnus maximowiczii 
Angelica pubescens v. matsumurae 
Maエanthem凶岡 dilatatum
Solidago virgaurea v. gigantea 
Phegopteris polypodioides 
Viola selkirkii 
Dryopteris austriaca 
Gali山nkamtscha ti cum 

Viola brevistipulata 
Trilli山nsmall ii 
Peracarpa carnosa v. circaeoides 
Acer tschonoskii 

K
K
K
S
 

‘
 

K
S
K
K
E
E
K
K
 

+.2 + 
+.2 1-3 

－
T

干
・
ー－τ

・

＋＋

・・・

＋＋

・
・
・

1.2 

＋
－
－
－

－
 

＋ 

＋ 

＋
－
－
－－ 

－＋＋

・
＋

1
 

・
・
・
・
＋

1
 
2
 

．．．

．．
 
冒
A

K 

K 

K

K
抗

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

s
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
S
K
E
S
S
E
E
K
K
 

Petasi tes japonicus v. giganteus 
Betula ermanii 
Abies mariesエi
Cimicエfugasエmplex
Viola biflora 
Oxali s acetosella 
Rubus 1kenoensis 
Moose: 

Brachytheci山古 spec.
Pogonatum Japomcum 

+.2 

AuBerdem je einmal in Aufn. Nr.ι：Lycopodium selago v. appress山羽＋ ， Clemahs ochotens孟s+, Tricntalis europaca 
+, Thui di um spec・＋・2;in 3 Rhodobryum roseum ＋・2,Pogonatum alpinum +; in 8: Carex jacens +; in 9. V孟burnum 
furcatum +; in 10: Dryopteris crassirhェzoma+, Aster glehnii +, Tricyrtis Iatifoha +; in 11: Monotropastr山n
globosum +, Athyrium pinetor山n+; in 12: Pyrola alpina +1 Serbus comm1xta ＋・

Fundorte : lwate-san (1・12).
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豊かに生じ構成種数も平均25種と多い。

町新期火砕物上の原L街地と，カルテ・ラ壁の上端では，風のため群落高が2～3m程度に低

アし，群落内に風の透入が多くなる結果，タカネノガリヤスが多く ，種類数の少ない（平

均19種〉群落となっている。これをタカネノガリヤス亜群集とする。

奥田他（1970）により岩木山から報告された3 ミヤマハン ノキーダケカンバ群集は，そ

の組成表（Tab.21）から見ると Nr.2は明らかに別の群綱（コケモモー トウヒ群綱〉に属

するものであるが， Nr.1はウコ ンウツギ ミヤマハンノキ群集に一致するものと考えら

れる。ただ林床にムマノガ リヤスを持つのは独特で，おそらく独立の群集を形成するもの

であろう。本群集に近似の植分は早池峯山にも見出される。

Feld. Nr. Hay-95 
Hayachine-san 1690 m ii. M. 
NW-JO-

も白n2

Baumschicht bis 4m 40首
2.2 Betula ermanii 

Strauchschicht bis 2m 60首
J.J・ Sorbus mats山nurae

1.2 Betula ~oryli folia 
1 • 2 Acer ukrundense 
‘1-2、Rhododendronalbrechtii 

1°2・Salixreinii 
＋・2白Weigelamiddendorffiana 

Krautschicht b孟So.6m 70再
3・JThujopsis dolaborata v. hondae 
＋・2・Glyceria alnasteretum 
+ Conioselinum filicinum 
1.2 Oplopanax japonicus 

1.2 Vaccin1um。vahfolium
＋・2!lex rugosa 
1.2 Lastrea querpaertensis 

+ Cacalia adenostyloides 
＋・2Saxi fraga fortune• 
+.2 Polyst孟chopsismutica 

＋・2Viola blandaeform1s 
+ Tiling1a holopetala 
+ Oxali s acetosella 

+ Streptopus stx:eptopoides 
キ Carexsachalinensis 
+ Vaccinium smallii 
+ .2 Maianthemum dilatatum 
Moose u. Flechten 
1.2 Calliergonella schreberi 
+ Pelti gera aph tosa 
+ .2 Dicranum majus 

＋・2Pogonatum japonicum 

E. ミヤマツボスミレ ミヤマハンノキ群集

Viola. verecunda var .. fibrillosa-Alnus maximowiczii-Gesellschaft 

鳥海山によく発達するヌマガヤーシ ョウジ ョウスゲ湿原は，その中を貫く流水縁に拠水林

状のミヤマハンノキ群落をも っている。群落は幅が狭く，高さ 1～2m程度で林床には周

辺の湿原から，イワイチョウ， シロパナ トウチソウ， ネパ リノギランなどが入りこんでい

るが，ニこに ミヤマツボスミレが高い常在度で出現：するのが著しい。ミヤマツボスミ レは

飛騨山系などでの観察例からしてもミヤマハンノキにかなり高い結びつき再三持っている よ

うに思われる。

F ..エゾノ レイ ジンソウーウ戸ンウツギ群集 （表6)

・ Aconitum: gigas-W eigela middendorffiana”Ass nov. (Tab. 6) 

:Syn. Alno-Betuletum f:)rmanii (OH日A叩 1965)0HIJA 1967 ・p. p. 

先に著者は北海道の亜高山広一葉革本一低木群落を本介｜のものと一指してダケカンパーミ

ヤマハンノキ群集と呼んだが，その後比較検討の結果別個の群集とするのが妥当であると

考えるに至ったので，北海道の広葉草木一低木群落に対してエゾノ レイジンソウーウコンウ
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ツギ群集の名を与えることとする。なお群予定の全容は不

明の点が多いが，標徴種としてウコンウツギ，エゾノレ

イジンソワ， ジンヨウキスミ レ等が挙げられる。ダケカ

ンパ群集に比較すると， ミヤマメシダがエゾメシダに，

クロウスゴがエゾノクロウスゴに置き換るなどの変化が

あり，群集としての独立性は充分であると考えられる。

現在の所大雪山群，日高山系および夕張岳の調査を得て

いるに過ぎないが，北海道の山地には広く分布するもの

であろう 。

エゾノレイジンソウーウコンウツギ群集の生活域はダ

ケカンパI作集よりも高くハイマツ群落域に上昇しており

亜高山帯針葉樹林中↓こ高木林を成すことは稀である。ハ

イマツ群落城の凹状地，沢ぞい，あるいはカール地形の

雪崩の多い斜面などに主として生じ，主役を演ずる低木

はウラ ジロナナカマドとウコンウツギで，ダケカンパ群

集の典型iI~1洋集に対応する環境を占め，近似の1、目的しを 示

す。ダケカンパ林は北海道の山地，特に火山に広範に分

布するが， その林床は厚くチシマザサでおおわれ，広葉

草本が優占することは極く少ない。表4の6はその稀な

一例で， 夕張岳の山頂平垣面に位置するガマ岩の北斜面

にf与たもので，ここてやはダケカンパがウラジロナナカマ

ドと共に多く，本州中部山岳のダケカ ンパ群集に近似し

た様相を示していた。

北海道の山地では，どこでもチシマザサの勢力が圧倒

的に強く，高山千jf下部において広大なチシマザサ群落が

34~ 

地図 6. エゾノ レイジンソウ
ウコンウツギ群集

Karte 6. Acaniturn gigas-

Weigela midden-
dorffiana司Ass.

ひろがっている所が少なくない。そのうち緩斜面のチシマザサ群落では小凹状地など残雪

がやや遅くまで残る所にウコンウツギあるいはウラ ジロナナカマドの小塊状群落が散在す

るのが認められる。 これはチシマザサーウコンウツギ群集の初期相とも考えられる。

カール壁などの雪崩斜面には広葉草原とウコンウツギ群務のモザイク状の排列が見られ

ウコンウツギは沢状の部分にl隔狭く存在し，広東草原の種類が多く入りこんでいる。この

ような型をエゾキンパイソウ亜群集と呼ぶことにしたい。

六雪山など緩傾斜のハイマツ群落中の沢ぞL、にはウラ ジロ ナナカマド を主とした群格が

あり， 本州中部山岳のハイ マツ群；源域とよ く似た景観を持っている。これを典型亜群集と

する。

エゾ ノレイジンソウーウコンウツギ群集は，その桃成種から按して，南千島，カラフト ，

沿海州にも生ずるものであろう 。

G. エゾニュ ウーダケカンパ群落 （表7)

Angelica ursina-Betula enηanii-Gesellschaft (Tab. 7〕

北海道から千島にかけては，：lli高山常に広い範囲にわたってダケカンパ林が分布してい

79 
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Tab ・7・Angelるcaurs1na』Dctulacrmanii-Gesellschaft 

Nr. d. Aufn.: 
Feld. Nr.' 
Meereshohe(m): 
EXpoS>tiQn• 
Ne>g=g（つ： n 
GroBe d・ Probe!lachc(m0): 
Hohe d. Vegetati。n[m）ユ
Dcci<ung d. Strauchschicht(%): 

ー －Krautsch孟cht［挺）
Aγtenzahl: 

Trennarten a. Gesellscha.ft 
Angelica ursina 
V Cortusa matt治ioliv・yczncnsis
Sorbus s=bucifol孟av. pscudogracilis 
TrFnnarten d. Verbandes• 
Cacalia auriculata v. kamtschat孟ca
Athyri= brcvifrons 
Kcnnarten d. Ordnuno: 

Rosa acicularis v・nippo町、cnsis
Euonymus tricarpus 
Kcnnarten d. Klas'° 
Orchis aristata 
Luzula rostrata 

Alhm司 V孟ctorialisv. platyphyllum 
Heracle四 dulce

Penェcul訂正Schami5'onis v. japonica 
Veratrum alb山nssp. orysepalum 

旦旦註己主三
Betu1a erman1i. 

Sorbus commixta 

Maianthemum dilatatum v. 
Sohdagn virgaurea v・gigantca
Cnsium kamtschaticum v. borealo 
Aruncus dioicus v. kamtschaticus 
Cacalia hastata v.。rientalェs
Acer mono v. mayri 
Artemisia montana 
Aegop。dium alpeotre 
Actaea asiatica 
Phegopteris polypodi。ides
Adoxa moschatellina 
Anemone deb1l1s 
Viola selkirkii 

Rubus pseudo-Japonicus 
Rhus ambigua 

Carex sachah.nens1s 

1 2 J 
RIJS RlJS RJJ R67 
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NE SSW NW 

45 iB JO 
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Schicht 
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J J J・5
90 60 65 

70 70 95 

!iL」』」E

+ +.2 1.2 
2.2 • ． 
1-2 

+.2 -4- 1.2 
1.2 

+.2 

＋ 

+.2 

.. +.'.?; 

＋ ． －り4 晶・2 
1.2 4,; 4.5 
.. 1.2 • 
＋ Ll 

＋ 

3・J 2.J 2.J 
+ 1.2 +.2 
+.2 1.2 2.2 

J.J ＋・2
+.2 + ． 
＋ ＋ 

1.2 +.2 
+.2 • i.2 
＋ ・＋.2
+ .. 2 ~ +.2 

+.2 • J.2 
ベト ・＋.2
+.2 • -t.2 
＋ ・＋.2
• 2.J +.2 
・ 2.2 I.J 

AuBordem je ernmal in Aufn. Nr. '' Alnus maximnwiczii S-5.5, Astilbe 
thunbergii 1.2, Arabi' serrata v. glauca +, Scdum r。seumr, Hydrangea 
pctiolaris B-" K-• . 2, Lycopodium chincnsc l 2, Athynum pycnog。rum 
• .2, Oxahs acctosclla 1.2, Carcx blcpharicarpa I.J, Circaea alprna 
+.2, Thalictr=• minus+, Ca> ex foli。SlSS孟ma+ .2, Fissidens erエstatus
+ .2, Brachytheci山 aviculare1.J, Thuidium toyamae勺 Plagiochiha
satoi +,Metzger孟aconJugata ssp・Japon孟ca+, Thamm um sandci +, 
Plogiothecium aomoren'e +, Concephah』sconicus ＋・2,Mnium cuspidatum 
＋・2; in 2. Brachythecium kuroishicum ＋・2,Cimicifuga simplex +, 
Celaotru s。rbiculatus+, Picris hエernc10孟desv・glabrascens+, Aralia 
cocdata +.2, Calamagrostis lanosdorffii J.i., Stellaria fenzl且i ＋・2,
Rubus idacus v. aculcatissimus ＋・2,Ilex crenata v. paludosa ＋・2,
Aralia elata +, Vi tis coignctinc +, Arェsaem• penrnsulae +, Dcyoptcn s 
c •nssirhi=ma +, Viola sacchalincnsis +, Schisandra rcpanda +, 
Dionthus superbus v. speciosus ＋・2,Hypericum spec・＋； in J・ Symplo-
carpus renifolius 2.J, Petasites japnnicus v. gig=theus 1.2, Dryo-
ptens austriaca 2.2, F;hpendula kamtschatica 2.2, Brachypcdium 
町 lvaticuml.J, H巴mcrochallismi.ddend。rHii＋・2(Kl),Melica nutans 
＋・2,Hydrangea paniculata J.J, Actinidia kolomikta +.2, Trillium 
kamtschaticum +.2. 

Funnorte Rebun-In,el (I・J).

る。それらの多くは林床をチシマザサが占領し単調な種類組成を示すが，沢ぞいの斜面や

沢の原頭など残雪が遅くまで残りやや湿った環境には，チシマザサを欠き草本の多いダケ

カンパ林が諸処に見出される（館脇1928,1931)。北海道北部では同様なダケカンパ林が

かなり多いが，その一例として礼文島のものを表7に示した。積雪量が多い沢ぞいなどで

はミヤマハンノキが優勢となり，エゾニュウ，ヤマヨモギ，ウラゲヨブスマソウなど高茎

草本が多い。このようなダケカンハとミヤマハンノキ群落には共通してオオマイズルソウ

が多い。 これをエソニュウダケカンパ群落として区分しておきたい。陰湿でミヤマハン

ノキの優占するような所ではサクラソウモドキが特徴的に現われる。詳細な群落学的取り

扱いについては更に資料を集め後考を期したい。
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地図 7. エゾニュウーダケカンパ群落
Karte 7. Angelica ursina-Betula erma-

nii Gesellschaft 

地図 8. ホソパヨロイグサダケカンパ群集
Karte 8. Angelica anomala var. kawa-
kamii-Betula ermanii-Ass. 

H. ホソパヨロイグサーダケカンパ群集 （表8)

Angelica anomala var. kawakamii-Betula ermanii-Ass. nov. (Tab. 8) 

利尻島は礼文島に隣媛する島でありながら地形，地質と共に植生も非常に様子が異って

L、る。干し文島，特にその西海岸では，ハイマツ群落が，ほとんど海岸近くまで降りてきて

L、るのに対して，利尻島は海抜500m付近まではエゾマツー トドマツ林でおおわれている。

このエゾマツートドマツ林とハイマツ群落との移行帯には幅の狭いダケカンパ林のゾーン

がある。このダケカンパ林は尾根上では550m付近まで降り， 沢ぞいには800m付近まで上

昇している。群落高は2.5mから 5mで，高さ lm内外のミヤマハンノキに草本による密

な第二層を持っている。この群落には，利尻島に固有と考えられるホソパ ヨロイグサが生

じており 3 独立の群集として取り扱うのが妥当かと思う。群集の構成種にはダケカンパ群

集，エゾノレイジンソウーウコンウツギ群集との共通種はむしろ少なく， 北方のダケカン

ノtーミヤマハンノキ群搭共通の傾向と してシナノキ，ミヤマイボタ，ミヤママタタピなど，

ブナ群綱域に分布の重点のある種が多く混入している。



Anocl;ca anomala v. ka,d<amii Dctula e> maniェーλSS・

Nr. d-Aufn.. 1 2 J l, 

Feld. Nr.: 11ょ2 n且J nu, n; c; 
Meereshohc(m): c;BO 5日0 620 780 
Expositign: NNW ENE W NNW 

Neigung(v）：内 15 JO 20 20 

GroBe d ProbeflachcCm日1・ 150 100 1,00 JO 
Hohc d. Vcgctation(m) 2 5 5 J 0.8 

Dcckung d. Sb auchschicht (%) 80 Go 7'.i -

一－ Krautschicht（出） c;o Bo Bo ioo 
A•·tc nzah l JJ 1う J2 20 
Kenn-u Tmmartcn d. Ass.-

D Ribcs latifolium 

D Rubus idacus v. aculeatissimus 

Angch ca a oomala v. kawakamn 
Trenn d玄tend. Verbanrles 

We;gela m>ddcndor工f>ana
Athy rユwnbrev1 frons 
Kenn8'ten d. Ordnunq 

Euonymus trエca1pus 
Gahum kamtschabcw' v. acutifoliむn

旦盟誌記~
Dctula ermanii 

λlnus max.mowiczヱ1
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Dryopteris austrユaca
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Sorbus commrxta 
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Symplocarpus renrfolius 
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Calamagrostis langsdorffii 

Sasa kurile江osis

Spiraea salicifoha 

Kalopanax p;ctus 

Picca jezoe泊sis

Phellodendron 創nure11se
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Lycopod;um clavahm v. nrppon;cu凶n

Crrsium kamtschaticum v. boreale 

Viola selk1rk11 

Prnus pwηrla 

Lycopodr um obscm um 

Au~erdem Je er=al in Aufn. Nr. 1 Ilex rugosa 1.J; rn 2 Actinid;a 

kolomrkta +; in  J・Araliacordata +, Sonecro n臼ηorcnS>s<, Anaphalis 
margaritacea +.2, Crrcaea alpina +, Araba elata ＋・J,!lex crenata 

v. pal udosa ＋ー2, Calamagroshs hakonensrs + 2, Eupatnw" chrncnse v 

sachalrnense +; rnι：Snllaria fenzlii 1・J, Coelopleurum lucrdum v. 
gmelinu + .2, Lycopodium annotinum + .J, Oxal瓦sacetosella ＋・2.

Fundorte Rユshi;,-Insel (lーら） ．

タカネイバラーダケカンパ群落I. 

Rosa acicu!aris var. niρρJnensis-Betu!a ermanii-Ges巴llschaft

新しい火山の火山li4主将物上などには，ダケカンパ，ミヤマハンノキp ミネヤナギなどの

群抗がサクセッションの途中相として広く 存在している。これらの低水群裕は土壊条件の

未熟，地形の開析の浅さ，また山自体のフロラの貧弱さのために群落として発達が不良で

通消の群族分類にはうまくあてはまらない断片的組成を持つものが多い。それらの多くは

近隣山地に存在する近似の低木群落の断片または発達不 1－分なものと考えられるが，主＇｛，＇.！－

な構成種を欠くために既存の群集に同定するのが困難な場合が少なくない。それらのうち

広民草木 低木1Fr0ti~の各群集と同質のも のをいくつか記録しておく 。

',・:r ::L. 1I 1 から記録されたヤハスヒゴ タイ ーダケカンパ昨集（宮脇他 1969）は ， 1 ：＼・士｜ ｜！ の，；~料、

限界付近に多いダケカンパ材、とミヤマハンノキJ作品とを総目したものであるが，独立のI作

集とするには糾成極に特徴が欠けるように考えられる。菅原 (1970）のようにタカネイバ

ラーダケカンバ 1洋的， ミネヤナギミヤマハンノキ約；抗として分けておくのが 妥当て”あろ

つ。
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Osmorh1za ar孟stata v montana 
Epilobium cephalostigma 

M>mulus sess;lifohus 
Sal>x sachahnenS>s 

Pterocarya rhoifoha 
Veromcastrum S>b>ncum 

Thahctrum f'1amentosu' 
Dry。ptensmontェcola
Tnentaha europaea 

Aster glehmi 
Adenophora remotdlora 

Petas>tes Japomcus 
P>cea Jezoensis v. hondoens;s 
Pyrola secunda 

Viola selk;r女＂

Senecio cannab且folius
Abies mar1es1且

Angelica edulis 
Aruncus d101cus v. kamtschab.cus 
Cacaha adenostylo>des 
Moose 

Mm um cusp> datum tr孟chomanes
D>cranum maJUS 
Brachythecium brother; 

Pogonatum Japomc凶間
Polytnchum form。sum
Polytrェchumcontortum 
Bryum roseum 
ト1nムumstriatum 
Pogonatum urmgerum 

Au3crdem J• einmal rn Aufn. Nr. 1. Cardamrne appendiculata +, Rubus pseudo-japomcus +.2, Cacalia hastata v alata +, Cacalia 
yatabeエ＋， rn 2 Calliergonella schreben 3 J, Thu;dium spec・＋.2, in 3 Mniu' laev孟nerve+, Brachy theci um spec. 2. J, Bryhnia 
spec. ＋・2,Sanicula chinens;s +, Geum alepp>cum +, Alnus h;rsuta v. sibirica B-2.2, Daphne m;yabeana +, Actaea asrnt>ca +, 
Ri bes maxi mow> cz>anaφ，Aeon> t山nsenanense v. paludicola +, Sasa robusta +, Prum泊 crenata+, Sm孟lacrnajapomca +; rnら
Plectranthus kameba v. hakusanens;s 1.2, Vaccin;um smallu 1.2, Brachypod<um sylvahcum +, Anemone deb孟l三s+, Synurus pungens 
+; rn 5 Alnus matsumurae B-2-2, V;burnum op"lus v calvescens 1.2, Carex s;derosticta ＋・2, Rubus m;crophylla v. subcrataeg五一
fohus +, Carex deweyana v・senanens>s1.3, Atnchum undulatum v・grac>hsetum+, Mnium flagellare ＋・2;rn 6 Corn us canadensi s 
+; '" 7・Rubuspedatus +, in 8・ Brachytheci四 reflexum＋・2；ムn9 Chrysospleni um flagelli fen叩 l・3, Barbarea orthoceras +, 
Drepanocladus uncinatus +, Mn孟凶mpunctatum +, Plag五othec;um spec. +, Leskea pol ycarpa +; in 10 Pog。natumurmgerum +, Rubus 
yabe> v. marmoratus +, Agroshs clavata +; rn 11 Cornoptens crenulatoserrulata 2.3, Chntonエaudens;s 1°2, Codonopsis lance。－
lata +, Polygonatum macranthum +, Polyst>chum retroso-paleaceum +, Daphne miyabeana +, rn 12 Tngonotis qmhermu +, Leuco-
sceptrum japonicum 1・2;in 13・Salixre>nii S-1・1, Euonymus alatus v. cdiato-<lentatus +, Lrndera membranaceus 1 1, Hy<lrangea 
pamoulata S-1.1. -

Fund。rte K; tadake m 肱 auhi-Gebirge(1, 2), Cho-gatake団組daGebirge ( 3, 5-9), Hotaka-d出 e;m出 da-Gehirge （処，10,11), 
Harinoki-d必《e(l2,13).
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Eu on口ymustricarpus 

Tiarella p。lyphylla
Prun則snippomca 
Streptopus ampleu fohus v. papdlatus 

Paris vert>cdlata 
L。niceratschonosミii 
Oplopanax japonicus 

Ribes japonicum 
Sm'1acrna hondoensis 
Sorbus matsumurae 
Vaccinium ovalifolium 

Kennarten d. Klasse.ー
Glyceria alnasteretum 

Heracl eum du lee 
Diphylleia grayi 

Milium effusw' 
c。n>0selinumfilicinum 
Gal孟umkamtschaticum v. acuh fohum 

Veratrum album v. oxysepalum 

Rumex montanus 
Veratrum stamineum 
Thalictrum aquileg>folium 
Fn till aria camtschaticum 
Polemomum acutifolium v. mppom cum 

Lychinis gracillima 
Pleurospermum camtschaticum 

Hyperi cum kamtscha t> cum 
Aconi tum senanense 
Anthoxanthum japomcun 

E単主斗丘ム
C>micifuga simplex 
Galium kamtschaticum 

C孟rcaeaalprna 
Betula ermani五
Dryopteris austriaca 
Alnus maximowiczu 

Oxalis acetosel la 
Sax主fragafusca v. kikubuk> 
F主hpendulakamtschahca 
Plectranthus kameba v. lati f。11us
Strept。pusstreptopoides v. japonica 
V' burn um furca tum 
Gah酬 japonicum
Polystichum braunu 
Adoxa moschatellina 

Tn 1 hum small i> 
Polygonum cuspidatum 
lmpat孟ensnoh tangere 
Geum macrophyll山首 v. sachal inense 

Peracarpa carnosa v ・ c>rcaco> des 
Serbus coo mixta 

トlarnnthemumd>latatu' 
Carex fohosェssima
Rubus 1kcnoanus 
Calamagrost>s hakonens>S 
Athyn um pycnosorum 
Cal創，.grost主slangsdorff孟Z
Acer tsch。noski> 
Angelica pubescens v. matsumurae 
-Carex dolichostachya v. glabernma 
Cornus controversa 

Sa=fraga pet>olans 
Carex fernald孟ana
Senecエonemorensis 
Rhododendron albrechhi 

Betula coryldoha 



タカネイバラーダケカンパ群落はカラマツ群落の上限界付近にあり ，沢状の雪の吹きだま

る所に成立している。その生育環境は少なくとも春から初夏にかけてはp 残雪は消え， i亙

水性の良い土取のため，かなり乾燥している。乾燥の程度の強い所では，林床にコケモモ

あるいはベニバナイチヤ クソワが密集し，隣接するカラマツj洋決と同質の組成を持つに至

る。このよっな他分は， もとより広東革本 低木1洋治の概念には入らず， コケモモ トウ ヒ

fr綱に所属すべきものである。広柴草木の多い湿った立地には，クルマユリ ， トモエシオ
ガマ，ヤハズヒゴタイなど広葉草原の種が多 く入り，時にはイワノガリヤスが優占するこ

ともある。全般にタカネノガリ ヤスーダケカンパ群集に近似しており，その新期火山におけ

る断片， あるいは先駆相と見ることができょう 。

J. ミネヤナギ ミヤマハンノキ群落

Salixアeinii-Alnusmaximowicziz二Gesellschaft

富士山の森林限界付近には，ミヤマハンノキとミネヤナギの高さ lm内外の群落が，ダ

ケカ ンパ林，カラマツ林を縁取り，あるいは小沢を埋め，あるいは砂磯原中に直径数mの

島状を成して広く生育している。このうちのあるものは，コケモモや蘇苔地衣を多く持ち

コケモモー トウヒ群綱に近い組成を持っているが，他は，ヤハズヒゴタイ，イワノガリヤ

ス，コガネギクなどの広葉草木を多く混じている。

このミヤマハン ノキとミネヤナギが主体となった組成の貧弱な低木群落は， 富士山に限

らず全国の新らしい火山に広く見出され，千島（館脇1925）でも広大な群落を形成するこ

とが知られている。 これらの群落は，何れもその種類組成が多様で，コケモモ トウヒ群

綱に近いものから多くの広葉草木を持つものまでがあり，しかもそれらが同一地域に生じ，

何れも組成が単純，断片的で群落分類上の取り扱いには多くの困難がある。無論これらの

各群落には地域的特質がその種類組成の上に多少なりとも反映しており，これらをすべて

一括してWI－落単位とすることはできない。たとえば櫓前山では，ウコンウツギやエゾマノレ

バシモツケが多く混入するのが独特である。これら群落の統一的分類は更に広域からの資

料を集積せねばならないが，地域ごとに分差のあるこれらの群落を，それぞれ群集として

認めることには賛成できない。この辺の事情は火山砂棟地の疎生植生（大場1969）と似て

し、る。

K. フサガヤーヒロハカツラ群集（表9)

Cinna latifolia-Cercidiphyllum magrlificum-Ass. nov. (Tab. 9) 

広葉草木一低木群訴は3 亜高山帯の河II仰木としての性格があり，ブナ群綱域のヤナギ好！

の群落に対応する立地を占めている。本州、｜中部1.Li岳のE高山帯中～下部の河床部には，オ

オバヤナギとド ロノキを主体とした河昨林があり，多少なりと も河床に砂1擦の堆積のある

沢では，かなりの高さにまでこの河 ＇ll林が昇っている。 多くの場所では，このオオノfヤナ

ギ林の上限と，ダケカンパーミヤマハンノキ林との聞が急、流の谷となり， そこが河畔林（あ

るいは河床林〉の空間となっている。しかし赤石山系の北部と， 飛騨山系の南部で、は，こ
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34・
地図 9 フサガヤーヒ ロハカツラ許可

集
Karet 9. Cinna Ia tifolia-Cer・

cidiphyllum-Ass, 

立地を占める ようになる。

こにヒロハカツラの侵占する河II伴林が成立し， それが

雪崩の集中する谷などでは樹高を低くしながら高く昇

り，ミヤマハンノ キ4木lこJ妻してし 、る。ヒロハカツ ラ』木

は多く受光量の少ない谷に生じ，シラビソ オオシラ

ビソ林に密に接しているので，ヒロハカツラのやや透

光性のよい樹冠にもかかわらず林内は暗L、。低海抜の

シラビソーオオシラビソ林中にあるものでは高さ20m

に近い林分を形成するが，高い所では雪崩の影響が強

まって， 下向伏臥し，多岐した樹幹を持つようになり，

樹高も 2m程に低下する。

群落中にはヒロハツリパナなどフナ群綱の種が比較

的多く生ずるが， ミヤマドジョウツナギ，クロツ リバ

ナ，オガラパナ，ミヤマハンノキ， ミヤマメシダ，

ドリユキザサなど亜高山帯の広葉草木一低木群落に共

通する種も多い。河畔林の常として構成種数が多く，

平均種強に達している。フサガヤとヒロハカツラの

組み合せをも ってこれを独立の群集として扱うことに

したし、。

フサガヤーヒロハカツラ群集は，上高地一帯で多くの

資料を得たが， 赤石山系の北部にも生じ，ここでは北

岳の調査資料を示すが，仙丈岳および荒川岳の北面な

どでもこの群集を見ている。また飛騨1-Li系の針ノ木岳

雪渓の下方でも調査することができた。これよりも 日

本海寄りの山地で、は， ヤハズハンノキの群落が同質の

赤石山系と飛騨山系のものは若干組成に差があるので，仮に飛騨山系のものをヨブスマ

ソウ亜群集，赤石山系のものをオドリコソウ亜群集として区分してお く。

L. オオパユキザサーヤハズハンノキ群集 （表10)

Smilacina hondoensis-Alnus matsumurae-Ass. nov.〔Tab.10) 

Syn. Alno・Betuletum( 0 HBA 1965) 0 HBA 1968, Su bass. von 

Alnus matsumurae 0HBA 1968 

ヤハズハンノキは本州中～北部に分布するが，その生育士山はかなり多様で，L、くつかの群

綱にまたがっているように思われる。そのうち日本海側の多雪山地で， 亜高山帯の残雪の

遅くまで残る斜面や谷に生ずるヤハズハンノキ群落は，比較的多くの広葉草木を持ち，ダ

ケカンバi洋集などと も共通する種類が少なくない。これをオオノ〈ユキザサーヤハズハンノ

キ群集として認めておきたい。群集の区分種としては，ヤハズハンノキのほか， オオノ〈ユ

キザサ，ヒロハテンナンショウ，タカネサトメシダなどが挙げられる。
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11 

Kilら＇•
19ら5
SSW 

JO 
100 
2 

90 
80 

12 

Tab. 10. Smi lac ma  hondoensis-Alnus ma tsumurae-Ass. 

1 = Subass. v. Carex fohosisS>ma, 2 = Subass. v. Carex dolich。stachya v. glaherrima, 
J = Subass. v. Sasa paniculata. 

2 

l 2 J 4 5 6 7 8 9 10 
S7J S75 S79 Tl T2 TJ Tら T5 T6 T7 
20ら02050 2055 1960 1960 1980 196o 1960 1980 1980 
S SSW SSE S S - S S N 

ら0 25 15 15 - 15 15 - 25 
らう らO - 15 20 15 20 15 25 20 

J 2・5 J J 1・5 2 J 2・5 J 1°8 
60 6o 75 80 50 40 60 50 50 Bo 
80 85 80 50 90 90 90 80 も0 80 

21 23 26 12 12 12 17 19 21 3ラ
Schicht 

Nr. d. Aufn. 

Feld.-Nr 

Meereshohe ( m) 

Exposition' 
Neigun9(0）内
Aufnahmeflacl、e(mι）
Hohe d. Vegetation(m) 

Deckung d. Strauchschicht(%) 

- Krautschicht（判）
Artenzahl 

5・53・3 3・3 3・も 品．ιJ.I, J.J 1.1 
J.J .・ 1・2 ・ 3・J 1.2 
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+ .2 
+ 2.2 
2.2 
＋＋  

+ ，ドι
2.3 5.1金

1°2 1.2 
+ 2.2 

＋ 

J.ら ．
2.2 • 
+.2 1-2 

・ ＋.2 

3・3
1.2 

2

2

1
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+ 1.2 + 

・．．
＋ ．．  
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1-2 1-2 + • + 

1-2 +.2 

• 1°2 2.3 • J.J 
・ ＋ ．

・・・・ ＋.2
• . 2.2 

+.2 
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1.2 • 

・．
＋ ＋ 

+ .2 1.2 
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・．

Ke畑n-u. Trennart d. Ass. 

D Alnus matsumurae 

Smilacina hnndoec】5's 

Trennarten d. Subass. 
Carex foliosissima 

Kl Glycena alnastereturn 
V Rubus vernus 

Cim1c1fuga simplex 

Kl Conioselinum filicinw" 

Athyrium v1dal11 

Arisaema robustum 
Kl Liliun medeoloides 
Trennarten d. Subass. 

0 Smi lacina yesoe畑sis
Car ex d。llchostachyav. glaber，主ma
0 Oplopanax Japomcus 

Kl Veratrum stamineurn 

Melomopsis orientalis 

Sasa kun lens> s 
0 Acer ukurundec、Se
Oxalls gn ff> thu 
Kl Lastrea querpaertensis 

Trennarten d. Subass. 

Sasa pamculata 

Kl Calarnagrostis long孟seta
Kennarten ct. Verbandes u. d. Ordnunq・
Streptopus arnplexifolius v. papillatus K 

Polystichum mcrnchlarnys K 
Paris j aponi ca K 

Yacc1niurn ovallfollum K 

Aconi tum gigas v. hondoense K 

Tiarella polyphylla K 

Kennarten d. Klasse 

Tilingエaholopetala 

Trautvetteria japomca 
Gahwn karntschahcum v. acuhfolium 

Diphylleia grayi 

Athyri山nmelanolepi s 

Carex aphyllopus 
Rumex montanus 

Astilbe thunbergii v. formosa 

旦盟とと丘ι
Trilli四百 smallii 

Dryoptens austriaca 

Streptopus streptopoides 

Acer tschonoski i 

ら．らら．ら 5.5

1.1 

3・J 2.J 2.J 
2 J 1.2 1.2 

九．ら ＋

＋＋  

＋ ． ＋ 
＋ ． ＋ 
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k
k
k
k
k
k
k
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k
k
k
k
k
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s
k
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K
K
K
K
K
K
K
K
 
K
K
K
S
K
K
K
K
S
K
K
K
K
 

Peracarpa carnosa v. circaeo1des 

Oxalis acetosella 

Maianthemwn dilatat凶n

Sorbus comm1xta 

Plagiogyrェamatswnureana 
Athyrium pinetor山胃

Paris tetraphylla 

Aufierdem je einmal in Aufn. Nr. z, Calamagrostis hakonensis J.4; in )' Thalictrw羽 filamentosum+, Viola 
verecunda v. fibrillosa +.2, Saxifraga fusca v. k叫dbuki 1.2; in 9, Shortia soldanelloides v. alpina +, Coptis 
tnfollata +, Carex blephancarpa 1 2, Vaccinium smal11 +, Osmandastrum cinnarnomea v. fokiense +, Polyshcho-

psis mutica +, in 10・Acerni pponi cum 1・1, Struthiopteris Castanea +, Phegopteris polypodioides +.2, Diplo-
phyllum albicans +.2, Mniurn hornum +.2, Scapama spec. 1.2, Brachythec1um brothen h2, Viola brev1stipulata 

2・2,R1ccia spec・2.J, in 11 Hylocomiurn splendens +.2, Thuid1um spec・＋・

Fundorte：地aotoko-yarnain Hida-Gebirge (1 -J), Nakano d出 e, Prov. Echigo (J・ 10), Tairapyo-ya間川
Tam gawa-Bergmassi v. 
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オオパユキザサ ヤハズハンノキ群集の生育地はチ

シマザガあるいはク マイザサの諸：集するササ原の中に % 

あるのが判通て、3 そのl"l状i11lの遅くまで雪の成る出！っ

たj好に白状に計千併 を ！＆すのが一般である 。 1r~下集の分イ［ J

はチシマササ， クマ イザサーのササ原の分ギ［1する地域に

ほぼ一致するように忠われる。東北地方にはこの＇［／＇［：集

が広く分布するものと考えられるが，個々の植分が点

在的で，現在まだ充分な資料を得ていない。月111，飯

豊山などでの観察によると何れもミヤマナラ林帯を中

心として雪崩斜面に生じ， ミズキ，テツカエデを多く

生ずることが多い。またヒメヤシャフシのj群落と接し

ていることもある。これら植分を含めてヤハスハンノ

キ群治は更に多くの資料をもとに再検討が必要であろ

III. 高次の群落単位

。
、「ノ

前章で記録した群集および1t下絡のうち，木リ、｜、｜に産す

るものは， ミドリユキザサ， ミヤマメシダ，キイトス

ゲ， ミヤマゼンゴ，オオレイジンソウ，べニハナイチ

コ＼カラクサイ ノデ，キヌガサソウなどによ って一群 34・
にまとめられる。これに対し北海道のものは，なお資 地図 10.オオパユキザサヤハズ

料が不十分であるが， ミヤマメシダがエゾメシダに置 ハンノキ群集
Karte 10. Smilacina hondoerト

き換わること， オオレイ ジンソウがエゾノレイジンソ sis-Al nus ma tsumurae-

ウになること，チシマ フウロ， ミミコウモリなどの区 Ass. 

分種を持つことで本ナ｜、｜のものに対立する一群を成すものと考えられる。この本州と北海道

の両群を， それぞれ， ミドリユキザサダケカンパ群団，エゾメシダーウコンウツギ群団と

して認めることにしたい。先に著者はこれら広東草木一低木群落の上級単位としてミヤマ

ハン ノキーダケカンパ群団を提唱したが，それは本州， 北海道を一丸としたものであった

ので，ここに改めて二群団を認め， ミヤマハンノキ ダケカンパ群団を異名に落すことに

する。また鈴木時夫他 (1964）のようにタケカンハ群集の上級単位としてダケカンパ群団

を置くものもあるが，ダケカンパ群団の;glはすでに中野 (1942）によ って使われており，

そこでは本州と北海道の亜高山針葉樹林をー｝;5して扱うに際して共通の樹種が発見できな

いために，ダケカンパをその代理にたてたという事情があり，この名を群綱を異にする広

i:;~草木一低木群搭に用いるのは混乱をまね く恐れが強い。

ミドリユキザサーダケカンパ群固とエゾメシダーウコンウツギ群団には，オオパタケシマ

ラン，ウラジロナナカマド，クロツリパナ，クルマハックパネソウなどが共通し，これら

の亜高山広柴草木 低木林に特徴的な種類によ って，両市二回をオオパタケシマラン ミヤ

マハンノキ1＃目にまとめる。

群団あるいは群目の区分極としてあげたもののうらには亜高山針葉樹林中にも出現する

種が少なくない。しかしこれらの低木あるいは広川市木は，シラビソーオオシラビソ林あ
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るいはエゾマツートドマツ林中において平凹多湿な部分にのみ生じ，しかもそこでの生活力

は低く，これらが針葉樹林に結ひ＠ついた種類であるとは到底いえない。これらの種は，広

葉草木一低木林に本拠があり，針葉樹林中の多湿肥沃地にも入りこんで，そこで針葉樹林の

下位単位の識別種としての役割を果していると考えるのが妥当であろう。勿論その入りこ

む程度にはいろいろのl隔があり，ダケカンパの如きは極めて広範に亜高山針葉樹林に混入

するがため，その生活の重点が広葉草本一低木群落にあるとしても，既にその区分種とし

て用いることはできない。

オオパタケシマランーミヤマハンノキ群目は，亜高山帯の雪崩斜面，崖錐などに成立す

る広葉草原との聞に共通の種類が多く， これらの種をもとに一個の群綱， ダケカンパーミ

ヤマキンポウゲ群綱にまとめられる。その標徴種としては， ミヤマセンキュウ，イプキゼ

リ， タカネスイバ， ミヤマドジョウツナギ，オオノくショリマ，ハクサンボウフウ，カラマ

ツソウ，クルマユリなど多数を挙げることができる。

ダケカンパーミヤマキンポウゲ群綱の分布域は，その主要の構成種の分布から推すと，本

州、｜，北海道のほか，千島，カラフト，カムチャッカ南部，沿海州など日本海とオホーツク

海の沿岸地方に広く及ぶものと考えられる。これは先に発表した高山荒原の群綱であるコ

マクサ イワツメクサ群綱とほぼ同じ領域を占めることになる。

日本周辺の資料は数少ないが，カムチャッカにおける Hulten(1927: p. 26）のAlnus-

G!yceria-Athyrium ass.などは疑いもなくオオパタシマランーミヤマハンノキ群目に入

るものであろう 。

日本では本州中部以北各地のほか，紀伊半島山地，および四国山地にもオオパタケシマ

ランーミヤマハンノキ群目の範鴎に入る群落が存在するものと予測される。

ダケカンパーミヤマキン ポウゲ群綱はヨーロッパの Betulo・Adenostyleteaに近縁で，

それの日本周辺地域における対応群綱と考えられる。双方の群綱の群落は相観的にも近似

したものが多いが，フロラ的にも類縁が認められる。属段階でみても，ハンノキ属，シラカ

ンパ属，キンポウゲ属，キンパイソウ属， トリカプト属，シシウド属，ハナウド属，スイ

カズラ属，タケシマラン属，ユリ 属，パイケイソウ属などが共通である。群落学的には未

知のシベリア，北アメリカなどでも近似の群落が生育することは断片的な報告からも確実

で，これらの群落は共通の群綱群にまとめられる可能性が強い。さしあたり日本とヨーロ

ツパを比較すると次のような分類群が共通してし唱。

Alnus sect. Alnobetula 

ノlconitumsect. U mbrosa 

Geranium sect. Sylvatica subsect. Eusylvatica 

Cortusa matthioli s. I. 

Athyrz・umalpestre 

St reρtoρus amρlexifolius s. I. 

Veratrum album s. I. 

Phleum alρin um 

λ1yosotis sylvaticα 

Clyceria lythuanica 

Brachythecium reflexum 

Rumex arifolius (cum R. montanus) 

87 
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このほか更に Salix,Paa, Lanz・cera,Heracleum など多くの属の属以下の Taxonが

加わるはずである。これらの種をもとに全北区全般の亜高山帯〔あるいは亜寒帯〉の広葉

草原と広葉草木を持つ低木群落全般を総括する含みで，日本とヨーロッパの両群綱を一個

の上群綱 Klassen-Gruppeとして Betulo・Alneaとすることにしたい。

なお上群綱の定義lこはL、ろいろあって定説が無いようであるが，著者は群綱と上群綱と

の聞に特別の障壁を認めず次のようなプ リンシプル を基に考えている。“植生分類学上の

群落単位は（上群綱までを含めて〉区分分類群（Kenn－又は Trenn・Taxon又は Taxa)

によって規定される”このような考え方で処理されたものとして，日本の海浜植生の例

(Ohba, Miyawaki-u. Tilxen 1973）を参照されたい。

Betula-Alneaに入るべきもの例と しては，中国，小五台山 （Yang1937）の Betu!a

frutic Jsa-ass.があげられる。 Lanicera, Saussurea, Ranun:ulus, Trollius, 

Cortusa, Pedicularis, Aconitum などの各属からなるその組成は， Cyρri1うedium

guttatum, Corlusa matihioli s. ！.などの Betulo・Alneaの区分分類群をも持ち，こ

の上群綱に入ることは間違いないものと考えられる。

その他 Betula-Alnea全体の比較検討，展望は， 次報で “日本の亜高山広葉草原” に

おいて論じたい。

IV. 群落の分布と由来

亜高山帯の広葉草木 低木群落は，針葉樹林の卓越する地帯にあって，地形的に不安定

な立地に生ずる土地的な群落であって，一種の“持続する先駆植物群落”としての性格を

もち，立地の安定化が進めば針葉樹林に遷移が進行し，また何らかの外因で針葉樹林が破

壊されその成立が妨げられるとそこに移民する。従ってその群落はE高山針葉樹林の発達

する地域でその組成が豊富で，多雪などの影響で針葉樹林の勢力の弱L、地域では広葉革本

一低木群落も単純化してL唱 。従って歴史的にもこの両者は一つのセットとして発展して

きた可能性が強い。日本においては亜高山針葉樹林に対応して広葉草木低木群落が変化し

ているのを見てもその辺の事情が推察される。そう見てくると，他の亜高山，高山植生で

も見られるように，本州、｜と北海道の聞にギャップがあること，北海道の群落は更に千島，

カラフトなど北方にひろがっていること，本州、｜と北海道以外を含めたものがやは り一つの

大きなカテゴリーにまとめられ，それは日本海とオホーツク海沿岸地域で一つのまとまり

を示す点などがこの広柴革本一低木群落にもあてはまる。日本以外の植生調査資料が乏し

いので詳細な論議はむずかしいが，オオパタケシマランーミヤマハンノ キ群自の分布域で

代表されるような，この日本海 ・オホーツク海沿岸地域の亜高山，高山植生は当然氷期を通

じて一つの共通の地史的な群落および種属の形成母体であったと考えられる。しかし雪田

植生のよう に， 日本から千島，アリューシャンを経てアラスカに及ぶ環北太平洋沿岸型の

好湿潤気候型の植生類型もあ り，日本のすべての高山，亜高山植生が日本海オホーツク海

沿岸型に入るものでないことは勿論で，日本の高山，亜高山植生はこれら幾つかの地史的

背景を持つ植生類型から成り立つ重層的あるいはモザイク的なものであろう。しかしその

うち最も大きな位置を占めるのがこの日本海ーオホーツク海沿岸型であるのはたしかであ

る。この日本海 ・オホーツク海沿岸型の分布を持つ植生類型は，大抵の場合，本州中部山

岳を中心とする本州の独立性が高く， 木州と他の残りの地域全部が対応するほどである点



が著しい。これは本州中部山岳の高山， 亜高山植生の隔離が完全でしかも早い時期に起っ

たためであろう。キヌガサソウなど形態的分化の著しい種の存在がそれを物語っている。

亜高山針葉樹林はその質的な重点が本州中部で、は赤石山系と八ヶ岳にあるのに反して，広

葉草木一低木群落の重点が飛騨山系など北方に傾いているのは興味ある点である。しかし

これら北方に重点のあるキヌガサソウなどが，裏日本型の多雪山地に新生したものと考え

るには問題が多い。現在裏日本多雪地に特徴的と考えられる種類の大半はブナ林に密接な

関係のある種類で， その何れもが表日本に母型と考えられる種類を持ち，その両者の形態

的分化は僅かである。 これに反し亜高山帯から高山帯に生ずるいわゆる裏日本型の植物は

キヌガサソウ，シラネアオイなどをとっても明らかなよう に形態的に極めて独立性が高く，

表日本にその対応種が見出されることはない。これらの種類は，むしろ本州中部山岳全般

に広く分布していたものが，気候の温暖化，特に赤石山系の寡雪化にともなって，そこで

は消失し飛騨山系などだけに残ったものと考えられ，ユキツバキ，ヒ メモチ等ブナ林域の

裏日本型植物よ りはその分化が一時期も二時期も古いものであろう。現在赤石山系に残る

好多雪地型植物の遺存的な弱化した生活を見てもそのことが推定される。例えばモ ミジカ

ラマツ，キンチャクスゲ，オオサクラソウなどがその例である。すでに赤石山系から消失

したものの例にはイ ワイチョウ， ハクサン コザクラ，キンコウカなどを加えてもよいので

はないかと思われる。

V. ま と め

日本の亜高山帯を中心に広く生ずる広葉革本を多く ともなう低木群落の群落単位が記録

され，その体系が提案された。

日本の広葉革本低木群落は，オオパタケシマランーミヤマハンノキ群目に統括され，亜

高山帯の広葉草原の群目とともにダケカンパ ミヤマキンポウゲ群綱にまとめられる。ダ

ケカンバーミヤマキンポウゲ群綱は日本海，オホーツク海沿岸地をその分布固とし，ヨーロ

ツパの BetulD・Adenostyleteaのほか， まだ未知の北アメリカ，シベリア，コーカサス

などの同質の群落と共に，旧北区を一括する上級単位，Betulo・Alneaに集約される。

Betuln・Alneanov. 

ダケカンハーミ ヤマハン ノキ群綱群

BetulG・RanunculeteaOhba 1967 

ダケカンノくーミヤマハンノキ群綱

Str邑ptopo・Alnetaliamaximowiczii nov. 

オオパタケシマランーミヤマハンノキ群目

Smilacino yesoe11sis-Betulion ermanii nov. 

ミドリユキザサ ダケカンパ群団

Sorbo mat>umuranae-Betuletum ermanii A雪s.-Gruppenov. 

ウラジロナナカマドーダケカンパ上群集

Betul吋um ermanii Suz.-Tok., Okamoto et Honda 1964 

ダケカンパ群集

Calamagrosti-Betuletum emanii Asano, Sumata et Fujiwara 1972 

タカネノガリヤスーダケカンバ群集
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Polystichum microchlamys Rubus vernus-Gesellschaft 

カラクサイノデーベニバナイチゴ群落

Cirsium  gaujuense-Alnus maximowiczii-Ass. nov. 

ガンジュアザミーミヤマハンノキ群集

Cirsium ugoense-Alnus maximowiczii-Ass. nov. 

ウコンアザミ ーミヤマハンノキ群集

ViJla vire乙undavar. fibrillosa-Alnus maximowiczii-Gesellschaft 

ミヤマツボスミレーミヤマハンノキ群落

Smilacina hondoensis-Alnus matsumur・ae-Ass.nov. 

オオパユキザサーヤハズハンノキ群集

Cinna latifolia-Cercidiphyllum mag-nificum-AsE'. nov. 

フサガヤーヒロハカツラ群集

A thyrio brevifrons-Weigelion middendorffianae nov. 

エゾメシダー ウコンワツギ群団

Aconitum gigas-Weigela middendroffiiana-Ass. nov. 

エゾノレイジンソウーウコンウツギ群集

Ar1gelica anomala var. kawakamii-B色tulaermanii-Ass. nov. 

ホソパヨロイグサーダケカ ンパ群集

Angelica ursina Betula emanii-Gesellschaft 

エゾニュウーダケカ ンパ群落
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H宮、主努現盟B S司E・E・－・E・－.竃￥.＂！
1. ダケカンバ林l;J:, しばしば亜高山創業I!ii林の上部に幅広く山現し，いわゆる
ゲケカンバ帯を形成する（赤石山系・塙見岳〕。
Abb. i. Sorbus matsumurana-:Sctula ermanii-Ass.-Gruppe bilclen im 
Zen tr且I-Honshumanchmal zwisch巴ncl er su balpi nen N aclel holzwalcl巴rn
uncl Zwergkiefer-Zone eine schmale Vegetations-Zone (Shiomi clake im 
Akaishi-Gebirge). 

に一’ .~

2. 冬季のダケカンパ林 （赤石山系・i担見岳〕。
Abb. 2. Betula ermanii-Gesellschaft im Wint巴r(Shiomi-clake im Akaisht・ 
Gebirge, Zentral-Honshu). 

Pi. 11 



Pl. 12 

3. 高山帯下部，ハイマツ群落城の沢ぞいに上昇するミヤマハンノ キとウ ラジロ

ナナカマドの低木群落〔赤石山系 ・官l.r丈岳〉。

Abb. 3. Ni巴clrigeStauclen・Gebusch im 7.wergki巴fer・Zone, Calamagrosti-

Betuletum er man ii, Su bass. von Al nus maximowiczii am Senjo clake 

im Akaishi・Gebirge, Zentral・Honshu. 



. ' 
ヲh ' 

4. 崖錐上に生ずるダケカンバ林 （八ヶ岳 ・天狗岳〉。

Abb・ 4. Eine typische Bestand der Calamagrosti・Betuletumemanii 

auf Schuttkegel im Yatsugatak巴Massiv,Zentral Japan. 

Pl. 13 



Pl. 14 

5. ダケカンパ林の林内，タカネノガリヤス ダケカ ンハ群集のオオノtショリ 7

亜群集 （赤石山系 ・{rlr丈岳〉。
Abb. 5. Calamagro:sti-Betuletum esmanii, Subass. von Lastrea quel-
paertensis in Senjo-dake im Akaishi-Gebir ge. 

6. タカネノガリヤス ダケカンハ群集，オオノ4ショリマ亜群集。低木層にはミ
ヤマハンノ キが多い（赤石山系 ・仙丈岳）。
Abb. 6. Calamagrosti・Betulet・1m ermanii, Su bass. von Lastrea quel-
paertensis (Senjo dake im Akaishi Gebirge〕ー



7. コケモモートウヒ群綱に属するダケカンハ林の一例，林床にはノ、イマツが優占
している（飛騨山系・前穂高岳〉。
Abb. 7. Eine Betula en河anii-G巴s巴llschaft die d巴r Vaccinio-Piceetea 
geh ~ rt Die Strauchschicht besiedelt dicht Pinusρumila (Maehotaka 
dak巴 imHide-Gebirge). 

8. 富士山のダケカンハ林の一肌林床は10096コケモモでしきつめられている。
これもコケモモ トウヒ群綱に属する植分であろう。
Abb. s. Vacci削・umvitisidaea-r巴icheBetula en町Z日iiGesellschaft auf Fuji 
san, diese Gesellschaft auch Vaccinio・Picceteagehoren mu,B. 

PL 15 



Pl. ・16 

9, 高山帯の当のliくまで残る凹所に生ずるミヤ
マハンノキ，ウラジロナナカマドとダケカンパ
の低木群落（木 1,'1＇，＇！.狗ケ岳 ・前岳〉。
Abb. 9. Obergrenze der Stauden Gebi.isch im 
Kiso-koma-gatake etwa 2750m i.i. M. 

10. 氷創！カーノレ盛の下部斜面に生ずるダケカン
パ林（木凶駒ヶ岳 ・千丈敷カーノレ〕。
Abb. 10. Betuletum ermanii auf Steil-Hang. 
der alt巴Kar-GletscherWand ist.〔Kiso-koma
gatake im) Kiso G巴birg巴， Zentral-Japan).

11. Jl：錐卜部のダケカンパ， ミヤマハンノキ等の低木群落〈上両地 ・併風岩下部）。
Abb. 11. Cinno Iatifoliae・Cercidiphylletummagnificae auf Shuttkeg巴l
(Hotaka-dake im Hid-Gebirge). 



12. 大型雪国周辺のミヤマハンノキ群落（鳥海111・河原宿付近〕。
Abb. 12. Cirsiurn ugoense-Alnus maximowiczii-Ass., di巴 wachstneb巴n
gro,Bc. Ii巴gengebli巴b巴ndeSchnee (Chokai・san, N Honshu). 

13. オオノ、ユキザサーヤハス。ハンノキ群集〔越後三l上l・中ノ岳〕。
Abb. 13. Smilacina hondoensis四Alnusrnaximowiczii-Ass. auf Nakano・ 
dake in d巴rEchigo-Provinz, Honshu. 

Pl. 17 



長1.-is 

14噂 大雪山，北 日l平付近のエゾノレイジンソウーウコンウツギ群集。周縁には
ミネヤナギが多L、。
Abb. 14. Aconitum gigas-Weigela middendorffiana-Ass. im Daisetsu-
Massiv Hokkaido 

15. カラクサイノデーベニバナイチゴ群落，
雪国の縁に生じ， ヤハス’ハンノキ林に接する
' (/lJ』変三山 ・中ノ ！Ir）。
Abb. 15. Polystichum microchlamys-Rub・ 
us vernus-G巴sellschaftauf Nakano-dak巴
in d巴rEchigo-Provinz, Honshu. 

16. ミヤマハンノキ11平溶の林床． ミドリ ユキザサ
イブキゼリ， ミヤマシシウ ドが多い 〔岩手l」1）。
Abb. 16. Die Krautschicht der Cirsium ganj-
uense-Alnus maximowiczii・Ass.im Iwate 
san. Wir konnen r巴ichlichSmilacina yesoe 
nsis. Tilingia haloρetala und Angeli・capu 
bescens var. matsumurae seh巴11.
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日本 産高 山植物ノ ー ト（2)*

晶 橋 秀 男

Notes on Japanese Alpine Plants ( 2）本

Hideo TAKAHASHI 

5. ミヤマ ミミナグサの変異とクモマ ミミナグサ

ミヤマミミナグサ Cerastiumschizoρetalumは MAXlMOWlCZが1888年に須｝1 f長之

助の甲斐駒ヶ岳で採集した標本にもとづき記載発表（Bull.Acad. Imp. Sci. St.-Pet. 32 

: 483）したものである。その変種とされて いるグモマミミナグサ C. schizoρetalum 

var. bifidumは最初 C.alpinum var. be'l'ingianumや c.αJρinumにあてられて

いたが，小泉秀雄は1921年に C.yazawanum H. Koizumi クモマ ミミナグサなる新名

を与え， 簡単な和文解説 （信濃教育421号〉を加えた。しかし1936年には大井次三郎が C.

ru戸colaOhwiグモマミミナグサとして記載のともなった正式発表〈植研12:379-380〕

をおこなった。翌1937年に武田久吉はミヤマミミナグサの変種説すなわち C. schizo-

ρetalum var. bifidum Takeda を提唱した （高山植物図梁〉。現在はこの変種説が最

も有力である。

ミヤマミミナグサは叢生し， 茎は高く直立しl0-20cm，がく片は密に毛があり，花弁は

倒卵状ひ針形から倒卵形で2裂し，小裂片はさ らに2裂，先端は尖る。 小裂片はまれにも

う1回2裂することもある。種子は0.6-1仰で表面に低L、突起がある。これに対しグモマ

ミミナグサは叢生せず，丈低く下部は地上に伏し，がく片は疎らに毛があり，花弁は長だ

円形， 単に2裂するだけで先端は円形まれに少し凹む，小裂片はさらに2裂することもあ

るが，きわめて例外的である。種子はo.9-1. 3問でミヤマミミナグサに比べるとやや大き
く，表面に｛郎、突起がある。

分布は前者が赤石山脈，木曽山脈，八ヶ岳連峰，飛騨山脈（乗鞍岳1），針ノ木岳2〕，船

窪岳一不動岳2〕，鹿島槍ヶ岳など〉， 後者が白馬連l峰（朝日岳， 雪倉岳，小蓮華山，清水

岳，白馬岳一唐松岳，八方尾根〉と叙岳3〕，立山4）に知られ，両種とも主と してハイマツ

* Continued from Bull. Kanagawa Mus. Vol. l, No. 4:18-24 (1971) 
1) 杉本順一（1963）：長野県地物総目録長野林友5:18 

2) 高橋秀男 ・中村武久・平林国男（1969）： 白馬・後立山連峰とその東方山路のフロラ神奈川博研

幸長 Vol. l, No. 3 : 34, 

3〕 武田久吉他（1957）：改訂増補日本高山櫛物図鑑北隆館

4) M. M1zusHIMA (1963): THE GENUS CERASTIUM IN JAPAN Sci. Rep. Tohoku Univ.. 

S巴rIV〔BioL)29 : 277-294. 
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Fig. 7 Variation of Cerastium scizopetalum in the Mt. Aka-dake. 



常：の際原に生育する。奥山春季 (1966）の分布図によるとクモマ ミミナグサは飛騨山脈の

白馬岳から槍ヶ岳，穂高岳まで，ミヤマミミナグサはそれ以南本ナ｜、l中部の太平洋側の特産

としている（日本高山植物図譜〉。

このように両種は互にすみわけ，しかも分布区域は狭く限定されている。しかし最近臼

光の雲竜渓谷でミ ヤマミミ ナグサとクマミミナグサの新産地を報告した吉村克之 (1971)

は，そこでは両種が混生し花弁の切れ方も細かく切れ込んだものと 2裂するだけのものと

の間にある程度の中間段階的なものが存在するといわれる（植研46 7 8）。

ところで筆者も飛車＇Ii山脈左俣岳及ひー赤岳に日光産と同ーの変異を示す集団が存在するこ

とを知った。Fig.7でみるように単に2裂するものから 2裂した裂片がさらに2裂するも

のまで，切れ方のさまざまな段階が観察された。また切れ方も大部分が下整正であ り，同

一個体でも花毎に著るしい変異が認められた。

この地域に生育する株はすへて概形からみるとミヤマミミ ナグサに含められるものであ

るが，花弁の切れ方だけからみると明らかにグモマミミナグサじ以下クモマ型ミヤマミミ

ナグサと呼ぶ〕と同定できる個体も生育している。したがって日光雲竜渓谷と同様のクモ

マミミナグサとミヤマミミナグサの混在地域ということになる。ミヤマミミナグサの多産

する赤石山脈や八ヶ岳などでは花弁の切れ方の変異は少なく安定しているが，左俣岳や赤

ff,の集団ではこの性質がきわめて不安定で，ミヤマミミナグサの花弁は多型となり，クモ

マ型ミヤマミミナグサへは花弁の切れ方で連続している。したがってこの地域でみる限り，

クモマ型ミヤマミミナグサはミヤマミミナグサの種内変異の纏端型に過ぎず，グモマ型Pミ

ヤマミミナグサは品種程度の価値しかない。

しかもそれ自体分類は困難であり， ミヤマミミナグサの変異の11腐とみれば名は不用であ

ろう。

このような多型的なミヤマミミナグサに混在するクモマ型ミヤマミミナグサと限定され

た分布圏に生ずる白馬産クモマミミナグサとの関係はどうか，果して同一種か，あるいは

白馬産クモマ ミミナグサは従来通りミヤマミミナグサの地方変異とするのがよいか，その

場合クモマ型ミヤマミミ ナグサをどこに位置づけるか， 本報では花弁の形を重視して比較

検討を試みた。この種の花弁の形は脳葉標本になると明確な相違が見出せないので，写真

a c 
Fig. 8 Petal shapes of Cerastz・umschizoρeta/um (a), C. schizoρetalu1刊

of 2-lobed type (b) and C. ruρicola ( c ). 
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または現地で開花している状態を観察するより他はない。

Fig. 8はミヤマミミナグサの基準形と 2型のクモマミミナグサの典型的な花弁を模式的

に描き比較したものであるが，この三者にはかなり明瞭な特徴が見出せる。すなわちミヤ

マミミナグサの基準形とミヤマミミナグサに混在するクモマ型ミヤマミミナグサはともに

花弁の形は同形で倒卵状ひ針形，小裂片の先端は尖っている。花弁は2裂か4裂かの差異

で， 実際はこの間に種々の変化があって切れ方の形質は不安定となっている。一方白馬産

クモマミミナグサは花弁の形が長だ円形，小裂片の先端は円形で，一般に花弁は常に2裂

する（Fig.9）。 しかしきわめてまれであるが不規則的に花弁が3～4裂する株も混生し

ている（Fig.10）。その場合でも花弁は長だ円形で先端はメL＼、。このことはクモマミミナ

グサにおいても潜在的に花弁は細裂する形質が内在しているものと考えられる。他の形態，

生態的特徴を加味すると白馬産クモマミミナグサは前二者とは明瞭な差異がある。大場達

之（1968）は高山の超l貨基性岩地の植生を論じた際，ミヤマミミナグサとクモマミミナグサ

の花弁の形に注目し，花の拡大した図を掲げた（神奈川博研報 Vol.l, No. 1 : 37-61）。

以上整理してみると左俣岳及び赤岳に産するクモマ型ミヤマミミナグサはミヤマミミナ

グサの2裂型ともいえるもので，ミヤマミミナグサの種内変異のー型とするのが妥当であ

ろう。白馬産クモマミミナグサとは2裂する点では類似しているが，花弁の形に相違があ

り， クモマ型ミヤマミミナグサに白馬産と同ーのクモマミミナグサの名をあてるのは適当

でない。ミヤマミミナグサは分布範囲や生育地の産量からみて，飛騨山脈や日光地方では

遺存的分布種と考えられる。左俣岳や赤岳におけるミヤマミミナグサの性質が不安定なの

は，この地域において新たに起こったあるいは起こりつつある小規模な分化と考えたL、。

なお日光産も吉村克之の記録からみると左俣岳や赤岳産と同一現象のよ うにも推察できる

が，現地調査を行なっていないので今後の課題としたい。

白馬産グモマミミナグサはミヤマミミナグサが超境基性岩地に侵入し，母種との問に地

理的隔離が起こり変型したもの （穴場達之，1968）と考えられ，形態的にかなり種化が進

んでいる。さらに生態や分布区域が異なっている点を考えあわせると独立種 Cerastium

rupicola Ohwiとして扱った大井次三郎の見解 (1936）に賛同する。なお飢岳と立山産

のクモマミミナグサについては生育地て守の観察を行なっていないので後考を期したい。

Variation of Cerastium schizopetalum and C. schizopetalum var. 

bifidum 

Cerastium schizoρetalum and C. schizoρetalwm var. bifidum that is treated 

as a variety of it differ in their distribution region from each other, and the 

region is limited narrowly in both species. The author, however, has become 

aware of the existence of a population on the mountains, Mt. Hidarimata-dake 

and Aka dake of the Hida range whose g巴neralform is similar to C. schizo-

petalum but the mode of breaking of petals shows a remarkably wide variation 

range, from the standard form of C. schizoρetalum in 4 lobes to the form of 

C. shizoρr:talum var. bifidum simply in 2 Jobes. The mode of breaking was 

mostly irregular and variation was observed from flower to flower. 

Then, noting 3 kinds of petal forms by di vicling into 3 forms, i. e. the slanclarcl 

form of C. schizoρetalum, the C. schizoρetalum form of C. schizoρetalum var. 



Fig・9 Cerastium rupicala in th巴 Mt.
Happo one. 

Fig. 10 Cerastu1刊 γuρicolashows the 
mode of irr巴gularbreaking pet-
als which are rarely observed. 
(photo by T. Ohba) 

bifidum-type mixed with the standard form, and the C. schizJρetalum var. 

bifidum form having a different distribution range, the author made com-

parison among them. As a result of this comparison, the following conclusions 

wer巴 reached:The C. s::hizoρ3falum of C. schizoρitalum var. bifidum-type 

produced on the Mt. Hidarimata dake and the Mt. Aka dake is of such a type 

that the petals of C. s;hizoρeialum are simply split in two, and it is reasonable 

to consider it as a type of intraspecific variation of C. schizJpetalum. On the 

other hand, C. schizoρztalum var. bifidum indigenous to the Shirouma mountain 

range is considered to be a variation type of C. schizoρetalum known as the 

mother species, which intrudes into an extra-basic rock region and undergoes 

a geographic separation, but its specialization has progressed fairly well morpholo-

gically. Further, when the fact that the ecological aspect and the distribution 

region are different is Dr. Ohwi regards it as an independent species, Ceras-

tium ruρicola Ohwi. 
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6. ハッポウワレモコウ

出馬連山Yitに隣峻する八方j宅恨は超l担基性!Elからなり，フロラや植生上興味深い地域とな

っている 〉この尾根の烈菱、I'：ーから2300m付近までは， 本米夏緑広当主樹林も しくは針葉樹林

で形成されるところであるが，超塩基性岩の化学的， 物理的な影響を受けて， 森林帯が欠

如し， 変わって発達した高卒草原や風化作用の進む際原には超l担基性岩植物が生育してい

るほか，ハイマツ帯の植物が下降したり，ブナサ以下を領域とする植物の上昇がみられた

りする。

八方尾恨の高率草原は尾恨筋を中心と した南側の緩斜面に発達し， その＇／fc下落の構成種は

カライト ソウ San三uis:;rta hakusanensisによって特徴づけられる。またプナ帯以下

の山地や草原にふつうに生える同属のワ レモコウ S.officinalisも標高2200m付近まで

登り， カライト ソウに混生している。両極の混生地にはカライトソウとワレモコウの自然

雑種と挑定されるものが広く散生し，これに1966年奥山春季はハツポウワレモコウ San-

guis Ji !:a hakusanensz・sMakino x S. officinalis L.と命名した（日本高山植物図譜

: 111）。筆者は1971年夏に八方尾根でカライトソウとワレモコウの中間的な個体を多数採

集し， 外部形態の比較観祭を行なった。ワレモコウとカ ライト ソウの聞には雑種ができ易

いら しく3 いろいろな形質の組合わさった自然雑種が閉し察され，花穂，葉形などに変異が

多い。本報では 雑種群のなかの一つの表現型と思われる個体について 記述 してみた 0.

Table 1は7点のハッポウワ レモコウを測定した数値にワレモコウ及びカ ライ トソウと対

比させたもので，このうち 4点を Fig.11に示した。

根生東の大きさでは 1点（no.28464）がカ ライトソウ的であるほかは 小形でワレモコ

Table 1 Comparison of Sanguisorba hakusanensis x S. officinalis, 

S. officinalis and S. hakusanensis. 

＼て~~cies
Sa問guisorbahakusanensis x S. officinalis 

Items ~ 

〔 ~~fi~！拙；〕 I 5 7 I 7 5 I 6 7 I 6 7 

Le正l~n~

言 h叶1一叶 2.5 ,1.0-1.8 

Stam巴ns,
Number 1 51 51 81 71 6! 51 

R窓お no.)I 2叫 2刈州 284 6 9 ｜ 白川却471I 

S. IS. haku同
officinalis I sanensis 

4 - 5 4 7 

2. 5 7. 0 3.0-9.0 

1. 0-4. 0 1. 5-5. 0 

1. 0-2. 0 4.0 10.0 

6.0-8.0 

erect 

4 

1. 5-2. 0 
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Fig. 11 Sanguisorba hakusanensis乱1akinox S. officinalis L. 
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ウに近い形態を示している。葉対については変化が多く明らかな傾向は見られない。

花聴は直立し短かく1-2.6Cm，幅も狭く6-Smmでワレモコウの花形が強く表現されて

Lも が， Tl:.の形態を検すると明らかにカライト ソウに近い性質を現わしている。

その一つは雌ずいの数が5 8本でカライトソウのょっに変異にl隔がみられることであ

る。カライトソウの6 12本より はその数が少ないとはいうもののワ レモコウの場合は常

に4本で一定している。次に雄ずし、はがく片より長く突出している性質もカライトソウの

と花同僚である。 長さは 4-5仰で， カライト ソウ （7-10仰〉 とワレモコウ (1.5-2 

mm）の中間的である。またワレモコウの雄ずいはがく片より短かく突出しない。

なお花の色は糠紅紫色でワレモコウとカライ トソ ウの中間的である。

Sauguisorba hakusauensis Makino x S. officinalis L. 

A large number of SanguisJrba hakusanensis x S. officinalis that is a 

natural hybrid born between the both of them were collected and compared with 

their parents. It seems that the natural hybrid is born quite easily, and the 

natural hybrids having various character were observed. In this paper, a pheno 

type among them is described. In the individual body the flower ear stands 

upright and short less than 1-2. 6cm with a narrow with of 6-Smm, and the 

form of flower of S. officinalis is strongly shown, but a detailed morphological 

examination reveals clearly the character‘close to S. hakusanensis. The color 

of flower is deep reddish purple that is interm巴diatebetween S. officinalis 

and S. hakusanensis. 

7. ヒメクワガタとシナノヒメクワガタ

0ヒメクワガタとシナノヒメクワガタの混生群 原寛 (1944）はヒメク ワガタ Vero-

nica ni仲 Jnicaが産地や個体により，概形，花柱の長さ，毛の多少，葉形，がく片の長

さ，花の大小，さ く果の形などに変化の多いことを指摘した。ことにさく果の先端の変化

に注目し， 先端が明らかに凹頭をなす型は鳥海111，月｜」l，飯豊111，清水l時，立山，白馬山，

白山に分布し，これをヒメクワガタの基準形とし，これに対しさく果の純頭又は円頭をな

す型は赤石岳， 荒川氏飛騨山脈に産し，分布区域が異なるところからヒメク ワガタの一

変種と考え，シナノヒメクワガタ var.shinanJ-a！ρinαと名づけた（植研20:119 181〕。

山崎敬 (1957）はヒメクワガタは白｜上l，立山，｜さ｜馬岳，飯農111，鳥海山を，シナノ ヒメ ク

ワガタは乗鞍岳，木l首駒ヶ岳，聖母，塩見岳， 北岳，；農鳥岳を産地としてあげ（東大理紀

植物7c 1 -3) : 148), 奥山春季〔1966）は分布図を表わし飛騨山脈南部以南の表日本高
山にシナノヒメ クワガタ，それPl、北裏日本高iJ_/2:-ヒメ クワガタの分布区域とした（El木高

山植物図譜〉。

いづれも分布区域を異にしていることを指摘しているが， 筆者は飛騨山脈三ツ岳一野口

五郎岳聞及び北l［（~岳 J)調査てぜヒメクワガタとシナノヒメクワガ タが同一群落内に混在する

ことを知った。この混在地域でヒメクワガタとシナノ ヒメク ワガタの個体数の割合をみる

ため，さく果の成熟している個体を任意に選び先端の形を調べてみた。三ツ岳 野口五郎

岳聞では41個休中ヒメクワガタが最多数で35個休，シナノヒメクワガタが6個体であった。



同様にして北燕岳で調べた結果では28個体中ヒメクワガタが12個体，シナノ ヒメクワガ

タが14個体，同一茎上に凹頭をなすヒメ クワガタ形と円頭をなすシナノヒメクワガタ形の

両方のさく果を着生する株が2個体観察された。さく果の先端の形は変化が多く，ときに

は中間形もみられ，上に示した数字は必ずしも明確に判別できたものでなく，さく果の先

端は凹形，切形，円形，鈍形と連続している。

Fig.12は北燕岳におけるさく果の変異の一例である。さらに広域的な調査をしなければ

断定はできないが，両種の分布が重複もしくは隣接する地域ではさく果の先端の形は不安

定とな り，混在地域が生ずるものと考えられる。

Oヒメクワガタの白花品種 ヒメクワガタの花冠は淡青紫色又は青紫色でその変化は少

ないようであるが，筆者は大町山岳博物館の平休国男氏とともに飛騨山脈餓鬼岳から燕岳

聞を調査縦走中，餓鬼岳寄りの登山路沿いで純白色花の個体を見出した。従来白花品種は

報告されていないのでこれを一品種シロパナヒメクワガタと名付け記載する。しかし個体

数が少なかったため type標本は採集せず，カラースライ ドに納めてきた。

Oヒメクワガタとシナノヒメクワガタの奇形花群 1972年8月に北燕岳北斜面の雪田跡

地に発達した草原とその周辺際地に生育していたヒメクワガタとシナノヒメクワガタの混

生群は著るしい奇形花を有する集団であ り， それがしかも一定地域の広がり をもって密生

していた。花部の詳細な観察を行なったところ，正常花の方が少なく，大部分が奇形花を

有する個体で占められていた（Fig.13）。

103 

この集団は個体毎に奇形の発現形式は異なり，同一茎上に生ずる奇形花でさえも一定で

なく個々の花の各部に変化があって全体を明確なカテゴリーに分類することは困難である。

奇形花を全般的にみると大部分は癒合，弁化，貫生，増数化，減数化現象が不規則的に出

現し，しかもいくつもの奇形が併合的に起こってし唱 。これらの奇形の発現が内因的なも

のか， 外国的なものか，その誘因の考究は非常に興味深いことであるが， 今はまだその段

Smm 

Fig. 12 Cap巴uleof Veronica niρρonica var. shinano-alpina (a). V. niρρonica 

〔c)and their intermediate typ巴（b).
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Fig. 13 Monstrous flowers group of Veronica niρPonica and V. niρρonica shinano alpina・



階に至っていない。

しかし遺伝的にこの形質は固定しているようで，一時的に生じた奇形現象とは考えられ

ない。このク．ノレープは奇形花が生じ易いらしく， 標本によると飛騨山脈常念岳一！煤ケ岳

(T. Ohba, Jul. 28, 1963. KPM no. 44911）にも産するようである。

採集できた範囲の標本にもとづいて奇形花の形態的特徴を概観してみる と次のようであ

る。

① 概形の変化 全体正常な個体に比べ軟弱で，多毛化現象がみられる。葉は大部分が

正常葉を有しているが，節聞や花梗が異状伸長している個体が多し、。

① がくと花冠の癒合， がくの弁化，花弁の有毛化 異種器官の癒合の例で，がくと花

冠が癒合して花冠は8裂あるいはそれ以上に分裂してし唱。癒合したがくは弁化を起こし

完全弁化しているものから不完全弁化に至るまで種々の段階のものがみられる。 完全弁化

したものは緑葉を失ない，花弁と同様の色彩，形状をなしているが，不完全弁化をしてい

るものはがく特有の毛を残留してし唱。

さらに同時的に花弁も有毛化現象を起こしているが，これは花冠とがくの癒合によ って

誘起されたものと考えられる。

① 花冠裂片のよ普数 花冠裂片の数は正常花は4片であるのに対し， 大部分は5～12片

に増数した奇形花が多い。増数した裂片の形状は不整正，大小不同，一部は有毛化してい

るものもあり，l隔も広狭各種各様で変化に富んでし喝。花弁の増数は花冠の分解， 2花以

上の癒合，がく，雄ずい， JltiEずいの弁化などが考えられる。 花冠裂片の著るしく狭長のも

のは， 雄ずいの弁化したものと考えられ， その花の雄ずいは減少又は欠如している。

① 貫生花 花冠を取り除くと雄ずい，雌ずいは消失し，花心に短縮した小花梗が貫生

し， その頂部の胎座様の部分に奇形花をつけている。一種の2段咲きとみることができる

(Fig. 14）。貫生した小花梗が異状伸長し， 先端に数個の奇形花を着生している個体もあ

Fig. 14 A proliferat巴dflower with 4-faciated pistils on the top of a pedic巴1.
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Fig. 15 Monstrous flower with 4 faciated pistil. 

一 一 一一一

Fig. 16 Monstrous flower with 6 faciated pistil. 



る。その場合花冠は小花梗基部に取り残こされている。また貫生した小花梗上に分裂した

花弁，離弁状の不整花弁，弁化したがく片などが複合し，重複花冠状を呈する花もみられ

る。

① 雌ずいの増数，癒合，弁化 正常花の雌ずし、は 1個であるが，奇形花には2個以上

6個まで増数化している個体が観察された（Fig.15, 16）。これらは子房で癒合し，柱頭

及び花柱は分離している。一部に雌ずいは扇平となり，弁状を呈しているが，雌ずいと同

質の毛が一部に痕跡的に残留してし情。

成熟したさく果で観察された癒合果実は双生果のみであ り（Fig.17-5, 6）， 発生の

初期に多数の癒合した子房も発育段階で萎縮して不捻となるものと考えられる。

① その他 がく，花冠，雄ずい，雌ずいが細裂し，それが舌状弁化したものが多数束

生している奇形花も観察された。

次に観察した個々の奇形花の外部形態を便宜的に雌ずいの癒合数によ って分類し，若干

例を記述してみる。

( 1) 1奇形花

a がく 4裂，花冠5裂（Fig.17-1），雄ずい欠如，1雌ずい。

b がく 4裂，花冠5裂（Fig.17-2） うち 1片は雄ずいの弁化？， 1雄ずい，1 

雌ずい。

c がく 4裂花冠6裂，2雄ずい， l雌ずい。

d がく 4裂，花冠7裂，2雄ずい， u出ずい。
e がく 4裂，花冠5裂，2雄ずい， うち1個は弁化3 1雌ずし、。

(2) 2癒合花

a がく 7裂 （Fig.17-3 a），花冠11裂 （Fig.17 3b), 雄ずい欠如，花冠の内側

に離弁状の花弁が2片，弁化した 2litif！ずいが癒合 （Fig.17-3 c）。

b がく 3裂，花冠10裂（Fig.17-4 ), 1雄ずい， 2雌ずい癒合。

c がく 4裂，うち 1片はさらに浅裂，花冠5裂，有毛，うち 1片はl幅広く 2浅裂，

雄ずい欠如，2雌ずい癒合。

d がく 5裂，花冠4裂，雄ずい欠如，花心に短縮した小花梗が貫生し，小花梗頂部

の胎座様の部分に2雌ずい癒合。

e がく 4裂，花冠は5片が離片状を呈し， 弁化した 1がく片（Fig.18-1 a), 2 

裂した 1花弁 （Fig.18 1 b ), 3裂した 1花弁， 分裂しない2花弁からなる。花

心に小花梗が貫生し，］頁部の胎座様の部分に2雌ずいが癒合（Fig.18-1 c ），弁

化した2雌ずいと弁化したがく片が着生。

f がく 4裂，花冠8裂（Fig.18-2 ), 3雄ずい CHn!!Iは肥大化，2個は狭小化〉，

2雌ずい癒合。

g がく 4裂，花冠8裂（Fig.18-3 ), 1雄ずい，2lltilずい癒合。

(5) 3癒合花

a がく 4 ~， 花冠 9 裂， 雄ずい欠如， 3 雌ずい癒合。

(6) 4癒合花

a がく と花冠癒合9裂，うちがく 4裂，花冠5深裂，有毛，雄ずい欠如，4雌ずい

癒合。

(7) 1花重複5癒合花
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Fig. 17 1-2 Corolla opened. 3a Calyx opened. 3b Corolla opened. 3c Monstrous flower 

with corolla and calyx removed. 4 Corolla op巴ned.5 2 faciat;:id pistil. 6 2-

faciated capsule 



Fig. 18 la PetaJ.Jiked sepal. lb 2-lobed petal. le Monstrous flower with corolla and calyx 
removed. 2～4a Corolla op巴n巴d.4b Monstrous flower with corolla and calyx removed. 
5 Calyx and corolla faciat巴d.6 6-faciat巴dpistil. 7a Corolla opened. 7b Monstrous 
flow巴rwith corolla and calyx removed • 
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a がく 4裂，花冠4裂，有毛 （Fig.18-4 a），雄ずい欠如， 花心に短縮した小花

梗が貫生し，1包葉と 2がく片が複合し， 頂部の胎座様の部分に2個の奇形花（が

く片，花弁，雄ずい，雌ずいが細裂，舌状弁化したものが多数束生している〉と 3

がく片が着生し， 各々のがく片が1個の奇形花を包む（Fig.18-4 b），雄ずい欠

如，小花梗は花後に2次伸長するものと考えられる。

(8) 1花重複6癒合花

a がくと花冠癒合8裂 （Fig.18-5），花心lこ短縮した小花梗が貫生し， 1花弁と

さらに花心に向かつて内側に2裂がく片と1花弁が複合，頂部に6Jllj［ずい着生，癒

合，雌ずいの一部は不完全弁化。

b がく 2裂 （うち1片は微少〉，花冠8裂，雄ずい欠如，花心に短縮した小花梗が

貫生し， 1がく片と 1TE弁が複合，］頁部に6雌ずい着生，癒合 （Fig.18-6）。
c がく 3裂，花冠6裂 （Fig.18-7 a）， 内側に弁化した 1がく片が複合，雄ずい

欠如， 花心に短縮した小花梗が貫生し， 頂部の胎座様の部分iこ3雌ずい，弁化した2

雌ずい，弁化した2がく片及び4裂した花冠に包まれた奇形花が1花着生する（Fig.

18-7 b）。

Veronica nipponica and V. nipponica var. shinanc-alpina grow mixedly 

Veronica niρρonica and V. niρponica var. shinanつαJρinathat is treated as 

a variety of it have been recognized that they are distributed in diff巴rent

regions, but the author found that the both species exist mixedly in the same 

region by the investigation on the Hida range between the mountains. Mt. Mitsu～ 

dake and Mt. Noguchi goro-dake, and the Mt. Kita-tsubakuro-dake. In the mixed 

region the top of capsule presents multiforms remarkably such as emarginate, 

truncate, rotundate, obtuse, etc.. It cannot b巴saidconclusively without investi-

gation in a broad region, but in a region where the distribution of both species 

is over lapped or in contact with each other, the form of the top of capsule 

is extremely indefinite and the mixed region of both speci巴S is considered to 

be brought about. 

Whit巴 flowerform of Veronica nipponica 

The color of flower of Veronica niρρonica is usually light blue purple or 

blue-purple, but the author discovered a single body with pure white flower on 

the Mt. Gaki-dake of Hida mountain range. Because of lack of report here-to 

fore, it was named Veronica niρρonica f. albiJ「!oraand described as such. 

Veronica nipponica Makino ex Matsumura, Ind. Pl. Japon. 2-2. 572 (1912). 

f. albiflora Hirabayashi et H. Takahashi, f. nov. 

Flores albi. 

Norn. Jap. Shirobana hime-kuwagata (nov.) 

Hab. Honshu, Prov. Shinano; Mt. Gaki-dake (H. Takahashi, Aug. 17, 1972.) 



Monstrosity of Veronica nipponica and V. nipponica var. 

shinano-alpina 

The mixed group of Veronz・caniρρonica and V. nipρJnica var. shinano-al1うina

naturally grown in the grassland of Mt. Kita tsubakuro-dake is a population 

having remarkably monstrous flowers, which was moreover grown in a wide 

area of a certain definite region. On observing the flowers a strange pheno-

menon was found that the normal flowers were scarce and the monstrous 

flowers occupied the most part. In this population the form of monstrous flowers 

differs individually and, even in the flower on the same stem they are varied 

in each part of the flower, so that it is difficult to classify under a distinct 

category on whole. 

Gen巴rallyspeakig, in a majority of flowers there occur several monstracities 

such as proliferation, fusion, petalody, dialysis, pleiomery, meiomery, etc. in 

combination. Although it is very interesting to investigate whether these monst-

racies come from interior or exterior causes, we are not yet in a stage of 

decision for the present. It seems howev巴rthat the character is fixed hereditarily 

and moreover a small scale differentiation is recognized. 

In this report, the morphological characteristics of monstorous flowers have 

been outlined referring to the specimens that could be collected, together with 

some description of individual flowers. 
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